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前書き 
コンパクトで記号と数字を駆使したこのコンピュータを使用して、初等数学か

ら高度な工学や科学分野にいたるまで、さまざまな専門領域に関する問題

の計算や数学的分析を簡単に行うことができます。 

本マニュアルには、基本的な電卓の機能および操作を示す例が含 

まれます。このユーザーズ マニュアルの章は、難易度順に、タイトルごとに

構成されています。電卓のモードの設定、実数や複素数計算、リストの計算

、ベクトル、行列、グラフィック、微積分応用、ベクトル解析、微分方程式、 

確率統計の順に構成されています。 

記号的演算に関しては、この電卓には、強力なコンピュータ代数システム 

(CAS) が搭載されてます。このシステムを使用すると、複素数と実数、正確

性 (記号的) と近似性 (数値的) など、異なる演算モードを選択できます。表

示は、行列、ベクトル、有理数、合計、導関数、および積分を使用する際に

役に立つテキスト形式表示をするように調整できます。電卓の高速グラフィ

ックは、複雑な図を短時間で作成するのに大変便利です。 

赤外線、USB ポート、および RS232、および電卓とともに提供されるケー

ブルにより、電卓を他の電卓またはコンピュータと接続できます。これにより

、他の電卓やコンピュータと迅速かつ効率的にプログラムやデータの交換を

することができます。 

この電卓が、学校や専門の応用に役立つことを願っております。 
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第 1 章  
始めに 
この章では、電卓の操作についての基本的な情報を説明します。計算を行

う前に基本操作や設定に関して精通するために説明します。 

基本操作 

バッテリー 

この電卓は、主電源として 4 AAA (LR03) 電池、メモリバックアップ用に 

CR2032 リチウム電池を使用しています。 

電卓を使用する前に、以下の操作に従って電池を取り付けてください。 

次次次次のののの手順手順手順手順でででで主電池主電池主電池主電池をををを取取取取りりりり付付付付けますけますけますけます。。。。    

a.  電卓電卓電卓電卓がががが OFF  OFF  OFF  OFF になっているこになっているこになっているこになっていることをとをとをとを確認確認確認確認しますしますしますします。。。。以下の図のように、 

電池ケース カバーをスライドします。 

 

b.  主電池区画に、4 つの新しい  AAA (LR03) 電池を挿入します。 

各電池が指定方向に挿入されていることを確認します。 

次次次次のののの手順手順手順手順ででででバックアップバックアップバックアップバックアップ電池電池電池電池をををを取取取取りりりり付付付付けますけますけますけます。。。。    

a.  電 卓電 卓電 卓電 卓 がががが  OFF  OFF  OFF  OFF に な っ て い る こ と をに な っ て い る こ と をに な っ て い る こ と をに な っ て い る こ と を 確 認確 認確 認確 認 し ま すし ま すし ま すし ま す 。。。。 

ホルダーを押して下げます。表示されている方向にプレートを押して持ち

上げます。 
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b.  新しい CR2032 リチウム電池を挿入します。正 (+) 側が上向きになって

いることを確認します。 

c.  プレートを取り付けてそれを押して元の場所に戻します。 

After installing the batteries, press $ to turn the power on. 

警告警告警告警告：：：：電池容量低下アイコンが表示されたら、できるだけ早く電池を交換す

る必要があります。ただし、データが消失しないようにするため、バックアッ

プ電池と主電池を同時に取り外さないでください。 

電源電源電源電源ののののオンオンオンオン////オフオフオフオフ    

$ キーがキーボードの左下隅にあります。それを 1 度押して電卓の電

卓の電源を入れます。電源を切るには、右シフトキー@ (キーボードの最

後の列から 2 列目の最初のキー) を押して、$ キーを押します。$ キ

ーには、OFF コマンドに使用することを示すために、右上に OFF ラベルが

印刷されています。 

ディスプレイディスプレイディスプレイディスプレイののののコントラストコントラストコントラストコントラストのののの調整調整調整調整    

ディスプレイのコントラストを調整するには、$ キーを押しながら + ま

たは - キーを押します。 

$ (hold) + キーの組み合わせでは、コントラストは暗くなります 

$ (hold) - キーの組み合わせでは、コントラストは明るくなります 
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電卓電卓電卓電卓ののののディスプレイディスプレイディスプレイディスプレイのののの内容内容内容内容    
もう一度電卓の電源を入れます。ディスプレイ上部に、電卓の設定を説明す
る 2 行にわたる情報が表示されます。最初の行は以下の文字が表示され
ます。 

RAD XYZ HEX R= 'X' 

これらの記号の意味の詳細については、電卓のユーザーズガイドの第 2 章
を参照してください。 

2 行目には以下の文字が表示されます。 

{ HOME } 

これは、[HOME] ディレクトリが、電卓のメモリ内の現在のファイル ディレクト
リであることを示しています。 

ディスプレイの下部には、多数のラベルが表示されます。 

@EDIT  @VIEW   @@RCL@@  @@STO@   !PURGE !CLEAR 

これらは、以下の F1 から F6 の 6 つのソフト メニュー キーと関連付けられ
ています。 

ABCDEF 

スクリーン下部に表示される 6 つのラベルは、表示されるメニューに応じ
て変化します。しかし、A は最初に表示されるラベルに、B は 2 番目
に表示されるラベルに、というように関連付けられています。 

メニューメニューメニューメニュー    

A から F キーに関連付けられている 6 つのラベルは、機能のメニュ
ーの一部を構成します。電卓のソフト メニュー キーは 6 つのみであるため
、常時 6 つのラベルのみ表示されます。ただし、1 つのメニューに 6 つを
超えるエントリが存在する場合もあります。6 つのエントリの各グループは、
メニュー ページと呼ばれます。次のメニュー ページ (使用可能な場合) に移
動するには、L (次のメニュー) キーを押します。このキーは、キーボード
のキーの 3 列目、左から 3 番目のキーです。 

TOOL TOOL TOOL TOOL メニューメニューメニューメニュー    

[TOOL] メニューと呼ばれるデフォルト メニューのソフト メニュー キーは、次
のような変数の操作に関連付けられています (この章の変数のセクションを
ご覧ください)。 
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@EDIT  A 変数の内容の編集 (編集の詳細については、このガイドの 2 

章、およびユーザーズガイドの第 2 章と付録 L を参照してく

ださい) 

@VIEW   B 変数の内容の表示 

@@RCL@  C 変数の内容の呼び出し 

@@STO@  D 変数の内容の格納 

!PURGE E 変数の削除 

@CLEAR F 表示またはスタックのクリア 

これらの 6 つの機能は、[TOOL] メニューの最初のページを構成しています

。このメニューには、2 ページに編成された 8 つのエントリがあります。2 番

目のページは、L (次のメニュー) キーを押すと使用できます。このキー

は、キーボードのキーの 3 行目、左から 3 番目のキーです。 

この場合、最初の 2 つのソフト メニュー キーのみにコマンドが関連付けら

れています。それらのコマンドは次のようになります。 

@CASCM  A CASCMD: CAS CoMmanD、リストから選択することにより CAS 

(コンピュータ代数システム) からコマンドを起動するために使用 

@HELP  B 電卓で使用可能なコマンドを説明するヘルプ機能 

L キーを押すと、ソフト メニュー キーに変数が表示されます。[TOOL] メ

ニューを復元する別の方法は、I キー (キーボードの上部からキーの 2 

列目、左から 3 番目のキー) を押す方法です。 

時刻時刻時刻時刻とととと日付日付日付日付のののの設定設定設定設定    

時刻と日付を設定する方法については、電卓のユーザーズガイドの第 1 章

を参照してください。 

電卓のキーボードの概要 
次のページの図は、行と列に番号が付けられた電卓のキーボードを示して

います。各キーには、3～5 個の機能があります。主なキー機能はキーの最

も目立つラベルに対応しています。また、左シフトキー、キー (8、1)、右シフ

トキー、キー (9、1)、および ALPHA キー、キー (7、1) は、キーボードに表示

されている代替関数をアクティブにするためにその他のキーの一部と組み

合わせることができます。 
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たとえば、P キー、キー (4、4) には、以下の 6 つの関連付けられている 

機能があります。 

P メイン機能、[SYMBolic] メニューのアクティブ化 

„´ 左シフト機能、[MTH (Math)] メニューのアクティブ化 

…N 右シフト機能、CATalog 機能のアクティブ化 

~p ALPHA 機能、大文字 P の入力 

~„p ALPHA 左シフト機能、小文字 p の入力 

~…p ALPHA 右シフト機能、記号 π の入力 
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キーに関連付けられている 6 つの機能の中で、最初の 4 つのみがキーボ

ード自体に表示されています。次のページの図は、P キーのこれら

の 4 つのラベルを示しています。キーのラベルの色や位置、つまり SYMBSYMBSYMBSYMB

、MTH、CAT および P P P P は、メイン機能 (SYMBSYMBSYMBSYMB)、およびその他の 3 つの機

能である左シフト „ (MTH)、右シフト … (CAT )、および~ (PPPP) キーと

関連付けられていることを示しています。 

 

 

 

電卓キーボード操作の詳細については、電卓のユーザーズガイドの付録 B 

を参照してください。 

電卓のモードの選択 
このセクションでは、選択やダイアログ ボックスの使用にある程度慣れてい

ることを前提としています (該当しない場合は、ユーザーズガイドの付録 A 

を参照してください)。 

H ボタン (上部からキーの 2 行目、左から 2 番目のキー) を押して、以下

の [CALCULATOR MODES] 入力フォームを表示します。 

 

@@OK#@  を押して、通常の電卓表示に戻ります。次に、別の電卓モードを選択

する例を示します。 
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演算演算演算演算モードモードモードモード    

電卓には、以下の 2 つの演算モードがあります。それは、Algebraic モード

と Reverse Polish Notation (RPN) モードです。デフォルトのモードは、

Algebraic モード (上記の図で示されている) ですが、以前の HP 電卓のユ

ーザーは、慣れている RPN モードを使用することもできます。 

演算モードを選択するには、まず、 H ボタンを押して [CALCULATOR 

MODES] 入力フォームを開きます。[Operating Mode] フィールドが強調表示

されます。 \ キー (キーボード下部から 5 行目、左から 2 番目) か、

@CHOOS ソフト メニュー キーを使用して、Algebraic または RPN 演算モードを

選択します。後者の手法をとる場合、上矢印キーおよび下矢印キー — 
˜を使用して、モードを選択し、   !!@@OK#@   ソフト メニュー キーを押して演算

を完了します。 

これら 2 つの演算モードの違いを説明するために、以下に両方の 
モードで計算を行います。 

5.2
3

0.23

0.30.3

1
0.50.3

e+
⋅

−⋅ 








 

電卓にこの式を入力するために、まず Equation Writer ‚O を使用 

します。テンキーの横にある、キーボードで以下のキーを特定してください。 

!@.#*+-/R 
Q¸Ü‚Oš™˜—` 

Equation Writer は、有理数、導関数、積分、根など明示された数学的表記

を使用して数式を作成できる表示モードです。上記に示した式を書くために 

Equation Writer を使用する場合には、以下のようにキー入力します。 

‚OR3.*!Ü5.- 
1./3.*3. 
————— 

/23.Q3™™+!¸2.5` 

` を押した後、電卓には次の式が表示されます。 

√(3.*(5.-1/(3.*3.))/23.^3+EXP(2.5)) 

` をもう一度押すと、次の数値が表示されます (求められたら @@OK を押し

て Approx モードをオンにしてください)。 
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Equation Writer を使用せずに、下記のようにディスプレイに式を直接入力 

することもできます。 

R!Ü3.*!Ü5.- 
1/3.*3.™ 

/23.Q3+!¸2.5` 

結果は同じようになります。 

演算モードを RPN に変更するには、まず、 H ボタンを押します。 \ 

キーを使用しするか、 @CHOOS ソフト メニュー キーを押して、RPN 演算モード

を選択します。   @@OK#@ ソフト メニュー キーを押して、演算を完了します。

RPN モードのディスプレイ表示は以下のようになります。 

 

ディスプレイは、1、2、3 など、下から上へ複数のレベルのラベル付けされた 

結果を表示します。これを、電卓のスタックといいます。異なるレベルを、 

スタック レベルといいます。つまり、スタック レベル 1、スタック レベル 2 な

どと呼びます。 

RPN とは、以下のように押して 3 + 2 といった演算を記述するのではなく、 

3+2` 

まずオペランドを順番通りに記述して、その後演算子を記述します。つまり、

以下のようにします。 

3`2+ 

オペランドを入力して、異なるスタック レベルを専有します。 3` を入

力して、数値 3 をスタック レベル 1 に入れます。次に、 2 を入力して、

3 を押し上げて、レベル 2 を専有します。最後に、 + を押すことにより、

電卓に演算子レベル 1 および 2 を専有している対象に + を適用するよ

うに命令します。結果 5 はその後レベル 1 に配置されます。 
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より複雑な式を試す前に、Algebraic 演算モードで前述の他の単純な演算 

を試します。 

123/32 123`32/ 

42 4`2Q 

3√(√27) 27R3@» 

 

最後の 2 つの演算の y と x の位置に注目してください。 Q キーを押す

前の指数関数演算の基数は y (スタック レベル 2) であり、指数部は x (スタ

ック レベル 1) です。同様に、立方根演算では、y (スタック レベル 2) はル

ート符号の下の数量であり、x (スタック レベル 1) はルートです。 

3 つの要素を含む、次の演習を行ってください。(5 + 3)× 2 

5`3+ 最初に (5 + 3) を計算。 

2X 計算を完了。 

それでは、先に提案された式を試してみます。 

5.2
3

23

33

1
53

e+
⋅

−⋅ 








 
3` レベル 1 に 3 を入力。 
5` レベル 1 に 5 を入力、3 は レベル 2 に移動。 
3` レベル 1 に 3 を入力、5 は レベル 2 に、3 はレベル 3 

に移動。 
3* 3 を格納して乗算、9 がレベル 1 に表示。 
Y 1/(3×3) がレベル 1 の最後の値、5 はレベル 2、3 はレ

ベル 3 に格納。 
- 現在、5 - 1/(3×3) がレベル 1 を占有、レベル 2 は 3。 
* 現在、3 × (5 - 1/(3×3)) がレベル 1 を占有。 
23` レベル 1 に 23 を入力、14.66666 は レベル 2 に移動。 
3Q 3 を入力、レベル 1 で 233  を計算して格納、14.666 はレ

ベル 2 に格納。 
/ (3 × (5-1/(3×3)))/233 をレベル 1 に格納。 
2.5 レベル 1 に 2.5 を入力。 
!¸ e2.5, がレベル 1 に移動、レベル 2 に以前の数値が表示。 
+ (3 × (5 - 1/(3 × 3)))/233

 + e
2.5 = 12.18369 をレベル 1 に

格納。 
R √((3 √ (5 - 1/(3√3)))/233

 + e
2.5) = 3.4905156 をレベル 1 

に格納。 
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ALG または RPN 演算モードを選択するには、以下のキー入力シーケンス

を通じて、システム フラグ 95 を設定またはクリアすることもできます。 

H @FLAGS! 9˜˜˜˜  ` 

数値数値数値数値形式形式形式形式およびおよびおよびおよび小数点小数点小数点小数点またはまたはまたはまたはカンマカンマカンマカンマ    

数値形式の変更すると、実数が電卓で表示される方法をカスタマイズする

ことができます。この機能は、10 の指数に関する演算、または結果で 

小数点以下の桁数を制限するのに大変役立ちます。 

数値形式を選択するには、まず、 H ボタンを押して [CALCULATOR 

MODES] 入力フォームを開きます。その後、下矢印キー ˜ を使用して、

オプションの数値形式を選択します。デフォルトの値は、Std つまり、標準形

式です。標準形式では、桁数の設定がなく、電卓で使用可能な最大精度 

(12 有 効 桁 ) の 完 全 浮 動 小 数 点 が 表 示 さ れ ま す 。 

実数の詳細については、このガイドの 12 章をご覧ください。この数値形式 

や他の数値形式の説明については、以下の演習を行ってください。 

標準標準標準標準のののの表示形式表示形式表示形式表示形式    

数値が最も慣れている表記法で表示されるため、このモードは最も使用頻

度の高いモードです。  !!@@OK#@   ソフト メニュー キーを押して、[Number format] 
設定で Std にして、電卓の表示に戻ります。数値 123.4567890123456 (16 

有効桁の表示) を入力します。 ` キーを押します。数値が 12 有効桁の

表示に丸められ、以下のように表示されます。 

 

小数小数小数小数でのでのでのでの固定表示形式固定表示形式固定表示形式固定表示形式    

H ボタンを押します。次に、下矢印キー ˜ を使用して、[Number 
format] オプションを選択します。@CHOOS ソフト メニュー キーを押して、下矢

印キー ˜ で [Fixed] オプションを選択します。 
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右矢印キー ™ を押して、[Fix.] オプションの前の 0 を強調表示します。

@CHOOS ソフト メニュー キーを押して、上下矢印キー —˜ を使用して、

小数点以下 3 桁を選択します。 

 

以下のように   !!@@OK#@ ソフト メニュー キーを押して、選択を完了します。 

 

@@OK#@ ソフト メニュー キーを押して、電卓のディスプレイに戻ります。 

現在の数値は以下のようになります。 

 

数値が丸められ、切り捨てられていません。このため、この設定では、6 の

次の桁が 5 より大きいため、数値 123.4567890123456 が、123.456 ではな

く 123.457 と表示されます。 

科学表記科学表記科学表記科学表記    

こ の 形 式 を 設 定 す る に は 、H ボ タ ン を 押 し て 開 始 し ま す 。 

次に、下矢印キー ˜ を使用して、オプションの [Number format] を選択

します。 @CHOOS ソフト メニュー キーを押して、下矢印キー ˜ で 

[Scientific] オプションを選択します。[Sci] に続く数値を 3 のままにします (

この数値は、上記の例で小数の [Fixed] 値を変更したのと同じ仕方で変更

できます)。 
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@@OK#@ ソフト メニュー キーを押して、電卓のディスプレイに戻ります。 

現在の数値は以下のようになります。 

 

結果の 1.23E2 は、電卓による 10 の指数表記法です。つまり、1.235 × 102 

という意味です。ここで、いわゆる科学的表記法では、(前述の) [Sci] 数値
形 式 の 前 の 数 値  3 は 、 小 数 点 以 下 の 有 効 桁 数 を 表 し ま す 。 
科学的表記には、上記のように 1 つの整数桁が常に含まれます。 
そのため、この場合、小数点の桁数は 4 桁となります。 

工学表記工学表記工学表記工学表記    

工学表記は、科学的表記によく似ていますが、指数 10 が 3 の倍数になる
という点が異なります。この形式を設定するには、 H ボタンを押して開始
します。次に、下矢印キー ˜ を使用して、オプションの [Number format] 
を選択します。 @CHOOS ソフト メニュー キーを押して、下矢印キー ˜ で 
[Engineering] オプションを選択します。[Eng] の横の数値を 3 のままにしま
す (この数値は、前述の例で小数の [Fixed] 値を変更したのと同じ仕方で変
更できます)。 
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@@OK#@ ソフト メニュー キーを押して、電卓のディスプレイに戻ります。 

現在の数値は以下のようになります。 

 

この数値には、整数部に 3 桁あるため、[Engineering format] を使用する際

には、4 桁の小数部分および 10 の累乗 0 が表示されます。たとえば、数値 

0.00256 は次のように表示されます。 

 

小数点小数点小数点小数点コンマコンマコンマコンマとととと小数点小数点小数点小数点    

ユーザーが表記に慣れている場合、浮動小数点の小数点をコンマで置き換

えることができます。小数点をコンマに置き換えるには、以下のように 

[CALCULATOR MODES] 入力フォームの [FM] オプションをコンマに変更し

ます (数値形式は [Std] に変更してあります)。 

H ボタンを押します。次に下矢印キー  ˜ を 1 度押し、右矢印キー 

™ を 押 し て 、 [FM] オ プ シ ョ ン を 強 調 表 示 し ま す 。 

コンマを選択するには、  ソフト メニュー キーを押します。入力フォー

ムは以下のように表示されます。 

 

@@OK#@ ソフト メニュー キーを押して、電卓のディスプレイに戻ります。現在、

先ほど入力した数値 123.4567890123456 は以下のように表示されます。 
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角度角度角度角度のののの単位単位単位単位    

三角関数には、たとえば、平面角度を表す引数が必要です。この電卓では

、 3 つ の 異 な る  [Angle Measure] の モ ー ド を 提 供 し ま す 。 

次の角度を使用することができます。 

• 度:完全円周で、360 度 (360°)。 

• ラジアン:完全円周で 2π ラジアン (2π r)。 

• グラード:完全円周で、400 グラード (400 g)。 

角度の単位は、SIN、COS、TAN および関連する関数など、三角関数 

に影響します。 

Angle Measure モードを変更するには、以下の操作を行います。 

• H ボタンを押します。次に、下矢印キー  ˜ を 2 回押します。\ キ

ー (キーボード下部から 5 行目、左から 2 番目) か、 @CHOOS ソフト メニュー 

キーを使用して、Angle Measure モードを選択します。後者の手法をとる場

合、上矢印キーおよび下矢印キー —˜ を使用して、ご希望のモードを

選択し、   !!@@OK#@   ソフト メニュー キーを押して演算を完了します。たとえば、

以下の画面では、Radians モードが選択されています。 

 

座標系座標系座標系座標系    

座標系選択により、ベクトルや複素数の表示や入力方法に影響があります。
複素数やベクトルの詳細については、このガイドのそれぞれ 4 章と 8 章を
ご覧ください。電卓では 3 つの 座標系が利用可能です。直交座標 (RECT)
、円筒座標 (CYLIN)、および球面座標 (SPHERE) です。座標系を変更する
には、以下のようにします。 

• H ボタンを押します。次に、下矢印キー ˜ を 3 回押します。
\ キー (キーボード下部から 5 行目、左から 2 番目) か、 @@CHOOS ソ
フト メニュー キーを使用して、Coord System モードを選択します。後者
の手法をとる場合、上矢印キーおよび下矢印キー —˜ を使用して
、ご希望のモードを選択し、@@OK#@ ソフト メニュー キーを押して演算を完
了します。たとえば、以下の画面では、[Polar] 座標モードが選択されて
います。 
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CAS 設定の選択 
CAS は、Computer Algebraic System (コンピュータ代数システム) の略です。
CAS は、記号的な数学演算と関数がプログラムされる、電卓の数学的な核で
す。CAS は、多数の設定を提供し、関心事の演算のタイプにより調整するこ
とができます。オプションの CAS 設定をご覧になる方法は、操作を行います。 

• H ボタンを押して [CALCULATOR MODES] 入力フォームをアクティブ
にします。 

 

• CAS 設定を変更するには、@@CAS@@ ソフト メニュー キーを押します。CAS 

設定のデフォルト値は、以下のように表示されます。 

 

• [CAS MODES] 入力フォームの多数のオプション内を移動するには、 
次の矢印キーを使用してください。š™˜—. 

• 上記の設定のいずれかを選択または選択解除をするには、ご 希望のオ

プションの前のアンダーラインを選択し、正しい設定が表示されるまで 

 ソフト メニュー キーを切り替えます。オプションを選択 すると、ア

ンダーライン部分にチェックマークが表示されます (たとえば、上記の 

[Rigorous] および [Simp Non-Rational] オプションなど)。選択されていな

いオプションでは、ご希望のオプションの前のアンダーライン部分にチェ
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ックマークが表示されません (たとえば、上記の [_Numeric]、[Approx]、
[_Complex]、[_Verbose]、[_Step/Step]、[_Incr Pow] オプションなど)。 

• [CAS MODES] 入力フォームでご希望のすべてのオプションを選択 

および選択解除後、 @@@OK@@@ ソフト メニュー キーを押します。これで 

[CALCULATOR MODES] 入 力 フ ォ ー ム に 戻 る こ と が で き ま す 。 

この時点で通常の電卓表示に戻るには、 @@@OK@@@ ソフト メニュー キーをも

う一度押してください。 

CAS CAS CAS CAS 設定設定設定設定のののの説明説明説明説明    
• Indep var: CAS 応用の独立変数です。通常、VX = ‘X’ です。 

• Modulo: モジュラ算術の演算では、この変数は、算術環のモジュラス 
またはモジュロを保持します (電卓のユーザーズガイドの 5 章をご覧くだ
さい)。 

• Numeric: 設定した場合、電卓では、計算の数値または浮動小数点の 
結果が生成されます。定数は常に数値的に評価されます。 

• Approx: 設定した場合、Approximate モードで計算の数値結果が使用 
されます。設定していない場合、代数計算の記号的な結果を生成する 
CAS は Exact モードとなります。 

• Complex: 設定した場合、複素数演算がアクティブになります。設定 
していない場合、CAS は Real モード、つまり実数計算がデフォルト 
となります。複素数演算については 4 章をご覧ください。 

• Verbose: 設定した場合、特定の CAS 演算の詳細情報を提供します。 

• Step/Step: 設定した場合、特定の CAS 演算のステップごとの結果を 
提供します。総計、導関数、積分、多項式演算 (組み立て除法など) の
中間のステップを参照するのに役立ちます。 

• Incr Pow: Increasing Power のことで、つまり、設定した場合、多項式の 
条件が独立変数の累乗の昇順で表示されます。 

• Rigorous: 設定した場合、電卓は絶対値の関数を単に |X| から X に簡素
化しなくなります。 

• Simp Non-Rational: 設定した場合、電卓は無理式をできるだけ簡素化 
します。 
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ディスプレイ モードの選択 
異なるディスプレイ モードを選択することにより、電卓のディスプレイを好 

みに合わせてカスタマイズできます。オプションのディスプレイ設定を表示す

るには、以下の操作を行います。 

• まず、H ボタンを押して [CALCULATOR MODES] 入力フォームをアク

ティブにします。[CALCULATOR MODES] 入力フォーム内で、 @@DISP@ ソ

フト メニュー キーを押して、[DISPLAY MODES] 入力フォームを表示しま

す。 

 

• [DISPLAY MODES] 入力フォームの多数のオプション内を移動 

するには、次の矢印キーを使用してください。š™˜—。 

• チェックマークを必要とする上記の設定のいずれかを選択または 

選択解除をするには、ご希望のオプションの前のアンダーラインを選択

し、正しい設定になるまで  ソフト メニュー キーを切り替えます。 

オプションを選択すると、アンダーライン部分にチェックマークが表示され

ます (たとえば、上記の [Stack:] の [Textbook] オプションなど)。 

選択されていないオプションでは、ご希望のオプションの前のアンダーラ

イン部分にチェックマークが表示されません (たとえば、上記 [Edit:] 行
の [_Small]、[_Full page]、および [_Indent] オプション)。 

• 表示用フォントを選択するには、[DISPLAY MODES] 入力フォームの、 

[Font:] オプションの横にあるフィールドを下記のように強調表示して、 

@CHOOS   ソフト メニューを使用します。 

• [DISPLAY MODES] 入力フォームでご希望のすべてのオプション 

を選択および選択解除後、@@@OK@@@ ソフト メニュー キーを押します。これで 

[CALCULATOR MODES] 入力フォームに戻ることができます。 

この時点で通常の電卓表示に戻るには、 @@@OK@@@ ソフト メニュー キーをも

う一度押してください。 
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表示用表示用表示用表示用フォントフォントフォントフォントのののの選択選択選択選択    

まず、H ボタンを押して [CALCULATOR MODES] 入力フォームをアクテ

ィブにします。[CALCULATOR MODES] 入力フォーム内で、 @@DISP@ ソフト メ

ニュー キーを押して、[DISPLAY MODES] 入力フォームを表示します。

[Font:] フィールドが強調表示され、オプション [Ft8_0:system 8] が選択され

ます。これは、表示用フォントのデフォルト値です。@CHOOS ソフト メニュー キ

ーを押して、以下のように使用可能なシステムのフォントのリストを表示しま

す。 

 

使用可能なオプションは、3 つの標準のシステム フォント (サイズは 8、7、
および 6) および [Browse..] オプションです。後者を使用すると、電卓に作
成またはダウンロードした追加のフォント用の電卓のメモリをブラウズするこ
とができます。 

練習のために表示用フォントのサイズを 7 および 6 に変更します。OK ソフ
ト  メ ニ ュ ー  キ ー を 押 し て 、 選 択 を 有 効 に し ま す 。 フ ォ ン ト の 
選択を終了後、 @@@OK@@@ ソフト メニュー キーを押して、[CALCULATOR 
MODES] 入力フォームに戻ります。この時点で通常の電卓表示に戻るには
、 @@@OK@@@ ソフト メニュー キーをもう一度押して、異なるフォントを使用するた
めにスタック表示がどのように変化するかを確認してください。 

行行行行エディタエディタエディタエディタののののプロパティプロパティプロパティプロパティのののの選択選択選択選択    

まず、H ボタンを押して [CALCULATOR MODES] 入力フォームを アクテ

ィブにします。[CALCULATOR MODES] 入力フォーム内で、 @@DISP@ ソフト メ

ニュー キーを押して、[DISPLAY MODES] 入力フォームを表示します。

[Edit] 行に移動するには、下矢印キー ˜ を 1 回押します。この行には、

変更できる 3 つのプロパティが表示されます。これらのプロパティが選択  

(チェック) される場合、以下の機能がアクティブになります。 

_Small 小さいフォント サイズに変更 

_Full page 行の末尾後にカーソルを配置 

_Indent キャリッジ リターン入力時にカーソルを自動的にインデント 

行エディタ使用に関する手順は、ユーザーズガイドの 2 章で提供されてい

ます。 
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スタックスタックスタックスタックののののプロパティプロパティプロパティプロパティのののの選択選択選択選択    

まず、H ボタンを押して [CALCULATOR MODES] 入力フォームをアクテ

ィブにします。[CALCULATOR MODES] 入力フォーム内で、 @@DISP@ ソフト メ

ニュー キー (D) を押して、[DISPLAY MODES] 入力フォームを表示しま

す。スタック行に移動するには、下矢印 キー ˜ を 2 度押します。この行

には、変更できる 2 つのプロパティが表示されます。これらのプロパティが

選択 (チェック) される場合、以下の機能がアクティブになります。 

_Small 小さいフォント サイズに変更します。これにより、画面に表示 

される情報量が最大になります。この選択が、スタック表示のフ

ォント選択に優先されますのでご注意ください。 

_Textbook 数式をグラフィックによる数学的表記で表示します 

これらの設定を説明するために、Algebraic モードまたは RPN モードで 

Equation Writer を使用して、以下の定積分を入力します。 

‚O…Á0™„è™„¸\x™x` 

Algebraic モードでは、以下の画面は、これらの [_Small]、[_Textbook] のい

ずれのキー入力も選択されていないことを示します。 

 

[_Small] オプションのみを使用すると、表示は以下のようになります。 

 

[_Textbook] オプションが選択されていると (デフォルト値)、[_Small] オプショ

ンが選択されているかどうかにかかわらず、表示は以下のような結果になり

ます。 
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Equation Writer (EQW) Equation Writer (EQW) Equation Writer (EQW) Equation Writer (EQW) ののののプロパティプロパティプロパティプロパティのののの選択選択選択選択    

まず、H ボタンを押して [CALCULATOR MODES] 入力フォームをアクテ

ィブにします。[CALCULATOR MODES] 入力フォーム内で、 @@DISP@ ソフト メ

ニュー キーを押して、[DISPLAY MODES] 入力フォームを表示します。EQW 

(Equation Writer) 行に移動するには、下矢印キー ˜ を 3 度押します。こ

の行には、変更できる 2 つのプロパティが表示されます。これらのプロパテ

ィが選択 (チェック) される場合、以下の機能がアクティブになります。 

_Small Equation Writer を使用中、小さいフォント サイズに変

更 

_Small Stack Disp Equation Writer を使用後、スタックで小さいフォント 

サイズで表示 

Equation Writer (EQW) の使用に関する手順の詳細については、このマニュ

アルの関連箇所で説明します。 

上記で説明された積分の例 ∫
∞ −

0
dXe X

 
では、[DISPLAY MODES] 入力フ

ォームの [EQW] 行で [_Small Stack Disp] が選択されているため、以下の

ように表示されます。 

 

参照 
この章で説明された分野に関する詳細は、電卓のユーザーズガイドの 1 章

、および付録 C を参照してください。 
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第 2 章  
電卓の概要 

この章では、Equation Writer の使用や電卓内のデータ オブジェクト 

の操作を含む、多くの基本的な操作について説明します。この章の例を検

討し、将来のアプリケーションのための電卓の機能を理解してください。 

電卓オブジェクト 
最も一般的に使用されるオブジェクトには以下のものがあります。reals (小

数点付きの実数で記入。たとえば、-0.0023、3.56)、 integers (小数点付 

きの整数で記入。たとえば、1232、-123212123)、complex numbers (順序対

で記入。たとえば、(3,-2))、 lists など。電卓オブジェクトについては、 

電卓のユーザーズガイドの第 2 章および第 24 章を参照してください。 

スタック内の式の編集 
このセクションでは、電卓のディスプレイまたはスタックで式を直接編集する

例を示します。 

算術式算術式算術式算術式のののの作成作成作成作成    

この例では Algebraic 演算モードを選択し、表示用に Fix 形式 (小数点以下 

3 桁) を選択します。算術式を入力します。 

30.20.3

5.7

0.1
0.1

0.5
−

+
⋅

 

この式を入力するには、以下のキー入力を使用します。 

5.*„Ü1.+1/7.5™/ 
„ÜR3.-2.Q3 

結果の式は次のとおりです。5*(1+1/7.5)/(√3-2^3).  

` を押して式をディスプレイに表示します。以下を参照してください。 
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CAS が EXACT (ユーザーズガイドの付録 C を参照) に設定されており、整

数を使用して整数値の式を入力している場合、結果は記号的な数量となり

ます。以下を参照してください。 

5*„Ü1+1/7.5™/ 
„ÜR3-2Q3 

結果を生成する前に、Approximate モードに変更するように求められます。 

変更を受け入れて、以下の結果 (小数点以下 3 桁の固定小数点モードで 

表示 (第 1 章を参照)) を取得します。 

 

この場合、式がスタックに直接入力されてからすぐに ` を押すと、 

電卓は式の値を計算しようとします。ただし、式の前にチェックマークがある

場合、電卓は入力されたとおりに式を再生成します。例： 

³5*„Ü1+1/7.5™/ 
„ÜR3-2Q3` 

結果は以下のように表示されます。 

 

式を評価するために、EVAL 関数を使用できます。以下を参照してください。 

µ„î` 
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CAS が Exact に設定されている場合、CAS 設定を Approx に変更すること

の承認を求められます。変更すると、前述の結果と同じ結果が得られます。  

引用符の間に事前に入力されている式を評価する別の方法は、オプション 

…ï を使用する方法です。 

電卓が RPN 演算モードに設定されている場合は、上で使用した式を入力 

します。また、CAS を Exact、ディスプレイを Textbook、数値形式を 

Standard に設定します。引用符の間に式を入力するためのキー入力は、 

前述のものと同じです。以下のとおりです。 

³5*„Ü1+1/7.5™/ 

„ÜR3-2Q3` 

結果が出力されます。 

 

もう一度 ` を押して、評価のために、スタックで使用可能な式のコピーを 

2 つ保持します。最初に、次のキーを押して式を評価します。 

µ!î` または @ï` 

この式は、結果、および √3 に浮動小数点要素があるという意味で半記号

的です。次に、スタック場所を切り替え [™ を使用]、 �NUM、つまり 

™…ï 関数を使用して評価します。 

この後者の結果は純粋な数値なので、スタック内の 2 つの結果は同じ式を 

表しているにも関わらず異なっているように見えます。2 つの結果が異 

なっていないことを確認するために、2 つの結果を減算し、EVAL 関数を 

使用して差異を評価します。-µ.結果はゼロ (0) です。 

ディスプレイまたはスタックでの算術式の編集の詳細については、電卓のユ

ーザーズガイドの第 2 章を参照してください。 
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代数式代数式代数式代数式のののの作成作成作成作成    

代数式には数値だけではなく、変数名も含まれます。例として、以下の代数

式を入力します。 

b

L

yR

R

x
L

2

12

+
+

+

 

電卓の演算モードを Algebraic、CAS を Exact、ディスプレイを Textbook に

設定します。この代数式を入力するには、以下のキー入力を使用します。 

³2*~l*R„Ü1+~„x/ 
~r™/„Ü~r+~„y™+2*~l/ 

~„b 

` を押して、以下の結果を取得します。 

 

電卓が RPN 演算モードに設定されているときにこの式を入力すると、この 

Algebraic モードの演習と同じ結果が得られます。 

電卓のディスプレイまたはスタックでの代数式の編集の詳細については、電

卓のユーザーズガイドの第 2 章を参照してください。 
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Equation Writer (EQW) を使用した式の作成 
Equation Writer は非常に強力なツールです。このツールを使用すると、 
方程式を入力または確認できるだけではなく、方程式の全体または一部を
修正して、関数を実行/適用することができます。 

Equation Writer はキー入力の組み合わせ ‚O (キーボードの 
上部から 4 番目の行にある 3 番目のキー) を押すことにより起動します。 
結果の画面は以下のようになります。L を押して、2 番目のメニュー ペ
ージを表示します。 

    

Equation Writer のアクティブ化関数 (EDIT、CURS、BIG、EVAL、FACTOR、 
SIMPLIFY、CMDS、および HELP) 用の 6 つのソフト メニュー キーあります
。これらの関数の詳細については、電卓のユーザーズガイドの第 3 章を参
照してください。 

算術式算術式算術式算術式のののの作成作成作成作成    

Equation Writer での算術式の入力は、スタックでの引用符で囲まれた 
算術式の入力とよく似ています。主な相違点は、Equation Writer では、 
生成される式が行入力スタイルではなく、「テキストブック」スタイルで書き込
ま れ る 点 で す 。 た と え ば 、 Equation Writer の 画 面 で 
「5/5+2」とキー入力してみます。 

結果の式は次のとおりです。 

 

カーソルは左向きのキーとして表示されます。カーソルは現在の編集場所

を示します。たとえば、前述のカーソルが示す場所で、以下のように入力し

ます。 

*„Ü5+1/3 

編集された式は以下のようになります。 
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分母の括弧で囲まれた数量を置き換えるとします。つまり、(5+1/3) を 

(5+π2/2) で置き換えます。まず、Delete キー (ƒ) を使用して現在の 1/3 

式を削除し、以下のようにしてその分数を π2/2 で置き換えます。 

ƒƒƒ„ìQ2 

この段階で、画面は次のようになります。 

 

式に分母の  2 を挿入す るために、π2 式全 体を強 調表示する必要 

があります。強調表示するには右矢印キー (™) を一度押します。この 

段階で、以下のキーを入力します。 

/2 

この時点で、式は次のようになります。 

 

ここで、分数 1/3 をこの式全体に追加するとします。つまり、次の式を 

入力します。 

3

1

)
2

5(25

5
2

+

+⋅+
π
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まず、右矢印 (™) キーまたは上矢印 (—) キーを使用して、最初の 

項全体を強調表示し、式全体が強調表示されるまで (つまり、7 回) 繰り 

返し、次の結果を生成します。 

 

注注注注：：：：代わりに、カーソルの元の位置 (π2/2 の分母の 2 の右側) から、 

(‚ ‘) として解釈されるキー入力の組み合わせ ‚— を使用 

することもできます。 

前述のように式が強調表示されたら、+1/3 を入力して分数 

1/3 を追加します。結果は次のようになります。 

 

代数式代数式代数式代数式のののの作成作成作成作成    

代数式は、英文字とギリシャ文字が含まれる場合がある点を除いて、算術

式とよく似ています。そのため、代数式を作成する処理は、英字キーボード

の使用が含まれる点を除いて、算術式を作成する処理と同じ考えに従って

います。 

代数方程式を入力するために Equation Writer を使用する方法を説明 

するために、以下の例を使用します。以下の式を入力するとします。 








 ∆⋅+
⋅+ −

3/1

2

3

2

θ
µ

λ µ yx
LNe

 

以下のキー入力を使用します。 

2/R3™™*~‚n+„¸\~‚m 
™™*‚¹~„x+2*~‚m*~‚c 

~„y———/~‚tQ1/3 
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次の結果が出力されます。 

 

この例では、複数の英小文字 (x (~„x) など)、複数のギリシャ文字 

(λ (~‚n) など)、およびギリシャ文字と英文字の組み合わせ (つまり、 

∆y (~‚c~„y)) などを使用しています。英小文字を入力 

するには、次の組み合わせを使用する必要があります。~„。この後

に入力する文字を続けます。また、生成するキー入力の組み合わせを覚 

えたくない場合は、[CHARS] メニュー (…±) を使用して、いつでも 

特殊文字をコピーできます。一般的に使用される ~‚ キー入力の組 

み 合 わ せ の リ ス ト は 、 ユ ー ザ ー ズ ガ イ ド の 付 録  D に 一 覧 表 示 

されています。 

代数式の編集、評価、因数分解、および簡素化の詳細については、電卓の

ユーザーズガイドの第 2 章を参照してください。 

電卓内のデータの整理 
電卓内のデータは、ディレクトリ ツリーに変数を格納することで整理 

できます。電卓のディレクトリ ツリーの中心は、次で説明する HOME ディレ

クトリです。 

HOME HOME HOME HOME ディレクトリディレクトリディレクトリディレクトリ    

HOME ディレクトリに移動するには、UPDIR 関数 ( „§) を押します  

(ディスプレイ ヘッダの 2 行目に {HOME} スペックが表示されるまで必要

なだけ押します)。または、 „ (hold) § を使用します。この例では、

HOME ディレクトリには CASDIR のみ含まれています。J を押すと、ソフ

ト メニュー キーに変数が表示されます。 
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サブディレクトリサブディレクトリサブディレクトリサブディレクトリ    

データを整理されたディレクトリ ツリーに格納するために、HOME ディレクト
リの下にサブディレクトリを作成し、サブディレクトリ内にさらにサブディレクト
リを作成することができます。つまり、現代的なコンピュータにおけるフォル
ダと同様のディレクトリ階層を作成できます。サブディレクトリには、各サブ
ディレクトリの内容を反映した名前が付けられるか、想像のつかない任意の
名前が付けられます。ディレクトリの操作の詳細については、電卓のユーザ
ーズガイドの第 2 章を参照してください。 

変数 
変数はコンピュータのハード ドライブ上のファイルと似ています。1 つの 
変数に 1 つのオブジェクト (数値、代数式、リスト、ベクトル、行列、 
プログラムなど) を格納できます。変数はそれぞれの名前で参照されます。 
名前は英文字またはギリシャ文字で始まる英字と数字の任意の組み合わ
せで指定できます。英字と組み合わせれば、矢印 (→) などの英字以外 
の文字を変数名に使用することもできます。つまり、「→A」は有効な変数名
ですが、「→」は有効ではありません。有効な変数名の例は、以下のとおり
です。「A」、「B」、「a」、「b」、「α」、「β」、「A1」、「AB12」、「�A12」、「Vel」、「
Z0」、「z1」など。 

電卓の関数と同じ名前を変数に付けることはできません。予約されている電
卓の変数名には以下のものがあります。ALRMDAT、CST、EQ、EXPR、IERR
、IOPAR、MAXR、MINR、PICT、PPAR、PRTPAR、VPAR、ZPAR、der_、e、i、
n1、n2、…、s1、s2、…、ΣDAT、ΣPAR、π、∞。 

変数はサブディレクトリに整理することができます (電卓のユーザーズガイド 

の第 2 章を参照)。 

変数名変数名変数名変数名のののの入力入力入力入力    

変数に名前を付けるには、数字を含む、または数字を含まない文字列を一
度に入力する必要があります。文字列を入力するために、以下のようにして
、英字キーボードをロックできます。 

~~ は、英字キーボードを大文字にロックします。この方法でロック 
した場合は、文字キーの前に „ を押すと小文字が生成され、文字キー 
の前に ‚ キーを押すと特殊文字が生成されます。英字キーボード 
がすでに大文字にロックされている場合に、小文字にロックするには、
„~ と入力します。 

~~„~ は、英字キーボードを小文字にロックします。この方法で 
ロックした場合は、文字キーから大文字が生成される前に „ を押 
します。小文字のロックを解除するには、 „~ を押します。 
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大文字にロックされたキーボードを解除するには、~ を押します。 

次の演習を行ってください。 

~~math` 
~~m„a„t„h` 
~~m„~at„h` 

電卓のディスプレイに以下の内容が表示されます (左側は Algebraic モード

、右側は RPN モード)。 

 

変数変数変数変数のののの作成作成作成作成    

変数を作成する最も簡単な方法は、K を使用する方法です。以下の例 

は、次の表にリストされている変数を格納するために使用されます (変数の 

メニューを確認する場合は、J を押します)。 

名前名前名前名前 目次目次目次目次 タイプタイプタイプタイプ 

α    -0.25 実数 

A12 3×105 実数 

Q ‘r/(m+r)’ 代数 

R [3,2,1] ベクトル 

z1 3+5i 複素数 

p1 <<→ r 'π*r^2' >> プログラム 

Algebraic Algebraic Algebraic Algebraic モードモードモードモード    

値  –0.25 を 変 数  α に 格 納 す る に は 、 以 下 の 操 作 を 行 い ま す 。

0.25\K~‚a。この段階で、画面は次のようにな

ります。 

 

` を押して変数を作成します。J を押すと、ソフト メニュー キー ラベ

ルに変数が表示されます。 
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以下は、残りの変数を入力するためのキー入力です。 

A12: 3V5K~a12` 

Q：~„r/„Ü 

~„m+~„r™™K~q` 

R: „Ô3‚í2‚í1™K~r` 

z1: 3+5*„¥K~„z1` (Complex モード 

への変更を求められたら、変更を認めます)。 

p1: å‚é~„r³„ì* 

~„rQ2™™™K~„p1`. 

この段階で、画面は次のようになります。 

 

画面下部に表示される 7 つの変数のうち、次の 6 つを確認できます。p1、 

z1、R、Q、A12、a。 

RPN RPN RPN RPN モードモードモードモード    

(RPN モードに変更するには、H\ @@OK@@ を使用します)。次のキー 

入 力 を 使 用 し て 、 値  –0.25 を 変 数  α に 格 納 し ま す 。 

.25\`³~‚a`。この段階で、画面は次のよう

になります。 

 

レベル 2 のスタックの –0.25 およびレベル 1 のスタックの「�」と共に、K 

キーを使用して変数を作成できます。J を押すと、ソフト メニュー キー ラ

ベルに変数が表示されます。 
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値 3×105 を A12 に入力するには、次のような簡略バージョンの手順を 

使用できます。3V5³~a12`K 

Q の内容を入力する方法を次に示します。 

Q： ~„r/„Ü 

 ~„m+~„r™™³~q`K 

値 R を入力するには、次のようなさらに簡略化したバージョンの手順を使用 

できます。 

R: „Ô3#2#1™³~rK 

RPN モードでベクトルの要素を分割するには、前述の Algebraic モードで 

使用したカンマ (‚í) の代わりにスペース キー (#) を使用 

できます。 

z1: ³3+5*„¥³~„z1K 

p1: ‚å‚é~„r³„ì* 

~„rQ2™™™³~„p1™`K。 

この段階で、画面は次のようになります。 

 

画面下部に表示される 7 つの変数のうち、次の 6 つを確認できます。p1、 

z1、R、Q、A12、α。 
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変数変数変数変数のののの内容内容内容内容のののの確認確認確認確認    

変数の内容を確認する最も簡単な方法は、その変数のソフト メニュー キー 

ラベルを押す方法です。たとえば、前述のリストにある変数の場合、以下の

キーを押して変数の内容を確認します。 

AlgebraicAlgebraicAlgebraicAlgebraic    モードモードモードモード    

次のキーを入力します。J @@z1@@  ` @@@R@@  ` @@@Q@@@   `。この段階で、

画面は次のようになります。 

 

RPN RPN RPN RPN モードモードモードモード    

RPN モードでは、対応するソフト メニュー キー ラベルを押すだけで、数値

変数または代数変数の内容を取得できます。検討中のケースでは、以下の

ように入力して、上で作成した変数 z1、R、Q、A12、α の内容を確認できま

す。J@@z1@@  @@@R@@  @@@Q@@  @@A12@@  @@ª@@   

この段階で、画面は次のようになります。 

 

右右右右シフトキーシフトキーシフトキーシフトキーととととソフトソフトソフトソフト    メニューメニューメニューメニュー    キーキーキーキー    ラベルラベルラベルラベルのののの連続使用連続使用連続使用連続使用    

Algebraic モードでは、J@ を押し、対応するソフト メニュー キーを押 

すことで変数の内容を表示できます。次の例を試してください。 

J‚@@p1@@ ‚@@z1@@ ‚  @@@R@@ ‚@@@Q@@ ‚ @@A12@@  

注注注注：：：：RPN モードでは、@ を押す必要はありません (J を押し、対応 

するソフト メニュー キーを押すだけです)。 
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この結果、以下の画面が表示されます (左側が Algebraic モード、右側が 

RPN モード)。 

 

今回は、プログラム p1 の内容が画面に一覧表示されています。この 

ディレクトリの残りの変数を確認するには、L を押します。 

画面画面画面画面にあるすべてのにあるすべてのにあるすべてのにあるすべての変数変数変数変数のののの内容内容内容内容のののの一覧表示一覧表示一覧表示一覧表示    

画面にあるすべての変数の内容を一覧表示するには、キー入力の組み合

わせ ‚˜ を使用します。例： 

 

通常の電卓表示に戻るには $ を押します。 

変数変数変数変数のののの削除削除削除削除    

変数を削除する最も簡単な方法は、PURGE 関数を使用する方法です。 

こ の 関 数 は 、 [TOOLS] メ ニ ュ ー  (I) 、 ま た は  [FILES] メ ニ ュ ー 

„¡@@OK@@  を使用して直接アクセスできます。 

AlgebraicAlgebraicAlgebraicAlgebraic    モードモードモードモード時時時時ののののスタックスタックスタックスタックでのでのでのでの PURGE  PURGE  PURGE  PURGE 関数関数関数関数のののの使用使用使用使用    

変数リストには、変数 p1、 z1、Q、R、および α が含まれています。PURGE 

コマンドを使用して変数 p1 を削除します。I @PURGE@ J @@p1@@ ` を押

します。変数 p1 が削除された画面が表示されます。 
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PURGE コマンドでは、PURGE の引数のリストに名前を配置することで、 

複数の変数を削除できます。たとえば、変数 R および Q を同時に削除する 

場合は、次の演習を行います。: を押します。 

I @PURGE@ „ä³ J @@@R!@@ ™‚í³J @@@Q!@@ 

この段階で、画面にはすぐに実行可能な以下のコマンドが表示されます。 

 

変数の削除を終了するには、` を押します。画面に残りの変数が表示 

されます。 

 

RPN RPN RPN RPN モードモードモードモード時時時時ののののスタックスタックスタックスタックでのでのでのでの PURGE  PURGE  PURGE  PURGE 関数関数関数関数のののの使用使用使用使用    

変数リストに変数 p1、 z1、Q、R、および α が含まれているとします。 

PURGE コマンドを使用して変数 p1 を削除します。³ @@p1@@ ` I 

@PURGE@ を押します。変数 p1 が削除された画面が表示されます。 

 

2 つの変数 (たとえば、R と Q) を同時に削除するには、まずリストを作成し

ます (RPN モードでは、リスト内の要素を Algebraic モードの場合のようにカ

ンマで区切る必要はありません)。 

 J„ä³ @@@R!@@ ™³ @@@Q!@@ ` 

次に、I @PURGE@ を押し、変数を削除します。 

変数操作の詳細については、電卓のユーザーズガイドの第 2 章を参照 

してください。 
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UNDO 関数と CMD 関数 
UNDO 関数と CMD 関数は、ミスした場合に直近のコマンドを復元する、 

または操作を戻すのに役立ちます。これらの関数は、HIST キーと関連付 

けられています。UNDO の結果はキー入力シーケンス ‚¯ から、

CMD の結果はキー入力シーケンス „® から得られます。 

CHOOSE ボックス対ソフト メニュー 
この章にある演習の一部では、画面にコマンドのメニュー リストが表示 

されていることを確認してきました。これらのメニュー リストは、CHOOSE ボ

ックスと呼ばれます。ここでは、演習を通じて CHOOSE ボックスからソフト メ

ニューに変更する方法、およびその逆の方法を説明します。 

特定の例には当てはまりませんが、現在の演習では、電卓のメニューに 2 

つのオプションが表示されています (CHOOSE ボックスとソフト メニュー)。 

この演習では、ORDER コマンドを使用してディレクトリ内の変数の順番を 

変更します。表示される手順は、Algebraic モード用の手順です。 

„°˜ [PROG] メニュー リストを表示し、[MEMORY] を選択

します。 

 

@@OK@@ ˜˜˜˜ [MEMORY] メニュー リストを表示し、[DIRECTORY] 

を選択します。 

 

@OK@@   —— [DIRECTORY] メニュー リストを表示し、[ORDER] を

選択します。 
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@@OK@@ ORDER コマンドをアクティブにします。 

システム フラグ 117 を設定することで、これらのメニューにソフト メニュー 
キーでアクセスする方法もあります (フラグの詳細については、電卓のユー 

ザーズガイドの第 2 章および第 24 章を参照してください)。このフラグを 

設定するには、以下の操作を行います。 

H@FLAGS!   ——————— 

画面にフラグ 117 が表示されます (CHOOSE ボックス ) は未設定。 

以下を参照してください。 

 

 ソフト メニュー キーを押して、フラグ 117 をソフト メニューに設定 

します。画面にこの変更が反映されます。 

 

@@OK@@ を 2 回押して、通常の電卓表示に戻ります。 

ここで、上で使用したのと同様のキー入力を使用して、ORDER コマンドを見 

つけます。つまり、„° から始めます。メニュー リストの代わりに、 

[PROG] メニューにさまざまなオプションがあるソフト メニュー ラベルが表示 

されます。 
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B を 押し て 、[MEMORY] ソフト  メニ ュ ー ()@@MEM@@) を選 択し ま す。 

ディスプレイの表示は次のようになります。 

 

E を押して、[DIRECTORY] ソフト メニュー ()@@DIR@@) を選択します。 

 

ORDER コマンドはこの画面には表示されません。ORDER コマンドを見 

つけるために、L キーを使用します。 

 

ORDER コマンドをアクティブにするには、C(@ORDER) ソフト メニュー キー

を押します。 

注注注注：：：：このユーザ マニュアルにある大部分の例では、フラグ 117 の現在の 

設定がデフォルトの設定である (つまり、設定されていない ) と仮定 

しています。フラグを設定していて、このマニュアルの例に忠実に従いたい場

合は、続行する前にフラグをクリアする必要があります。 

参照 
ディスプレイまたは Equation Writer での式の編集および操作の詳細につい

ては、電卓のユーザーズガイドの第 2 章を参照してください。CAS (コンピュ

ータ代数システム) の設定については、電卓のユーザーズガイドの付録 C 

を参照してください。フラグの詳細については、電卓のユーザーズガイドの

第 24 章を参照してください。 
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第 3 章  
実数の計算 
この章では、実数関連の演算および関数のための電卓の使用方法を説明
します。ユーザは、キーボードで使用可能な特定の関数 (SIN、COS、TAN 
など) をキーボードで特定することに精通している必要があります。また、 
読者は電卓のオペレーティング システムの変更方法 (第 1 章)、メニューと 
CHOOSE ボックスの使用方法 (第 1 章)、および変数の演算方法 (第 2 章) 
について理解していると仮定しています。 

実数計算の例 
実数の計算を行うには、Complex モードとは対照的な Real モードに CAS 
を設定することを推奨します。ほとんどの演算のデフォルトのモードは、 
Exact モードです。そのため、このモードで計算を開始することもできます。 

実数を使用した演算の一部を以下に示します。 

• 数値の符号を変更するには \ キーを使用します。 
たとえば、ALG モードでは \2.5`。 
RPN モードでは 2.5\。 

• 数値を逆算するには Y キーを使用します。 
たとえば、ALG モードでは Y2`。 
RPN モードでは 4Y を使用します。 

• 加算、減算、乗算、除算の場合は、適切な演算キー、つまり、+-
*/ を使用します。 
ALG モードでの例を以下に示します。 

3.7+5.2` 

6.3-8.5` 

4.2*2.5` 

2.3/4.5` 

 RPN モードでの例を以下に示します。 

3.7`  5.2+ 

6.3`  8.5- 

4.2`  2.5* 

2.3`  4.5/ 

 また、RPN モードでは、スペース (#) でオペランドを区切ってから、 
演算キーを押すことができます。例: 

3.7#5.2+ 
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6.3#8.5- 

4.2#2.5* 

2.3#4.5/ 

• 括弧 („Ü) は演算をグループ化するため、および関数の引数を囲 
むために使用できます。ALG モードでは次のようになります。 

„Ü5+3.2™/„Ü7- 

2.2` 

 RPN モードでは、括弧は必要ありません。計算はスタックで直接実行 
されます。 

5`3.2+7`2.2-/ 

 RPN モードでは、一重引用符で囲んで式を入力すると、Algebraic モード
時と同じように式を入力できます。 

³„Ü5+3.2™/ 

„Ü7-2.2`µ 

 ALG モードと RPN モードではいずれも Equation Writer を使用します。 

‚O5+3.2™/7-2.2 

 以下を使用すると、Equation Writer 内で式を評価できます。 

————@EVAL@ または ‚—@EVAL@ 

• 絶対値の関数 ABS は、„Ê を介して使用できます。 
ALG モードの例を以下に示します。 

„Ê\2.32` 

 RPN モードでの例を以下に示します。 

2.32\„Ê 

• 二乗関数 SQ は、„º を介して使用できます。 
ALG モードの例を以下に示します。 

„º\2.3` 

 RPN モードでの例を以下に示します。 

2.3\„º 

 平方根関数 √ は、R キーを介して使用できます。ALG モードでスタック 
内を計算する場合は、次のように、関数を入力してから引数を入力する
必要があります。 

R123.4` 

 RPN モードでは、次のように、最初に数値を入力してから関数を入力 
します。 

123.4R 
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• べき関数 ^ は、Q キーを介して使用できます。ALG モードでスタック
内を計算する場合は、次のように、基数 (y) の次に Q キーを入力し、
指数 (x) を入力します。 

5.2Q1.25` 

 RPN モードでは、次のように、最初に数値を入力してから関数を入力 
します。 

5.2`1.25Q 

• 根関数 XROOT(y,x) は、キー入力の組み合わせ ‚» を介して 
使用できます。ALG モードでスタック内を計算する場合は、次のように、 
関数 XROOT の次にカンマで区切った引数 (y,x) を入力します。 

‚»3‚í27` 

 RPN モードでは、次のように、最初に引数 y、次に x を入力し、最後に
関数呼び出しを入力します。 

27`3‚» 

• 基数 10 の対数は、キー入力の組み合わせ ‚Ã (関数 LOG) によ
って計算され、逆関数 (ALOG、または逆対数) は „Â を使用して
計算されます。ALG モードでは、関数を入力してから 
引数を入力します。 

‚Ã2.45` 

„Â\2.3` 

 RPN モードでは、引数を入力してから関数を入力します。 

2.45‚Ã 

2.3\„Â 

10 10 10 10 のののの累乗累乗累乗累乗をををを使用使用使用使用したしたしたしたデータデータデータデータのののの入力入力入力入力    

10 の累乗、つまり、-4.5 ×10-2 などの形式の数値は、V キーを使用して
入力します。ALG モードでの例を以下に示します。 

\4.5V\2` 

また、RPN モードでは以下のようになります。 

4.5\V2\` 

• 自然対数は ‚¹ (関数 LN) を使用して計算され、指数関数 (EXP) 
は „¸ を使用して計算されます。ALG モードでは、関数を入力 
してから引数を入力します。 

‚¹2.45` 

„¸\2.3` 
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 RPN モードでは、引数を入力してから関数を入力します。 

2.45`‚¹ 

2.3\`„¸ 

• キーボードにはすぐに使用できる次の 3 つの三角関数があります。 

正弦 (S)、余弦 (T)、および正接 (U)。この 3 つの関数の 

引数は、角度 (度、ラジアン、またはグラード) です。以下の例は、 

角度に度 (DEG) を使用しています。 

ALG モードでは： 

S30` 

T45` 

U135` 

 RPN モードでは： 

30S 

45T 

135U 

• キーボードで使用可能な逆三角関数は、逆正弦 („¼)、逆余弦 

(„¾)、および逆正接 („À) です。これらの関数の解は、選択 

した角度の単位 (DEG、RAD、GRD) で戻されます。以下にいくつか 

例を示します。ALG モードでは： 

„¼0.25` 

„¾0.85` 

„À1.35` 

 RPN モードでは： 

0.25„¼ 

0.85„¾ 

1.35„À 

前述したすべての関数、つまり、ABS、SQ、√、^、XROOT、LOG、ALOG、LN、

EXP、SIN、COS、TAN、ASIN、ACOS、ATAN は基本的な演算子 (+-

*/) と組み合わせることで、より複雑な式にできます。Equation Writer  

(操作については第 2 章を参照) は、電卓の演算モードに関係なく、そのような

複雑な式を作成するのに適しています。 
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MTH メニューの実数関数 
[MTH („´)] メニューには、ほとんどが実数に適用可能な多くの 

数学関数が含まれています。システム フラグ 117 のデフォルトの設定の 

CHOOSE ボックス (第 2 章を参照) では、[MTH] メニューには以下の 

関数が表示されます。 

    

関数は引数のタイプ (1. ベクトル、2. 行列、3. リスト、7. 確率、9. 複素数) ま

たは関数のタイプ (4. 双曲線、5. 実数、6. 基数、8. fft) でグループ分 

けされます。また、電卓で使用可能な数学的定数のエントリ、エントリ 0 も

含まれます。 

一般的に、各関数に必要な引数の数および順序には注意する必要があり

ます。また、ALG モードでは最初に関数を選択してから引数を入力し、RPN 

モードでは最初にスタックに引数を入力してから関数を選択する必要 

があります。 

電卓電卓電卓電卓メニューメニューメニューメニューのののの使用使用使用使用    

1. このセクションでは、電卓メニューの一般的な操作を説明する目的で、 

[4. HYPERBOLIC..] メニューの使用についての詳細を説明します。 

さまざまなオプションを選択するための処理に注目してください。 

2. メニュー リスト (または CHOOSE ボックス) の番号付きオプション 

のいずれかをすばやく選択するには、キーボードでそのオプションの番

号を押します。たとえば、[MTH] メニューの [4. HYPERBOLIC..] オプショ

ンを選択するには、4 を押します。 

双曲線関数双曲線関数双曲線関数双曲線関数とそのとそのとそのとその逆数逆数逆数逆数    

[MTH] メニューで [4. HYPERBOLIC..] オプションを選択し、@@OK@@ を押して、 

[双曲線関数] メニューを生成します。 
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たとえば、ALG モードで、tanh(2.5) を計算する場合のキー入力シーケンス 

は次のとおりです。 

„´4@@OK@@  5@@OK@@  2.5` 

RPN モードでこの計算を実行するためのキー入力は以下のとおりです。 

2.5`„´4@@OK@@  5@@OK@@  

前述の演算は、システム フラグ 117 のデフォルトの設定 (CHOOSE ボック
ス) を使用していると仮定しています。このフラグの設定をソフト メニューに

変 更 し て い る 場 合  ( 第  2 章 を 参 照 ) は 、 [MTH] メ ニ ュ ー は 次 

のように表示されます (ALG モードでは左側、RPN モードでは右側)。 

 

L を押して、残りのオプションを表示します。 

 

したがって、たとえば、[双曲線関数] メニューを選択するには、このメニュー 

形式で  )@@HYP@   を押して、以下を生成します。 
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最後に、たとえば、双曲線正接 (tanh) 関数を選択するために、@TANH@ を押し

ます。 

注注注注：：：：これらのソフト メニューのその他のオプションを確認するには、L 

キー、または „« キー入力シーケンスを押します。 

た と え ば 、 CHOOSE ボ ッ ク ス の 代 わ り に ソ フ ト  メ ニ ュ ー を 使 用 

しているときに、ALG モードで tanh(2.5) を計算するには、次の手順に 

従います。 

„´@@HYP@  @@TANH@  2.5` 

RPN モードでは、同じ値を次の手順を使用して計算できます。 

2.5`„´ )@@HYP@  @@TANH@ 

双曲線関数の適用の演習として、以下の値を検証します。 

SINH (2.5) = 6.05020.. ASINH(2.0) = 1.4436… 

COSH (2.5) = 6.13228.. ACOSH (2.0) = 1.3169… 

TANH(2.5) = 0.98661..  ATANH(0.2) = 0.2027… 

EXPM(2.0) = 6.38905…. LNP1(1.0) = 0.69314…. 

単位付きの演算 
電卓内の数値には、数値に関連する単位を設定できます。そのため、一貫

性のある単位系を含む結果を計算し、適切な単位の組み合わせで結果を

生成することができます。 

UNITS UNITS UNITS UNITS メニューメニューメニューメニュー    

[UNITS] メニューは、キー入力の組み合わせ ‚Û (6 キーに 

関連付け済み) を入力して起動します。システム フラグ 117 が CHOOSE 

ボックスに設定されている場合、結果は以下のメニューのようになります。 
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オプション [1. Tools..] には、単位付きの演算に使用する関数が含まれます 

(後述)。オプション [2. Length..]  から [17.Viscosity..] には、説明されている 

各数量に対する多くの単位があるメニューが含まれます。たとえば、オプシ

ョン [8. Force..] を選択すると、以下の単位メニューが表示されます。 

    

以下の単位の大部分は、物理の分類から認識できます (一部の単位、 

たとえば、ダインは現代ではあまり使用されていません)。N = ニュートン、 

dyn = ダイン、gf = グラム重量 (グラム質量、または質量の単位である 

グラムと区別するため)、kip = キロパウンダル (1000 ポンド)、lbf = ポンド重

量 (ポンド質量と区別するため)、pdl = パウンダル。 

単位オブジェクトを数値に割り当てるには、数値の次に下線を続ける必要が

あります。つまり、重量 5 の N は 5_N と入力します。 

単位を使用した広範な演算を行うために、ソフト メニューには単位を割り当 

てるためのもっと便利な方法が用意されています。システム フラグ 117 をソ

フト メニューに変更 (第 2 章を参照) し、キー入力の組み合わせ ‚Û 

を 使 用 し て 以 下 の メ ニ ュ ー を 取 得 し ま す 。L を 押 し て 、 次 の 

メニュー ページに移動します。 
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適切なソフト メニュー キーを押すと、その特定の選択に対する単位の 

サブメニューが開きます。たとえば、@)SPEED サブメニューの場合、以下の 

単位を使用できます。 

 

ソフト メニュー キー )UNITS を押すと、[UNITS] メニューに戻ります。 

‚˜ を使用するといつでも画面にフル メニュー ラベルをリスト 
できることを思い出してください。たとえば、 @)ENRG の単位セットを使用 
すると、以下のラベルがリストされます。 

 

注注注注：：：：メニュー内を移動するには、L キー、または „« キー入力 

シーケンスを使用します。 

使用可能使用可能使用可能使用可能なななな単位単位単位単位    

使用可能な単位の完全なリストについては、電卓のユーザーズガイドの第 
3 章を参照してください。 

数値数値数値数値へのへのへのへの単位単位単位単位のののの割割割割りりりり当当当当てててて    

単位オブジェクトを数値に割り当てるには、数値の次に下線を続ける必要が
あります (‚Ý、key(8,5))。つまり、重量 5 の N は 5_N と入力します。 

次は、ALG モードでこの数値を入力し、システム フラグ 117 を CHOOSE ボ
ックスに設定するための一連の手順です。 

5‚Ý‚Û8@@OK@@  @@OK@@ ` 

注注注注：：：：下線を忘れた場合、結果の式は 5*N となります。ここで、N は 

可能性がある変数名を表します。ニュートンではありません。 

RPN モードの電卓を使用して、この同じ数量を入力するには、次のキー 

入力を使用します。 
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5‚Û8@@OK@@  @@OK@@ 

RPN モードがアクティブになっている場合、下線は自動的に入力されます。 

ALG モードおよび RPN モードの両方で、[SOFT menu] オプションを選択 

した場合の単位を入力するためのキー入力シーケンスについては、以下で

説明します。たとえば、ALG モードで数量 5_N を入力するには、次のキー 

入力を使用します。 

5‚Ý‚ÛL @)@FORCE  @@@N@@ ` 

RPN モードで同じ数量を入力するには、次のキー入力を使用します。 

5‚ÛL @)@FORCE  @@@N@@ 

注注注注：：：：単位付きの数量は、キーボードで下線と ~ 付きの単位を入力 

することで入 力で きます 。たとえば、5‚Ý~n は次の 

エントリを生成します。5_N 

単位単位単位単位ののののプレフィックスプレフィックスプレフィックスプレフィックス    

単位のプレフィックスは、以下の SI システムのプレフィックス表に従い入力 

できます。最初にプレフィックスの略語、次にプレフィックスの名前、続いて

各プレフィックスに対応する係数 10x の指数 x が示されています。 

プレフィックス 名前 x  プレフィックス 名前 x 

Y ヨタ +24  d デシ -1 

Z ゼッタ +21  c センチ -2 

E エクサ +18  m ミリ -3 

P ペタ +15  µ マイクロ -6 

T テラ +12  n ナノ -9 

G ギガ +9  p ピコ -12 

M メガ +6  f フェムト -15 

k、K キロ +3  a アト -18 

h、H ヘクト +2  z ゼプト -21 

D(*) デカ +1  y ヨクト -24 

(*) SI システムでは、このプレフィックスは D ではなく da です。ただし、 

電卓ではデカに D を使用します。 

これらのプレフィックスを入力するには、キーボードの ~ を使用して 

プレフィックスを入力します。たとえば、123 pm (ピコメーター) を入力 

するには、次のように入力します。 
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123‚Ý~„p~„m 

UBASE (名前を入力) を使用して、デフォルトの単位 (1 m) に変換した結果は 

以下のようになります。 

 

単位付単位付単位付単位付きのきのきのきの演算演算演算演算    

ALG 演算モードを使用した計算例をいくつか示します。単位付きの数量を

乗算または除算する場合、単位付きの各数量を括弧で囲む必要があります

。 し た が っ て 、 た と え ば 、 積  12.5m × 5.2 yd を 入 力 す る に は 、

(12.5_m)*(5.2_yd) ` のように入力します。 

 

結果は 65_(m⋅yd) と表示されます。SI システムの単位に変換するには、 

UBASE 関数 (コマンド カタログ ‚N を使用して検索) を使用します。 

 

注注注注：：：：ANS(1) 変数は、キー入力の組み合わせ „î(` キーに 

関連付け済み) を使用して使用可能なことを思い出してください。 

除算、たとえば、3250 mi / 50 h を計算するには、次のように入力します。 

(3250_mi)/(50_h) ` 

こ れ は 、 UBASE 関 数 を 使 用 し て  SI 単 位 に 変 換 さ れ る と 次 

のようになります。 
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ALG モ ー ド で は 、 加 算 と 減 算 は 括 弧 を 付 け な い で 計 算 で き ま す 。 

たとえば、5 m + 3200 mm は次のように入力できます。 

5_m + 3200_mm `。 

より複雑な式では、次のように括弧を使用する必要があります。 

(12_mm)*(1_cm^2)/(2_s) `。 

RPN モードでのスタックの計算では、さまざまな条件を括弧で囲む必要 

はありません。 

12 @@@m@@@ `1.5 @@yd@@ `* 

3250 @@mi@@ `50 @@@h@@@ `/ 

これらの演算の結果は以下のようになります。 

 

単位変換単位変換単位変換単位変換    

[UNITS] メニューには [TOOLS] サブメニューが含まれており、以下の関数 

があります。 

CONVERT(x,y) 単位オブジェクト x を単位オブジェクト y に変換 

UBASE(x) 単位オブジェクト x を SI 単位に変換 

UVAL(x) 単位オブジェクト x から値を抽出 

UFACT(x,y) 単位オブジェクト x から単位 y をファクタ化 

�UNIT(x,y) 値 x と単位 y を結合 

CONVERT 関数の例を以下に示します。UNIT/TOOLS 関数のその他の例 

については、電卓のユーザーズガイドの第 3 章を参照してください。 

たとえば、33 ワットを BTU に変換するには、以下のいずれかのエントリ 

を使用します。 

CONVERT(33_W,1_hp) ` 

CONVERT(33_W,11_hp) ` 
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電卓の物理定数 
電卓の物理定数は、CONLIB コマンドでアクティブになる定数ライブラリ 
に含まれています。このコマンドを起動するには、次のようにスタックに入力

し ま す 。~~conlib`。 ま た は 、 コ マ ン ド  カ タ ロ グ か ら 

CONLIB コマンドを選択します。以下を参照してください。最初に次のように 

入力してカタログを起動します。‚N~c。次に、上矢印キーと下矢

印キー —˜ を使用して CONLIB を選択します。最後に、@@OK@@ を押しま

す。必要に応じて、` を押します。上矢印キーと下矢印キー (—˜) 

を使用して、電卓の定数リスト内を移動します。 

この定数ライブラリ画面に対応するソフト メニュー キーには、以下の関数 
があります。 

SI 選択すると、定数値が SI 単位で表示されます。(*) 

ENGL 選択すると、定数値が英語の単位で表示されます。(*) 

UNIT 選択すると、定数が割り当てられている単位付きで表示され
ます。(*) 

VALUE 選択すると、定数が割り当てられている単位付きで表示さ
れます。(*) 

�STK 値 (単位ありまたは単位なし) をスタックにコピーします。 

QUIT 定数ライブラリを終了します。 

(*) [VALUE] オプションが選択されている場合のみアクティブになります。 

[VALUE] オプションが選択されている場合、定数ライブラリ画面の上部の 
表示はこのようになります (SI システムの単位)。 

 

定数の値を英語 (またはインペリアル) システムで表示するには、@ENGL オプ
ションを押します。 
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[UNITS] オプションの選択を解除 (@UNITS を押す) と、値のみが表示 

されます (この場合は、英語の単位が選択済み)。 

 

Vm の値をスタックにコピーするには、変数名を選択し、 @²STK を押 

してから、 @QUIT@ を押します。ALG に設定されている電卓の画面は次 

のようになります。 

 

ディスプレイには、タグ付き値と呼ばれる値、Vm:359.0394 が表示 

されます。ここでは、Vm はこの結果のタグです。この数値を使用した 

四則演算ではタグは無視されます。次の例をためしてください。 

‚¹2*„î` 

この結果は次のようになります。 

 

RPN モードで同じ演算を実行するには、以下のキーを入力する必要 

があります (Vm の値を定数ライブラリから抽出後)。 

2`*‚¹ 
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関数の定義および使用 
ユーザは、キー入力シーケンス „à (2 キーに関連付け済み) を介

し て 使 用 可 能 な  DEFINE コ マ ン ド を 使 用 し て 、 独 自 の 関 数 を 定 義 

できます。関数は次の形式で入力する必要があります。 

Function_name(arguments) = expression_containing_arguments 

たとえば、次のような単純な関数を定義できます。 

H(x) = ln(x+1) + exp(-x) 

多数の異なる値のためにこの関数を評価する必要があり、そのため、1 つの

ボタンを押すだけで結果を取得し、それぞれの値のために右側に式を入力し

ないで済むようにしたいとします。以下の例では、電卓が ALG モードに設定

されていると仮定しています。以下のキー入力シーケンスを入力します。 

„à³~h„Ü~„x™‚Å 

‚¹~„x+1™+„¸~„x` 

画面は次のようになります。 

 

J キーを押すと、ソフト メニュー キー (@@@H@@) に新しい変数が表示 

されます。この変数の内容を確認するには、‚@@@H@@ を押します。画面に 

次の内容が表示されます。 

 

したがって、変数 H には、以下を入力することで定義されたプログラム 

が含まれています。 

<< � x ‘LN(x+1) + EXP(x)’ >> 
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これは、電卓のデフォルトのプログラミング言語で作成された単純なプログ

ラムです。このプログラミング言語は、UserRPL と呼ばれています (電卓の 

ユーザーズガイドの第 20 章および第 21 章を参照)。前述のプログラム 

はかなり単純なもので、プログラム コンテナ間に含まれている 2 つの部分 

から構成されています。 

• 入力： �x �x 

• 処理： ‘LN(x+1) + EXP(x) ‘ 

これは、次のように解釈されます。名前 x (ローカル変数として参照) に一時

的に割り当てられている値を入力し、そのローカル変数を含む引用符間の

式を評価し、評価した式を表示します。 

ALG モードで関数をアクティブにするには、その関数の名前に続き、括弧の 

間にある引数を入力します。たとえば、 @@@H@@@  „Ü2`。以下 

にいくつか例を示します。 

 

RPN モードで関数をアクティブにするには、まず引数を入力し、変数名に対

応するソフト メニュー キー @@@H@@@  を押します。次の例をためしてください。 

2@@@H@@@  。 前 述 の そ の 他 の 例 は 、 以 下 を 使 用 し て 入 力 で き ま す 。

1.2@@@H@@@  , 2`3/@@@H@@@。 

参照 
電卓での実数演算の詳細については、ユーザーズガイドの第 3 章を参照 

してください。 
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第 4 章  
複素数の計算 
この章では、複素数の計算例、および複素数への関数の適用例を示します。 

定義 
複素数 z とは数値 z = x + iy です。x と y は実数で、i は i² = –1 で定義さ

れる虚数単位です。複素数 x + iy には実数部の x = Re(z)、および虚数部

の y = Im(z) があります。複素数 z = zx + iy は、x–y 平面の点 P(x,y) を表

すためによく使用されます。ここで、x 軸は実軸、y 軸は虚軸として参照され

ます。 

x + iy 形式の複素数は、直交表現と呼ばれます。代替の表現は順序対 

z = (x,y) です。複素数は極座標 (極表現)、z = reiθ = r·cosθ + i r·sinθ で表

すこともできます。r = |z| = 
22

yx +  は複素数 z の大きさ、θ = Arg(z) = 

arctan(y/x) は複素数 z の引数です。. 

複素数のデカルト表現と極表現間の関係は、次のオイラーの公式から得られ

ます。ei iθ = cosθ + i sinθ.複素数 (z = x + iy = re iθ) の複素共役は、z  = x – iy = re 

–iθ です。i の複素共役は、実軸 (x) に関する z の反映であると考えられます。同

様に、z の負数、–z = –x –iy = –re iθ は、始点に関する z の反映であると考えら

れます。 

電卓を COMPLEX モードに設定 
複素数を使用するには、CAS Complex モードを選択します。 

H)@@CAS@ ˜˜™   

COMPLEX モードは、CAS MODES 画面でオプション [ _Complex] がチェッ

クされている場合に選択されます。 

 

@@OK@@  を 2 回押して、スタックに戻ります。 
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複素数複素数複素数複素数のののの入力入力入力入力    

電卓では複素数は、2 つのデカルト表現、つまり、x+iy または (x,y) のいず

れかで入力できます。電卓での結果は、順序対形式、つまり、(x,y) で表示さ

れます。たとえば、ALG モードの電卓では、複素数 (3.5, -1.2) は次のように

入力します。 

„Ü3.5‚í\1.2` 

複素数は x+iy の形式でも入力できます。たとえば、ALG モードでは、 

3.5-1.2i は次のように入力できます (モードの変更を受け入れます)。 

3.5 -1.2*„¥` 

注注注注：：：：虚数単位の数値のみを入力するには、„¥ と I キーを入力 

します。 

RPN モードでは、これらの数値は次のキー入力を使用して入力できます。 

„Ü3.5‚í1.2\` 

(数値 1.2 の入力後に符号変更のキー入力が入力されている点に注意 

してください。これは、ALG モードの演習とは順序が逆です)。 

複素数複素数複素数複素数のののの極表現極表現極表現極表現    

前述の複素数 3.5-1.2i の極表現は、CYLIN 関数を使用して、座標系を円筒 

から極に変更することで得られます。CYLIN 関数はカタログ (‚N) 内

にあります。H を使用して、座標を極に変更することもできます。標準表

記の極座標に変更し、角度の単位をラジアンに変更すると、RPN モードで

次の結果が生成されます。 

 

前述の結果は、大きさ 3.7、および角度 0.33029…. を表しています。 

角度記号 (∠) が角度の単位の前に表示されます。 

RECT 関数 (カタログ ‚N で使用可能) を使用して、デカルト座標 

または直交座標に戻ります。極表現での複素数は、z = r⋅eiθ のように表現 

されます。この複素数は、順序対の形式 (r, ∠θ) を使用して電卓に入力 

で き ま す 。 角 度 記 号  (∠) は 、~‚6 と し て 入 力 で き ま す 。 

たとえば、複素数 z = 5.2e1.5i は、次のように入力できます (図は数値の 

入力前と後の RPN スタックを示しています)。 
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座標系は直交 (またはデカルト) に設定されているため、電卓は入力された 

数値を自動的にデカルト座標に変換します。つまり、x = r cos θ, y = r sin θ 

の場合、結果は (0.3678…, 5.18…) となります。 

一方、座標系が CYLIN 関数を使用して円筒座標に設定されている場合、 

複素数 (x,y) (x と y は実数) を入力すると、極表現が生成されます。 

たとえば、円筒座標で数値 (3.,2.) を入力してみます。以下の図は、 

この数値を入力する前と後の RPN スタックを示しています。 

 

複素数を使用した簡単な演算 
複素数は、4 つの基本的な演算子 (+-*/) を使用して組み合 

わせることができます。結果は、代数の規則に従った、警告 (i2= -1) 付きの

ものになります。複素数の演算は実数の演算と似ています。たとえば、ALG 

モ ー ド で  CAS が 複 素 数 に 設 定 さ れ て い る 電 卓 で 、 以 下 の 演 算 

をしてみてください。 

(3+5i) + (6-3i) = (9,2); 

(5-2i) - (3+4i) = (2,-6) 

(3-i)·(2-4i) = (2,-14); 

(5-2i)/(3+4i) = (0.28,-1.04) 

1/(3+4i) = (0.12, -0.16) ; 

-(5-3i) = -5 + 3i 

CMPLX メニュー 
電卓には 2 つの CMPLX (CoMPLeX 数値) メニューがあります。1 つのメニ

ューは [MTH] メニュー (第 3 章を参照) から利用可能で、もう 1 つのメニュ

ーはキーボード (‚ß) から直接利用できます。2 つの [CMPLX] メニュ

ーについては、次のセクションで説明します。 
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MTH MTH MTH MTH メニューメニューメニューメニュー経由経由経由経由のののの CMPLX  CMPLX  CMPLX  CMPLX メニューメニューメニューメニュー    

システム フラグ 117 が CHOOSE CHOOSE CHOOSE CHOOSE ボックスボックスボックスボックス    (第 2 章を参照) に設定 

されている場合、[MTH] メニュー内の [CMPLX] サブメニューには、以下の 

方法でアクセスできます。„´9@@OK@@。 使用可能な関数は以下 

のとおりです。 

    



 

ページ 4-5 

最初のメニュー (オプション 1 から 6) には以下の関数が示されます。 

これらの関数の適用例については、次の RECT を参照してください。 

RE(z) 複素数の実数部 

IM(z) 複素数の虚数部 

C→R(z) 複素数を実数部と虚数部に分けます。 

R→C(x,y) 実数 x と y から複素数 (x,y) を形成します。 

ABS(z) 複素数の大きさを計算します。 

ARG(z) 複素数の引数を計算します。 

SIGN(z) 複素数の単位の大きさを z/|z| として計算します。 

NEG(z) z の符号を変更します。 

CONJ(z) Z の複素共役を生成します。 

座標。ALG モードの場合、関数は引数の前に指定し、RPN モードの場合は

、最初に引数を入力してから関数を選択することを思い出してください。また

、システム フラグ 117 の設定を変更する (第 2 章を参照) ことで、これらの

関数をソフト メニュー ラベルとして取得できることも思い出してください。 
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キーボードキーボードキーボードキーボード内内内内のののの CMPLX  CMPLX  CMPLX  CMPLX メニューメニューメニューメニュー    

2 番目の [CMPLX] メニューは、1 キー、つまり、 ‚ß に関連付け

ら れ て い る 右 シ フ ト  オ プ シ ョ ン を 使 用 し て ア ク セ ス で き ま す 。 

システム フラグ 117 が CHOOSE ボックスに設定されている場合、 

キーボードの [CMPLX] メニューは以下の画面のように表示されます。 

    

表示されるメニューには、前述のセクションで説明した関数の一部、つまり、

ARG、ABS、CONJ、IM、NEG、RE、および SIGN が含まれます。また、関数 i 
も含まれます。この関数はキー入力の組み合わせ „¥ と同じ機能 

を果たします。 

複素数に適用される関数 
実数用のキーボードベースの関数および第 3 章で定義されている [MTH] 

メニュー関数の多く (SQ、LN、ex  など) は、複素数にも適用できます。 

結果は別の複素数です。以下の例を参照してください。 
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注注注注：：：：三角関数とその逆数を複素数と共に使用する場合の引数は角度で

はありません。そのため、電卓に選択した角度の単位は、これらの関数

で複素数を使用した計算には何の意味も持ちません。 

DROITE 関数：直線の方程式 
DROITE 関数では、2 つの複素数、たとえば、x1 + iy1 と x2+iy2 を引数として

使用し、直線の方程式を戻します。たとえば、点 (x1, y1) と点 (x2, y2) を含む 

y = a + bx。たとえば、点 A(5, -3) と点 B(6, 2) の間の線は、以下のようにし

て見つけることができます (Algebraic モードの例)。 

 

DROITE 関数はコマンド カタログ (‚N) 内にあります。電卓が概算 

モードになっている場合、結果は Y = 5.*(X-5.)-3 です。 

参照 
複素数演算の詳細については、電卓のユーザーズガイドの第 4 章を参照 

してください。 
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第 5 章  
代数演算および算術演算 
代数オブジェクト、または単に代数は、代数のルールに従い演算、操作、お

よび組み合わせることができる任意の数値、変数名、または代数式です。

代数オブジェクトの例は以下のとおりです。 

• 数値： 12.3、15.2_m、「π」、「e」、「i」 

• 変数名： 「a」、「ux」、「width」など 

• 式： 「p*D^2/4」、「f*(L/D)*(V^2/(2*g))」 

• 方程式： 「p*V = n*R*T」、「Q=(Cu/n)*A(y)*R(y)^(2/3)*√So」 

代数オブジェクトの入力 
代数オブジェクトは、一重引用符で囲んだオブジェクトをスタック レベル 1 

に直接入力するか、Equation Writer (EQW) を使用して作成できます。たと

えば、代数オブジェクト「π*D^2/4」をスタック レベル 1 に直接入力するには

、次のように入力します。 

³„ì*~dQ2/4` 

代数オブジェクトは、Equation Writer で作成してからスタックに送信 

することも、Equation Writer 自体で操作することもできます。Equation Writer 

の操作については、第 2 章を参照してください。演習として、Equation 

Writer で次の代数オブジェクトを作成してください。 

 

オブジェクトを作成したら ` を押し、そのオブジェクトをスタックに表示 

します (以下は、ALG モードと RPN モードの例です)。 
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代数オブジェクトを使用した簡単な演算 
代数オブジェクトは、実数や複素数と同様に、加算、減算、乗算、除算 (0 除

算は除く)、累乗を行い、標準的なさまざまな関数 (指数関数、対数関数、 

三角関数、双曲線関数など) の引数として使用することができます。代数 

オブジェクトを使用した基本的な演算を行うために、いくつかのオブジェクト

、たとえば、「π*R^2」と「g*t^2/4」を作成し、それらを変数 A1 および A2 に

格納します (変数を作成し、変数に値を格納する方法については、第 2 章

を 参 照 し て く だ さ い ) 。 ALG モ ー ド で 、 変 数  A1 に 格 納 す る た め の 

キー入力は、次のとおりです。 

³„ì*~rQ2™K~a1` 

結果は次のようになります。 

 

RPN モードに対応するキー入力は、次のとおりです。 

„ì~r`2Q*~a1K 

変数 A2 に格納し、キーを押すと、以下のように画面に変数が表示 

されます。 

 

ALG モードで以下のキー入力を行うと、変数 @@A1@@ および @@A2@@  に含まれて

いる代数を使用した多くの演算が表示されます ([変数] メニューを復元する

には J を押します)。 

@@A1@@ + @@A2@@  `  @@A1@@ - @@A2@@  ` 
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@@A1@@ *@@A2@@   `  @@A1@@ / @@A2@@   ` 

 

‚¹@@A1@@   „¸@@A2@@ 

 

以下のキー入力を行うと、RPN モードでも同じ結果が得られます。 

@@A1@@   @@A2@@   +µ  @@A1@@   @@A2@@   -µ 

@@A1@@ @@A2@@   *µ  @@A1@@   @@A2@@   /µ 

@@A1@@ ‚  ¹µ  @@A2@@   „  ¸µ 

ALG ALG ALG ALG メニューメニューメニューメニューのののの関数関数関数関数    

[ALG (代数)] メニューは、キー入力シーケンス ‚× (4 キーに関連
付け済み) を使用すると利用可能になります。システム フラグ 117 が 
CHOOSE ボ ッ ク ス に 設 定 さ れ て い る 場 合 、 [ALG] メ ニ ュ ー に は 
以下の関数が表示されます。 

    

このマニュアルでは、各関数の説明は一覧表示していませんが、ユーザは
電 卓 の ヘ ル プ 機 能 を 使 用 し て 説 明 を 調 べ る こ と が で き ま す 。
IL@)HELP@`。特定の関数を検索するには、その関数の最初の文字
を入力します。たとえば、COLLECT 関数の場合は、~c と入力し、上矢
印キーおよび下矢印キー (—˜) を使用して、ヘルプ ウィンドウ内で 
COLLECT を見つけます。 
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演算を完了するには、@@OK@@ を押します。COLLECT 関数のヘルプ画面は次 

のとおりです。 

 

画面下部の行には、以下の内容が表示されます。EXPAND FACTOR には

、その他のヘルプ機能エントリ、EXPAND 関数および FACTOR 関数のリン

クが示されています。それらのエントリに直接移動するには、ソフト メニュー 

キーを押します (EXPAND の場合は @SEE1、FACTOR の場合は @SEE2!)。たと

えば、@SEE1  を押すと EXPAND の以下のような情報が表示され、@SEE2! を押

すと FACTOR の情報が表示されます。 

    

@ECHO を押して、提示されている例を自分のスタックにコピーします。 

たとえば、前述の EXPAND エントリの場合、@ECHO! ソフト メニュー キーを押

し、以下の例をスタックに コピーします (コマンドを実行するには、 

` を押します)。 

 

したがって、[ALG] メニューにある関数の応用についての検討はユーザに

まかせます。以下は、コマンドのリストです。 
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たとえば、SUBST 関数の場合、以下の CAS ヘルプ機能エントリが見 

つかります。 

 

注注注注：：：：RPN モードでこれらの関数、またはその他の関数を使用するには、 

最初に引数を入力してから関数を入力することを思い出してください。 

た と え ば 、 TEXPAND の 場 合 、 RPN モ ー ド で の 設 定 は 次 

のようになります。 

³„¸+~x+~y` 

この時点で、[ALG] メニュー (または、カタログ ‚N から直接) 

TEXPAND 関数を選択して演算を完了します。 

超越関数を使用した演算 
電卓には、対数関数と指数関数 („Ð)、および三角関数 (‚Ñ) 

を含んでいる式を置き換えるために使用できる多くの関数があります。 

loglogloglog----exp exp exp exp 関数関数関数関数をををを使用使用使用使用したしたしたした展開展開展開展開およびおよびおよびおよび因数分解因数分解因数分解因数分解    

„Ð は以下のメニューを生成します。 

    



 

ページ 5-6 

これらのコマンドの情報および例については、電卓のヘルプ機能を参照して

ください。たとえば、EXPLN の説明は左側に表示され、ヘルプ機能からの 

例は右側に表示されます。 

 

三角関数三角関数三角関数三角関数をををを使用使用使用使用したしたしたした展開展開展開展開およびおよびおよびおよび因数分解因数分解因数分解因数分解    

‚Ñ を 使 用 し て 表 示 す る  [TRIG] メ ニ ュ ー に は 以 下 の 関 数 

があります。 

    

 

これらの関数を使用すると、三角関数の一部のカテゴリを他のカテゴリと置

き換えることで式を簡素化できます。たとえば、ACOS2S 関数の場合、 

逆 余 弦 関 数  (acos(x)) の 式 を 逆 正 弦  (asin(x)) の 項 で 置 き 換 

えることができます。 

これらのコマンドの説明、およびその応用例については、電卓のヘルプ機

能 (IL@HELP) を参照してください。[TRIG] メニューのコマンドに関 

する情報は、この機能を使用して検索することを推奨します。 
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ARITHMETIC メニューの関数 
[ARITHMETIC] メニューは、キー入力の組み合わせ „Þ (1 キーに

関連付け済み) を使用して表示します。システム フラグ 117 が CHOOSE 

ボ ッ ク ス に 設 定 さ れ て い る 場 合 、„Þ を 使 用 す る と 以 下 の 

メニューが表示されます。 

    

 このメニュー リストのオプション 5 から 9 (DIVIS、 FACTORS、LGCD、 
PROPFRAC、 SIMP2) は、整数または多項式に適用される一般的な関数

に対応しています。残りのオプション (1. INTEGER、 2. POLYNOMIAL、

3. MODULO、および 4. PERMUTATION) は、特定の算術オブジェクトに適

用される関数の実質的なサブメニューです。システム フラグ 117 がソフト 
メニューに設定されている場合、[ARITHMETIC] メニュー („Þ) には

、以下の内容が表示されます。 

 

 以下に、[ARITHMETIC] メニュー (IL@HELP) の FACTORS 関数お

よび SIMP2 関数のヘルプ機能エントリを示します。 

FACTORS:FACTORS:FACTORS:FACTORS:    SIMP2:SIMP2:SIMP2:SIMP2:    

 

これらの関数は、[ARITHMETIC] サブメニューと関連付けられています。

INTEGER、POLYNOMIAL、MODULO、および PERMUTATION についての

詳細は、電卓のユーザーズガイドの第 5 章を参照してください。以下のセク

ションでは、多項式および分数のいくつかの応用例を示します。 
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多項式 
多項式とは、特定の変数の減少指数を含んでいる、1 つ以上の項で構成 
される代数式です。たとえば、「X^3+2*X^2-3*X+2」は X の三次多項式 
であり、「SIN(X)^2-2」は SIN(X) の二次多項式です。前述の COLLECT 関
数 お よ び  EXPAND 関 数 は 、 多 項 式 で 使 用 す る こ と が で き ま す 。 
多項式関数のその他の応用例については、次で説明します。 

HORNER HORNER HORNER HORNER 関数関数関数関数    

HORNER 関数 („Þ、POLYNOMIAL、HORNER) は、係数 (X-a) による
多 項 式  P(X) の ホ ー ナ ー 除 法 ま た は 組 立 除 法 を 生 成 し ま す 。 
つまり、HORNER(P(X),a) = {Q(X), a, P(a)} を生成します。ここで、P(X) は 
Q(X)(X-a)+P(a) です。例、 

HORNER(‘X^3+2*X^2-3*X+1’,2) = {X^2+4*X+5   2    11} 

つまり、X3+2X2-3X+1 = (X2+4X+5)(X-2)+11。また、 

HORNER(‘X^6-1’,-5)= 

{X^5-5*X^4+25*X^3-125*X^2+625*X-3125    -5   15624} 

つまり、X6-1 = (X5-5*X4+25X3-125X2+625X-3125)(X+5)+15624。 

変数変数変数変数 VX VX VX VX    

前述の多項式例の大部分は、変数 X を使用して記述されています。 
これは、VX と呼ばれる変数が電卓の {HOME CASDIR} ディレクトリに 
存在し、デフォルトで値「X」が設定されているためです。これは、代数応用
および微積分応用に推奨される独立変数の名前です。CAS の VX と混同 
し な い よ う に 、 プ ロ グ ラ ム や 方 程 式 で 変 数  VX を 使 用 す る の は 避 
けてください。CAS 変数についての詳細は、電卓のユーザーズガイドの 
付録 C を参照してください。 

PCOEF PCOEF PCOEF PCOEF 関数関数関数関数    

多項式の根を含んでいる任意の配列で PCOEF 関数を使用すると、 
対応する多項式の係数を含む配列が生成されます。それらの係数は、独立
した変数の降順に対応します。例： 

PCOEF([-2, –1, 0 ,1, 1, 2]) = [1.–1. –5. 5. 4. –4. 0.], 

これは、多項式 X6-X5-5X4+5X3+4X2-4X を表します。 
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PROOT PROOT PROOT PROOT 関数関数関数関数    

多項式の係数 (降順) を含んでいる任意の配列で PROOT 関数を使用する

と、多項式の根が得られます。例、X2+5X+6 =0, PROOT([1, –5, 6]) = [2.3.]. 

QUOT QUOT QUOT QUOT 関数関数関数関数およびおよびおよびおよび REMAINDER  REMAINDER  REMAINDER  REMAINDER 関数関数関数関数    

QUOT 関数および REMAINDER 関数では、それぞれ、2 つの多項式 P1(X) 

および P2(X) を除算した結果として商 Q(X) および剰余 R(X) が得られます

。つまり、P1(X)/P2(X) = Q(X) + R(X)/P2(X) から値 Q(X) と値 R(X) が得られ

ます。例、 

QUOT(‘X^3-2*X+2’, ‘X-1’) = ‘X^2+X-1’ 

REMAINDER(‘X^3-2*X+2’, ‘X-1’) = 1。 

つまり、次のように記述できます。(X3-2X+2)/(X-1) = X2+X-1 + 1/(X-1)。 

注注注注：：：： 後者の結果は、PARTFRAC を使用して得ることができます。 

PARTFRAC(‘(X^3-2*X+2)/(X-1)’) = ‘X^2+X-1 + 1/(X-1)’. 

PEVAL PEVAL PEVAL PEVAL 関数関数関数関数    

PEVAL 関数 (Polynomial EVALuation) は、多項式を評価するために使用 
できます。 

p(x) = an⋅x
n+an-1⋅x n-1+ …+ a2⋅x

2+a1⋅x+ a0, 

任意の係数の配列 [an、an-1、… a2、a1、a0] と値 x0。結果の評価は p(x0) です。
PEVAL 関 数 は  [ARITHMETIC] メ ニ ュ ー で は 使 用 で き ま せ ん 。 
代 わり に 、[CALC/DERIV&INTEG] メニ ュ ー を 使 用し ます 。 例： PEVAL 
([1,5,6,1],5) = 281。 

多項式関数のその他の応用例については、電卓のユーザーズガイドの第 5 
章を参照してください。 

分数 
分数は、[ALG] メニュー (‚×) の EXPAND 関数および FACTOR 関数
を使用して展開および因数分解できます。例： 

EXPAND(‘(1+X)^3/((X-1)*(X+3))’)=‘(X^3+3*X^2+3*X+1)/(X^2+2*X-3)’ 

EXPAND(‘(X^2)*(X+Y)/(2*X-X^2)^2)’)=‘(X+Y)/(X^2-4*X+4)’ 

FACTOR(‘(3*X^3-2*X^2)/(X^2-5*X+6)’)=‘X^2*(3*X-2)/((X-2)*(X-3))’ 
FACTOR(‘(X^3-9*X)/(X^2-5*X+6)’ )=‘X*(X+3)/(X-2)’ 
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SIMP2 SIMP2 SIMP2 SIMP2 関数関数関数関数    

[ARITHMETIC] メニューにある SIMP2 関数は、有理分数の分子と分母 
を表す 2 つの数値または多項式を引数として使用し、簡素化した分子と 
分母を戻します。例： 

SIMP2(‘X^3-1’,’X^2-4*X+3’) = {‘X^2+X+1’,‘X-3’} 

PROPFRAC PROPFRAC PROPFRAC PROPFRAC 関数関数関数関数    

PROPFRAC 関数は、有理分数を「適切な」分数に変換します。つまり、 
整数部が分数部に追加されます (そのような分解が可能な場合)。例： 

PROPFRAC(‘5/4’) = ‘1+1/4’ 

PROPFRAC(‘(x^2+1)/x^2’) = ‘1+1/x^2’ 

PARTFRAC PARTFRAC PARTFRAC PARTFRAC 関数関数関数関数    

PARTFRAC 関数は、有理分数を元の分数を形成する部分分数に分解 
します。例： 

PARTFRAC(‘(2*X^6-14*X^5+29*X^4-37*X^3+41*X^2-16*X+5)/(X^5-
7*X^4+11*X^3-7*X^2+10*X)’) = 

‘2*X+(1/2/(X-2)+5/(X-5)+1/2/X+X/(X^2+1))’ 

FCOEF FCOEF FCOEF FCOEF 関数関数関数関数    

[ARITHMETIC/POLYNOMIAL] メニューから使用可能な FCOEF 関数は、特
定の分数の根と極から有理分数を取得するために使用します。 

注注注注：：：：有理分数が F(X) = N(X)/D(X) として指定されている場合、分数の根
は方程式 N(X) = 0 を解くことで得られ、極は方程式 D(X) = 0 を解くことで
得られます。 

この関数の入力順は、根をリストするベクトル、それらの根の多重度 (つまり
、特定の根が繰り返される回数)、極、および負の数値として表されるそれら
の極の多重度です。たとえば、根 2 (多重度 1)、根 0 (多重度 3)、根 -5 (多
重度 2)、および極 1 (多重度2)、極 –3 (多重度 5) を持つ分数を作成する場
合、次の式を使用します。 
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FCOEF([2,1,0,3,–5,2,1,–2,–3,–5])=‘(X--5)^2*X^3*(X-2)/(X-+3)^5*(X-1)^2’ 

µ„î` を押す (または、RPN モードで µ を押す) と、以下の

結果が得られます。 

‘(X^6+8*X^5+5*X^4-50*X^3)/(X^7+13*X^6+61*X^5+105*X^4-45*X^3-

297*X62-81*X+243)’ 

FROOTS FROOTS FROOTS FROOTS 関数関数関数関数    

[ARITHMETIC/POLYNOMIAL] メニューにある FROOTS 関数は、分数の根 

と極を求める関数です。 例として、前述の結果に FROOTS 関数を適用 

すると、次の結果が得られます。[1 –2. –3 –5. 0 3. 2 1. –5 2.]. 結果 

には、極、極の多重度 (負の数値)、根、根の多重度 (負の数値) が順番に 

表示されています。このケースでは、極は (1、-3) で多重度はそれぞれ (2、

5) であり、根は (0、2、-5) で多重度はそれぞれ (3、1、2) です。 

別の例を示します。FROOTS(‘(X^2-5*X+6)/(X^5-X^2)’) = [0 –2.1 –1. 3 1.  

2 1.]、つまり、極は 0 (2)、1(1) で、根は 3(1)、2(1) です。Complex モードを

選択している場合、結果は次のようになります。 

[0 –2. 1 –1. – ((1+i*√3)/2) –1.– ((1–i*√3)/2) –1.3 1. 2 1.]. 

多項式および分数を使用したステップバイステ

ップの演算 
CAS モードを Step/step に設定すると、電卓には、簡素化した分数、 

または多項式を使用した演算がステップバイステップ方式で表示されます。

これは、組立除法の手順を確認するのに大変役立ちます。除算の例 

2
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についての詳細は、電卓のユーザーズガイドの付録 C を参照してください。 

以 下 の 例 は 、 長 い 組 立 除 法 を 示 し て い ま す  (DIV2 は 、 [ARITH/ 

POLYNOMIAL] メニューから使用できます)。 
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参照 
代数演算および算術演算の詳細、定義、および例については、電卓のユー

ザーズガイドの第 5 章を参照してください。 
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第 6 章  
方程式の解 
7 キーには方程式を解くための 2 つの関数メニュー ([Symbolic SOLVer 
(„Î)] および [NUMerical SoLVer (‚Ï)]) が関連付けられてい
ます。これらのメニューに含まれている関数の一部を以下に示します。 

代数方程式の記号解 
ここでは、[Symbolic Solver]    メニューにある関数の一部を説明します。この
メニューは、キー入力の組み合わせ „Î を使用してアクティブにしま
す。システム フラグ 117 が CHOOSE ボックスに設定されている場合、以下
のメニュー リストが使用可能になります。 

    

ISOL 関 数 お よ び  SOLVE 関 数 は 、 多 項 式 方 程 式の 未 知 な 点 を 解 
くために使用できます。SOLVEVX 関数では、未知な点がデフォルトの CAS 
変数 VX (通常は「X」に設定) である多項式方程式を解きます。ZEROS 関
数では、ゼロまたは多項式の根が得られます。 

ISOL ISOL ISOL ISOL 関数関数関数関数    

ISOL 関数 (方程式、変数) は、変数を分離することで方程式の解を求 
めます。たとえば、ALG モードに設定されている電卓で、方程式 at3-bt = 0 
の t を解くために、以下の式を使用できます。 

 

RPN モードを使用している場合、スタックに方程式、変数、ISOL 関数の順
番で入力することで解が得られます。ISOL の実行直前の RPN スタックは
左側の図のようになります。ISOL を適用すると、結果は右側の図に表示さ
れます。 
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ISOL の最初の引数には、前述のように、式または方程式を指定できます。

例として、ALG モードで以下を試してください。 

 

注注注注：：：：方程式に等号 (=) を入力するには、‚Å (\ キーに関連付 

け済み) を使用します。 

以下に示されているように、RPN モードでも同じ問題を解くことができます (図

は、ISOL 関数を適用する前後の RPN スタックを示しています)。 

 

SOLVE SOLVE SOLVE SOLVE 関数関数関数関数    

SOLVE 関数の構文は、ISOL 関数の構文と同じです。ただし、SOLVE は一連

の多項式方程式を解くために使用できる点は異なります。方程式 X^4 – 1 = 3 

を解くための SOLVE 関数のヘルプ機能エントリを次に示します。 
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以下は、ALG モードと RPN モードでの SOLVE 関数の使用例です (CAS で

は Complex モードを使用)。 

 

前述のスクリーン ショットは 2 つの解を表示しています。最初の β4-5β =125 

の場合、SOLVE では解が得られません { }。2 番目のβ4 - 5β = 6 の場合、

SOLVE に よ り  4 つ の 解 が 得 ら れ 、 最 後 の 出 力 行 に 表 示 

されています。一番最後の解は、結果に電卓の画面の幅よりも多くの文字が

含まれているため確認できません。ただし、下矢印キー (˜) を使用 

すれば、すべての解を見ることができます。下矢印キーを押すと、行エディタ

が起動します (この操作は、電卓の画面よりも広い出力行にアクセス 

するために使用できます)。 

 

SOLVE 関数を適用する前後のこれら 2 つの例に対応する RPN の画面を 

以下に示します。 
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SOLVEVX SOLVEVX SOLVEVX SOLVEVX 関数関数関数関数    

SOLVEVX 関数では、予約変数名 VX に含まれているデフォルトの CAS 変数

の方程式を解きます。デフォルトでは、この変数は「X」に設定されています。

ALG モードで VX = ‘X’ を使用している例を以下に示します。 

 

最初のケースでは、SOLVEVX では解を得られませんでした。2 番目のケー 

スでは、SOLVEVX により 1 つの解、X = 2 が得られました。 

以下の画面は、前述の 2 つの例を解くための RPN スタックを示しています 

(SOLVEVX の適用前後)。 

 

ZEROS ZEROS ZEROS ZEROS 関数関数関数関数    

ZEROS 関数では、多項式方程式の解は得られますが、その多重度は表示 

されません。この関数には、方程式の式、および解く変数の名前を入力とし

て指定する必要があります。次に、ALG モードでの例を示します。 
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RPN モードで ZEROS 関数を使用するには、まず多項式、次に解く変数、最

後に ZEROS 関数を入力します。以下のスクリーン ショットは、前述の 2 つ

の例に ZEROS を適用する前後の RPN スタックを示しています (CAS では 

Complex モードを使用)。 

 

前述の Symbolic Solver の関数は、有理方程式 (おもに多項式方程式) の

解 を生 成し ま す。 解 く 方 程 式の 係 数 がす べ て数 値 の場 合 、 電卓 の 

Numerical Solver 機能を使用して、数値解を得ることができます。 

Numerical solver メニュー 
電卓は、単一の代数方程式または超越方程式を解くための非常に強力な

環境を提供します。この環境にアクセスするには、‚Ï を使用して 

Numerical Solver (NUM.SLV) を起動します。起動すると、以下のオプション 

を含むドロップダウン メニューが表示されます。 

 

以下にアイテム [3. Solve poly..]、[5. Solve finance]、および [1. Solve 
equation..] をこの順番で示します。Numerical Solver の応用例での入力 

フォームの使用方法については、電卓のユーザーズガイドの付録 1-A を参

照してください。アイテム [6. MSLV (Multiple equation SoLVer)] については

、6-10 ページを参照してください。 
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注記注記注記注記：：：：    

1. NUM.SLV アプリケーションの値を解く場合、解いた値は常にスタック

に配置されます。このことは、その値を他の演算で使用するために保持

する必要がある場合に便利です。 

2. [NUM.SLV] メニューにあるアプリケーションの一部をアクティブにする

場合、常に 1 つ以上の変数が作成されます。 

多項式多項式多項式多項式方程式方程式方程式方程式    

電卓の SOLVE 環境にある [Solve poly…] オプションを使用すると、以下の

ことができます。 

(1) 多項式方程式の解を求める。 

(2) 指定された数の根を持つ多項式の係数を求める。 

(3) 多項式の代数式を関数 X として求める。 

多項式方程式多項式方程式多項式方程式多項式方程式のののの求解求解求解求解    

多項式方程式は、次の形式の方程式です。anxn + an-1xn-1 + …+ a1x + a0 = 0。

たとえば、次の方程式を解くとします。3s4 + 2s3 - s + 1 = 0. 

方程式の係数を次のベクトルに配置するとします。[3,2,0,-1,1]. この多項式

方程式を電卓を使用して解くには、以下の操作を行います。 

‚Ï˜˜@@OK@@ [Solve poly] を選択… 
„Ô3‚í2‚í0 係数のベクトルを入力 

‚í1\‚í1@@OK@@ @SOLVE@ 方程式を解く 

画面に次のように解が表示されます。 
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` を押して、スタックに戻ります。ALG モードでは、スタックに以下の結果
が表示されます (RPN モードでも同じ結果が表示されます)。 

 

解はすべて複素数です。(0.432, -0.389), (0.432, 0.389), (-0.766, 0.632),  

(-0.766, -0.632). 

特定特定特定特定のののの多項式多項式多項式多項式のののの根根根根のののの多項式係数多項式係数多項式係数多項式係数のののの生成生成生成生成    

根の数値が [1、5、-2、4] である多項式を生成するとします。この多項式 
を電卓を使用して生成するには、以下の手順に従います。 

‚Ï˜˜@@OK@@ [Solve poly] を選択… 
˜„Ô1‚í5 根のベクトルを入力 

‚í2\‚í4@@OK@@ @SOLVE@ 係数を解く 

` を押して、スタックに戻ります。スタックに係数が表示されます。 

 

˜ を押して行エディタを起動し、すべての係数を確認します。 

多項式多項式多項式多項式のののの代数式代数式代数式代数式のののの生成生成生成生成    

電卓を使用して、多項式の係数または根が指定されている多項式の代数
式を生成できます。生成された式は、デフォルトの CAS 変数 X の項に 
設定されます。 

係数を使用して代数式を生成するには、以下の例を試してください。多項式
の係数は[1、5、-2,4] だとします。以下のキー入力を使用します。 

‚Ï˜˜ [Solve poly] を選択… 
„Ô1‚í5 係数のベクトルを入力 

‚í2\‚í4@@OK@@—@SYMB@ 記号式を生成 
` スタックに戻る 

生成される式は、以下のようにスタックに表示されます。'X^3+5*X^2+-

2*X+4' 
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根を使用して代数式を生成するには、以下の例を試してください。多項式の

根は [1、3、-2、1] だとします。以下のキー入力を使用します。 

‚Ï˜˜@@OK@@ [Solve poly] を選択… 
˜„Ô1‚í3 根のベクトルを入力 

‚í2\‚í1@@OK@@ ˜@SYMB@ 記号式を生成 
` スタックに戻る 

生成される式は、以下のようにスタックに表示されます。 

'(X-1)*(X-3)*(X+2)*(X-1)'. 

積を展開するためには、EXPAND コマンドを使用できます。 

結果の式は次のとおりです。'X^4+-3*X^3+ -3*X^2+11*X-6'. 

金融計算金融計算金融計算金融計算    

Numerical Solver (NUM.SLV) のアイテム [5. Solve finance..] の計算は、エ
ンジニアリング経済およびその他の金融アプリケーションの領域における、
金利の時間的価値を計算するために使用されます。このアプリケーションは
、 キ ー 入 力 の 組 み 合 わ せ  „Ò (9 キ ー に 関 連 付 
け済み) を使用して起動することもできます。これらのタイプの計算 
についての詳細は、電卓のユーザーズガイドの第 6 章を参照してください。 

NUM.SLV NUM.SLV NUM.SLV NUM.SLV をををを使用使用使用使用したしたしたした未知未知未知未知がががが 1  1  1  1 つあるつあるつあるつある方程式方程式方程式方程式のののの求解求解求解求解    

電卓の [NUM.SLV] メニューにあるアイテム [1. Solve equation..] では、単一

の 変 数 で さ ま ざ ま な タ イ プ の 方 程 式  ( 非 線 形 の 代 数 方 程 式 

および超越方程式を含む) を解くことができます。例として、次の方程式 

を解いてみます。ex-sin(πx/3) = 0. 

式を代数オブジェクトとして入力し、変数 EQ に格納します。ALG モードで 

必要なキー入力は以下のとおりです。 

³„¸~„x™-S„ì 

*~„x/3™‚Å0™ 

K~e~q` 

STEQ STEQ STEQ STEQ 関数関数関数関数    

STEQ 関数は、その引数を変数 EQ に格納します。ALG モードの場合 

の例を示します。 
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RPN モードでは、アポストロフィで囲んで方程式を入力し、STEQ コマンドを 

アクティブにします。したがって、STEQ 関数は、式を変数 EQ に格納 

するためのショートカットとして使用できます。 

J を押して、新たに作成された EQ 変数を確認します。 

 

次に、SOLVE 環境に入り、以下のように入力して、[Solve equation…] を選

択します。 

‚Ï@@OK@@。対応する画面は以下のように表示されます。 

 

変数 EQ に格納した方程式は、SOLVE EQUATION 入力フォームの Eq フィ

ールドにすでにロードされています。また、ラベル x が付いたフィールド 

も表示されます。方程式を解くために行う必要があるのは、X の前にある 

フィールドを強調表示することだけです。強調表示するには、˜ を使用 

して、@SOLVE@ を押します。表示される解 X は次のとおりです。4.5006E-2: 
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ただし、この解がこの方程式で考えられる唯一の解ではありません。 

たとえば、負の解を得るには、方程式を解く前に、X: フィールドに負の 

数値を入力します。3\ @@@OK@@ ˜ @SOLVE@ を試します。解 X は次のと

おりです。-3.045. 

MSLV を使用した連立方程式の解 
MSLV 関数は ‚Ï メニューから使用できます。MSLV 関数の 

ヘルプ機能エントリは、次のとおりです。 

 

MSLV 関数には、3 つの引数が必要な点に注意してください。 

1. 方程式を含んでいるベクトル。つまり、‘[SIN(X)+Y,X+SIN(Y)=1]’ 

2. 解く変数を含んでいるベクトル。つまり、‘[X,Y]’ 

3. 解の初期値を含んでいるベクトル。つまり、この例では X と Y の初期値

はいずれも 0 です。 
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ALG モードでは、@ECHO を押してこの例をスタックにコピーし、` を押して 

例を実行します。解のすべての要素を確認するには、下矢印キー (˜) を

押して行エディタをアクティブにする必要があります。 

 

RPN モードでは、この例の解は、以下の方法により得られます。 

 

MSLV 関数をアクティブにすると、以下の画面が表示されます。 

 

解が生成されている間、画面の左上隅に中間情報が表示されることがあり

ます。MSLV 関数から得られる解は数値のため、左上隅に表示される情報 

は、解を求めるために使用される反復処理の結果です。最終的な解は、 

X = 1.8238、Y = -0.9681 です。 

参照 
単一および複数の方程式を解く方法についての詳細は、電卓のユーザー

ズガイドの第 6 章および第 7 章を参照してください。 

 





 

ページ 7-1 

第 7 章  
リストを使用した演算 
リストとは、データ処理に役立つ、電卓のオブジェクトのタイプです。この章

では、リストを使用した演算の例を示します。この章の例を実行するために

は、Approximate モード (第 1 章を参照) を使用します。 

リストの作成および格納 
ALG モードでリストを作成するには、まず中括弧キー „ä を入力し、 

次にリストの要素 (各要素はカンマ (‚í) で区切る) を入力します。 

以下のキー入力を行うと、リスト {1.,2.,3.,4.} が入力され、変数 L1 に格納 

されます。 

„ä1‚í2‚í3‚í4 

™K~l1` 

RPN モードで同じリストを入力するには、次のキー入力を使用します。 

„ä1#2#3#4` 

³~l1`K 

数値のリストを使用した演算 
数値のリストを使用した演算を行うには、以下のリストを入力して、対応する

変数に格納します。 

L2 = {-3.,2.,1.,5.}  L3 = {-6.,5.,3.,1.,0.,3.,-4.}  L4 = {3.,-2.,1.,5.,3.,2.,1.} 

符号符号符号符号のののの変更変更変更変更    

符 号 変 更 キ ー  (\) を 数 値 の リ ス ト に 適 用 す る と 、 そ の リ ス ト 

にあるすべての要素の符号が変更されます。例： 
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加算加算加算加算、、、、減算減算減算減算、、、、乗算乗算乗算乗算、、、、除算除算除算除算    

1 つの数値によるリストの乗算および除算は、そのリスト全体に分配 

されます。 

 

リストから 1 つの数値を減算すると、そのリストにあるすべての要素 

から同じ数値が減算されます。 

 

1 つの 数値 を リスト に 加 算すると 、そ の 数値 が 加 えら れたリ ストが 

生成されますが、リストにある各要素にその数値が加算されるわけではあり

ません。例： 

 

長さが同じ数値のリストの減算、乗算、および除算を行うと、項ごとの演算

によって同じ長さのリストが生成されます。例： 
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除算 L4/L3 を行うと、L3 の要素の 1 つが 0 であるため無限のエントリが

生成され、エラーメッセージが戻されます。 

注注注注：：：：リスト L4 および L3 に整数として要素を入力した場合、0 除算が 

発生するたびに無限記号が表示されます。以下の結果を得るには、 

Exact モードを使用して、リストを小数点のない整数として再入力する 

必要があります。 

 

演算に関係するリストの長さが異なる場合、エラーメッセージ (Invalid 

Dimensions) が表示されます。例として、L1-L4 を試してください。 

リストに適用された場合、プラス記号 (+) は連結演算子として機能し、

2 つのリストを結合します。項ごとに加算されるわけではありません。例： 

 

長さが同じ 2 つのリストを項ごとに加算するには、ADD 演算子を使用する 

必要があります。この演算子は、関数カタログ (‚N) を使用してロード 

できます。以下の画面は、リスト L1 と L2 を項ごとに加算するための ADD 

の適用例を示しています。 
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リストリストリストリストにににに適用適用適用適用されるされるされるされる関数関数関数関数    

キーボードにある実数関数 (ABS、ex、LN、10x、LOG、SIN、x2、√、COS、 

TAN、ASIN、ACOS、ATAN、yx)、および [MTH/HYPERBOLIC] メニューの 

関数 (SINH、COSH、TANH、ASINH、ACOSH、ATANH)、[MTH/REAL] メニ

ューの関数 (% など) は、リストに適用できます。 

ABSABSABSABS    INVERSE (1/x)INVERSE (1/x)INVERSE (1/x)INVERSE (1/x)    

 

複素数のリスト 
複素数のリスト (たとえば、L1 ADD i*L2) を作成することができます。

RPN モードでは、このリストを L1 i L2 ADD * として入力できます。結果は

次のようになります。 

 

LN、EXP、SQ などの関数も複素数のリストに適用できます。 
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代数オブジェクトのリスト 
以下は、SIN 関数が適用されている代数オブジェクトのリストの例です (これ

らの例では、Exact モードを選択します (第 1 章を参照))。 

 

MTH/LIST メニュー 
[MTH] メニューにはリスト専用の関数が多数あります。システム フラグ 

117 が CHOOSE ボックスに設定されている場合、[MTH/LIST] メニューに

は以下の関数が表示されます。 

    

システム フラグ 117 がソフト メニューに設定されている場合、[MTH/LIST] 

メニューには以下の関数が表示されます。 

 

[MTH/LIST] メニューの操作は以下のとおりです。 

∆LIST: リスト内の連続要素間の増分を計算 

ΣLIST: リスト内の要素の合計を計算 

ΠLIST: リスト内の要素の積を計算 

SORT: 要素を昇順にソート 

REVLIST: リストの順番を反転 

ADD: 長さが同じ 2 つのリストを項ごとに加算するための演算子 (

この演算子の例については上記を参照) 
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ALG モードでのこれらの関数の応用例を次に示します。 

 

SORT と REVLIST を組み合わせることで、リストを降順にソートできます。 

 

RPN モードで作業している場合は、リストをスタックに入力してから 

必要な演算を選択します。たとえば、リスト L3 にある連続要素間の増分を 

計算するには、以下のように入力します。 

l3`!´˜˜#OK# #OK# 

これで、L3 がスタックに配置されます。次に [MTH] メニューから [ LIST 

operation] を選択します。 
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SEQ 関数 
コ マ ン ド  カ タ ロ グ  (‚N) か ら 使 用 可 能 な  SEQ 関 数 は 、 
インデックス、インデックスの名前、インデックスの開始値、終了値、および
増分値に関する式を引数として使用し、インデックスのすべての可能な値に
対する式の評価を含むリストを戻します。この関数の一般的な形式は、以
下のとおりです。 

SEQ(expression, index, start, end, increment) 

例： 

 

生成されるリストは、値 {12、22、32、42} と対応しています。 

MAP 関数 
コマンド カタログ (‚N) から使用可能な MAP 関数は、数値のリスト 
と関数 f(X) を引数として使用し、数値のリストに対するアプリケーションの 
機能で構成されるリストを生成します。たとえば、以下の MAP 関数のコー 
ルにより、関数 SIN(X) がリスト {1,2,3} に適用されます。 

 

ALG モードでの構文は次のとおりです。 

~~map~!Ü!ä1@í2@í3™ 
@íS~X` 

RPN モードでの構文は次のとおりです。 

!ä1@í2@í3`³S~X`~ 
~map` 

いずれの場合も、前述の例のように MAP コマンドを入力するか、[CAT] メ
ニューからコマンドを選択することができます。 

参照 
リストの例、および適用ついての詳細は、電卓のユーザーズガイドの第 8 

章を参照してください。 
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第 8 章  
ベクトル 
この章では、ベクトルの入力およびベクトルを使用した演算の例 (いずれも 
多くの要素から成る数理ベクトル)、および 2 つまたは 3 つの成分から 
成る物理ベクトルの例を示します。 

ベクトルの入力 
電卓内では、ベクトルは括弧で囲まれた一連の数値として表され、通常は
行ベクトルとして入力されます。括弧は、キー入力の組み合わせ „Ô 
(* キーに関連付け済み) を使用することで電卓内で生成されます。 
以下は電卓内のベクトルの例です。 

[3.5, 2.2, -1.3, 5.6, 2.3] 一般的な行ベクトル 
[1.5,-2.2] 2 次元ベクトル 
[3,-1,2] 3 次元ベクトル 
['t','t^2','SIN(t)'] 代数のベクトル 

スタックスタックスタックスタックへのへのへのへのベクトルベクトルベクトルベクトルのののの入力入力入力入力    

ALG モードの電卓では、一組の括弧 („Ô) を開き、カンマ (‚í) 

で区切られたベクトルの成分または要素を入力することで、スタックにベクト

ルを入力します。以下のスクリーン ショットは、数値ベクトルに続き、代数 

ベクトルを入力する例を示しています。左側の図は、` を押す前の代数 

ベクトルを示しています。右側の図は、代数ベクトルを入力した後の電卓の

画面を示しています。 

 

RPN モードでは、一組の括弧を開き、カンマ (‚í) またはスペース 

(#) で区切られたベクトルの成分または要素を入力することで、スタック 

にベクトルを入力できます。いずれのモードでも、` を押すと、スペースで 

区切られたベクトルの要素が電卓に表示されます。 
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スタックスタックスタックスタック内内内内のののの変数変数変数変数へのへのへのへのベクトルベクトルベクトルベクトルのののの格納格納格納格納    

ベクトルは変数に格納することができます。以下のスクリーン ショットは 

ベクトルを示しています。 

u2 = [1, 2], u3 = [-3, 2, -2], v2 = [3,-1], v3 = [1, -5, 2] 

それぞれ、変数 @@@u2@@、 @@@u3@@、 @@@v2@@、および @@@v3@@ に格納されています。 

最初は ALG モード： 

 

次は RPN モード (それぞれ、K を押す前): 

 

注注注注：：：：RPN モードでは、通常、u2、v2 などの名前を入力するために 

アポストロフィ (‘) を付ける必要はありません。この場合、これらの 

名前は、ALG モードで事前に作成されている既存の変数を上書 

きするために使用されます。そのため、既存の変数が事前に削除され

ていない場合はアポストロフィを使用する必要があります。 
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Matrix Writer (MTRW) Matrix Writer (MTRW) Matrix Writer (MTRW) Matrix Writer (MTRW) をををを使用使用使用使用したしたしたしたベクトルベクトルベクトルベクトルのののの入力入力入力入力    

ベクトルは Matrix Writer „² (キーボードの上から 4 番目のキー列に
あ る  3 番 目 の キ ー ) を 使 用 し て 入 力 す る こ と も で き ま す 。 
このコマンドにより、行列の行と列に対応している一種のスプレッドシートが
生成されます (Matrix Writer を使用した行列の入力についての詳細は、 
第 9 章を参照してください)。このマニュアルで話題としているベクトル 
では、一番上の行の要素のみ入力します。デフォルトでは、一番上の行に
ある先頭の列のセルが選択されます。スプレッドシートの下部には、以下の
ソフト メニュー キーがあります。 

@EDIT!      

 @EDIT キーは、選択したセルの内容を Matrix Writer で編集するために 
使用します。 

  キーを選択すると、1 行複数列の行列とは正反対のベクトル 
が生成されます。 

  キーは、スプレッドシート内の列の幅を減少するために使用 
します。Matrix Writer 内での列幅の減少を確認するために、このキーを 
数回押します。 

  キーは、スプレッドシート内の列の幅を増加するために使用 
します。Matrix Writer 内での列幅の増加を確認するために、このキーを 
数回押します。 

  キーを選択すると、` を押したときに、次のセル (現在の 
セルの右側に位置) が自動的に選択されます。このオプションは 
デフォルトで選択されています。必要に応じて、要素を入力する前にこの
オプションを選択する必要があります。 

  キーを選択すると、` を押したときに、次のセル (現在のセル 
の下に位置) が自動的に選択されます。必要に応じて、要素を入力する 
前にこのオプションを選択する必要があります。 

Matrix Writer Matrix Writer Matrix Writer Matrix Writer におけるにおけるにおけるにおける右右右右へのへのへのへの移動対下移動対下移動対下移動対下へのへのへのへの移動移動移動移動 

 キーが選択されている (デフォルト) 状態で、Matrix Writer をアク

テ ィ ブ に し 、3`5`2`` を 入 力 し ま す 。 次 に 、 

 キーが選択された状態で、同じ順序で数値を入力して違いを確認 

し ま す 。 最 初 の ケ ー ス で は 、 3 つ の 要 素 が あ る ベ ク ト ル を 入 力 

しています。2 番目のケースでは、3 行 1 列の行列を入力しています。 

„² を使用して再度 Matrix Writer をアクティブにし、L を押して、 

ディスプレイの下部にある 2 番目のソフト キー メニューを確認します。 

以下のキーが表示されます。 
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@+ROW@  @-ROW  @+COL@  @-COL@ @²STK @GOTO@ 
 @+ROW@ キーを押すと、スプレッドシートの選択したセルの位置にすべて 0 

の行が追加されます。 

 @+ROW@ キーを押すと、スプレッドシートの選択したセルに対応する行が 

削除されます。 

 @+COL@ キーを押すと、スプレッドシートの選択したセルの位置にすべて 0 

の列が追加されます。 

 @-COL@ キーを押すと、スプレッドシートの選択したセルに対応する列が 

削除されます。 

 @²STK キーを押すと、選択したセルの内容がスタックに配置されます。 

 @GOTO@ キーを押すと、カーソルを置く行と列の数を示すように求 

められます。 

もう一度 L を押すと、最後のメニューが表示されます。このメニューには 

1 つの関数 @@DEL@ (削除) のみ含まれています。 

 関数 @@DEL@ は、選択したセルの内容を削除し、内容を 0 で置き換 

えます。 

アクティブになっているこれらのキーを確認するには、次の演習を行 

ってください。 

(1) „² を使用して、Matrix Writer をアクティブにします。  キーと 

 キーが選択されていることを確認します。 

(2) 以下のように入力します。 

1`2`3` 

L @GOTO@ 2 @@OK@@ 1 @@OK@@  @@OK@@ 
4`5`6` 

7`8`9` 

(3) —— を使用して、カーソルの位置を 2 つ上げます。次に、@-ROW を押 

します。2 行目が消えます。 

(4) @+ROW@ を押します。2 行目に 0 が 3 つある行が表示されます。 

(5) @-COL@ を押します。先頭の列が消えます。 

(6) @+COL@ を押します。先頭の列に 0 が 2 つある行が表示されます。 

(7) @GOTO@ 3 @@OK@@ 3 @@OK@@ @@OK@@ を押して、位置 (3、3) に移動します。 

(8) @²STK を押します。これで、セル (3、3) の内容がスタックに配置 

されます。ただし、まだ確認することはできません。通常の表示に戻るに

は ` を押します。入力した数値 9、要素 (3、3)、および完全な行列が 

スタックで使用可能になります。 
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ベクトルを使用した簡単な演算 
ベクトルを使用した演算を説明するために、前述の演習で格納したベクトル 

u2、u3、v2、および v3 を使用します。また、以下の演習で使用するために、 

ベクトル A=[-1,-2,-3,-4,-5] を格納します。 

符号符号符号符号のののの変更変更変更変更    

ベクトルの符号を変更するには、キー \ を使用します。 

 

加算加算加算加算、、、、減算減算減算減算    

ベクトルの加算と減算では、2 つのベクトル オペランドが同じ長さである 

必要があります。 

 

異なる長さのベクトルを加算または減算しようとすると、エラーメッセージが

表示されます。 
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スカラースカラースカラースカラーによるによるによるによる乗算乗算乗算乗算、、、、スカラースカラースカラースカラーによるによるによるによる除算除算除算除算    

スカラーによる乗算またはスカラーによる除算は簡単です。 

 

絶対値絶対値絶対値絶対値関数関数関数関数    

絶対値の関数 (ABS) をベクトルに適用すると、そのベクトルの大きさが得 

られます。例： ABS([1,-2,6]), ABS(A), ABS(u3) は、画面に以

下のように表示されます。 

 

MTH/VECTOR メニュー 
[MTH] メニュー („´) には、ベクトル オブジェクト専用の関数の 

メニューがあります。 

 

[VECTOR] メニューには、以下の関数が含まれています (システム フラグ 

117 が CHOOSE ボックスに設定されている場合)。 
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大大大大きさきさきさきさ 

ベクトルの大きさ (前述) は、ABS 関数を使用して求めることができます。こ

の関数は、キーボード („Ê) からも利用できます。ABS 関数の応用例

については、前述しています。 

ドットドットドットドット積積積積    

DOT 関数 (上の CHOOSE ボックスのオプション 2) は、同じ長さの 2 つの

ベクトルのドット積を計算するために使用します。事前に格納されているベ

クトル A、u2、u3、v2、および v3 を使用する DOT 関数の ALG モードでの

応用例の一部を、次に示します。長さが異なる 2 つのベクトルのドット積を

計算しようとすると、エラーメッセージが表示されます。 

 

クロスクロスクロスクロス積積積積    

CROSS 関数 ([MTH/VECTOR] メニューのオプション 3) は、2 つの 2 次元ベ

クトルまたは 2 つの 3 次元ベクトル、あるいは 1 つの 2 次元ベクトルと 1 つ

の 3 次元ベクトルのクロス積を計算するために使用します。クロス積を計算

するために、2 次元ベクトルの形式 [Ax、Ay] は 3 次元ベクトル [Ax,、Ay、0] とし

て処理されます。ALG モードにおける 2 つの 2次元ベクトルと 2 つの 3 次元

ベクトルの例を次に示します。2 つの 2 次元ベクトルのクロス積では、Z 方向

にのみベクトルが生成されます。つまり、ベクトルの形式は [0、0、Cz] です。 
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1 つの 3 次元ベクトルと 1 つの 2 次元ベクトルのクロス積、およびその 

反対のクロス積の例を次に示します。 

 

長さが 2 または 3 以外のベクトルのクロス積を計算しようとすると、エラー 

メッセージが表示されます。 

 

参照 
ベクトルを使用した演算 (物理科学での応用も含む) についての詳細は、 

電卓のユーザーズガイドの第 9 章を参照してください。 
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第 9 章  
行列と線形代数 
この章では、行列の作成例、行列を使用した演算例 (線形代数の応用も 

含む) を示します。 

スタックへの行列の入力 
このセクションでは、電卓のスタックに行列を入力するための 2 つの異なる 

方法を説明します。(1) Matrix Writer を使用する方法。(2) スタックに行列を 

直接入力する方法。 

Matrix Writer Matrix Writer Matrix Writer Matrix Writer をををを使用使用使用使用するするするする方法方法方法方法    

第 8 章で説明したベクトルの場合、Matrix Writer を使用してスタックに 

行列を入力できます。たとえば、次の行列を入力してみます。 

,
5.01.02
8.29.13.0
0.22.45.2













−

−

 

まず、„² を使用して Matrix Writer を起動します。オプション  

が選択されていることを確認します。次に、以下のキー入力を行います。 

2.5\`4.2`2`˜ššš 
.3`1.9`2.8` 
2`.1\`.5` 

この段階で、Matrix Writer の画面は次のようになります。 

 

もう一度 ` を押し、行列をスタックに配置します。もう一度 ` を押す

前後の ALG モードのスタックを次に示します。 



 

ページ 9-2 

 

テキストブック表示オプションを選択 (H@)DISP!を使用し、[�Textbook] を

チェックする) している場合、行列は前述の例のようになります。その他の 

場合は、次のように表示されます。 

 

RPN モードでの表示は、これらの表示とよく似たものになります。 

スタックスタックスタックスタックにににに行列行列行列行列をををを直接入力直接入力直接入力直接入力するするするする方法方法方法方法    

以下のようにスタックに直接入力することで、前述と同じ結果を得ることがで

きます。 

„Ô 

„Ô2.5\‚í4.2‚í2™ 

‚í 

„Ô.3‚í1.9‚í2.8™ 

‚í 

„Ô2‚í.1\‚í.5` 

したがって、スタックに行列を直接入力するには、一組の括弧 („Ô) を

開き、行列の各行をそれぞれ一組の括弧 („Ô) で囲みます。カンマ 

(‚í.) を使用して各行の要素を区切り、行間は括弧で区切る必要 

があります。 

さらなる演習として、この行列を A という名前で保存します。ALG モードで

は、K~a を使用します。RPN モードでは、³~aK を使用し

ます。 
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行列を使用した演算 
その他の算術オブジェクトと同様、行列も加算および減算できます。行列 

は、スカラーで乗算したり、行列間で乗算したり、および実数に累乗したりで

きます。線形代数の応用の重要な演算は、行列の逆算です。次に、これら

の演算についての詳細を説明します。 

演算を説明するために、以下の変数に格納する行列を複数作成します。 

行列 A22、B22、A23、B23、A33、および B33 です (使用している電卓 

における乱数行列は異なる場合があります)。 

 

 

RPN モードでは、以下の手順に従います。 

{2,2}` RANM 'A22'`K {2,2}` RANM 'B22'`K 
{2,3}` RANM 'A23'`K {2,3}` RANM 'B23'`K 
{3,2}` RANM 'A32'`K {3,2}` RANM 'B32'`K 
{3,3}` RANM 'A33'`K {3,3}` RANM 'B33'`K 
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加算加算加算加算とととと減算減算減算減算    

以下の 4 つの例は、上で格納した行列を使用しています (ALG モード)。 

 

RPN モードでは、以下の 8 つの例を試してください。 

A22 ` B22`+ A22 ` B22`- 
A23 ` B23`+ A23 ` B23`- 
A32 ` B32`+ A32 ` B32`- 
A33 ` B33`+ A33 ` B33`- 

乗算乗算乗算乗算    

代数を必要とする乗算の演算は多数あります。次は、それらの演算につい

て説明します。例は Algebraic モードで表示されています。 

スカラースカラースカラースカラーによるによるによるによる乗算乗算乗算乗算    

以下に、スカラーによる行列の乗算例をいくつか示します。 
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行列行列行列行列ベクトルベクトルベクトルベクトル乗算乗算乗算乗算    

行列ベクトル乗算は、行列の列数がベクトルの長さと等しい場合のみ可能

です。以下に、行列ベクトル乗算の例をいくつか示します。 

 

一方、ベクトル行列乗算は定義されていません。ただし、ベクトル行列乗算

は、特別な行列乗算のケースとして実行可能です。次の定義を参照 

してください。 

行列行列行列行列のののの乗算乗算乗算乗算    

行列の乗算の定義は、CCCCm×n = AAAAm×p⋅BBBBp×n です。行列の乗算は、最初の 

オペランドの列数と 2 番目のオペランドの行数と等しい場合のみ可能です。 

積 cij の一般項の定義は次のとおりです。 

.,,2,1;,,2,1,
1

njmiforbac
p

k

kjikij KK ==⋅=∑
=  

行列の乗算は可換的ではありません。つまり、通常は AAAA⋅BBBB ≠ BBBB⋅AAAA です。さら

に、乗算の 1 つが存在しないこともあります。以下のスクリーン ショットは、

事前に格納した行列の乗算結果を示しています。 
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項項項項ごとのごとのごとのごとの乗算乗算乗算乗算    

次元が同じ 2 つの行列の項ごとの乗算は、HADAMARD 関数を使用 

して行うことができます。結果は当然、次元が同じ別の行列となります。この

関数は、関数カタログ (‚N)、または [MATRICES/OPERATIONS] サブ

メ ニ ュ ー  („Ø) か ら 使 用 で き ま す 。 HADAMARD 関 数 の 応 用 

については、次で説明します。 

 

行列行列行列行列をををを実数実数実数実数にににに累乗累乗累乗累乗    

行列は、指数が整数または分数部のない実数である限り任意の数に累乗

できます。以下の例は、事前に作成した行列 B22 を指数 5 で累乗した 

結果を示しています。 

 

行 列 は 、 最 初 に 指 数 を 変 数 と し て 格 納 し て い な く て も 累 乗 

することができます。 

 

Algebraic モードでのキー入力は以下のとおりです。[行列を入力または 

選択] Q [指数を入力] `。 

RPN モードでのキー入力は以下のとおりです。[行列を入力または選択] 

† [指数を入力] Q`。 
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単位行列単位行列単位行列単位行列    

単位行列には、AAAA⋅IIII = IIII⋅AAAA = AAAA という特性があります。この特性を確認 

するために、事前に格納した行列を使用した以下の例を示します。IDN 関

数 ([MTH/MATRIX/MAKE] メニュー内) を使用して、次に示すような 

単位行列を生成します。 

 

逆行列逆行列逆行列逆行列    

正方行列 AAAA の逆行列は AAAA-1、つまり AAAA⋅AAAA-1 = AAAA-1⋅AAAA = IIII です。ここで、IIII は AAAA と

同じ次元の単位行列です。逆行列は、電卓の逆関数 INV (つまり、Y キ

ー) を使用して求めます。事前に格納した行列の逆行列の例をいくつか示 

します。 

 

逆行列の特性を確認するために、以下の乗算を行います。 
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行列の特徴付け (行列の NORM メニュー) 
行列の [NORM (NORMALIZE)] メニューには、キー入力シーケンス „´ 

を使用してアクセスします。このメニューについての詳細は、電卓のユーザ

ーズガイドの第 10 章を参照してください。次に、一部の関数について説明 

します。 

DET DET DET DET 関数関数関数関数    

DET 関数は正方行列の式を計算します。例、 

 

TRACE TRACE TRACE TRACE 関数関数関数関数    

TRACE 関数は、正方行列のトレースを計算します。トレースは、正方行列 

の主対角要素の合計として定義されます。 

∑
=

=
n

i

iiatr
1

)(A

 

例: 
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線形系の解 

変数 m の n 線形方程式系は、以下のように記述することができます。 

 a11⋅x1 + a12⋅x2 + a13⋅x3 + …+ a1,m-1⋅x m-1 + a1,m⋅x m = b1, 

 a21⋅x1 + a22⋅x2 + a23⋅x3 + …+ a2,m-1⋅x m-1 + a2,m⋅x m = b2, 

 a31⋅x1 + a32⋅x2 + a33⋅x3 + …+  a3,m-1⋅x m-1 + a3,m⋅x m = b3, 

 .          .           .           …      .                   .             . 

 an-1,1⋅x1 + an-1,2⋅x2 + an-1,3⋅x3 + …+ an-1,m-1⋅x m-1 + an-1,m⋅x m = bn-1, 

 an1⋅x1 + an2⋅x2 + an3⋅x3  + …+ an,m-1⋅x m-1 + an,m⋅x m = bn. 

この線形方程式系は、以下の行列とベクトルを定義すると、行列方程式 

AAAAn×m⋅xxxxm×1 = bbbbn×1 として記述できます。 

mnnmnn

m

m

aaa

aaa

aaa

A

×



















=

L

MOMM

L

L

21

22221

11211

, 1

2

1
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=

mmx

x

x

x
M

, 1

2

1
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=

nnb

b

b

b
M

 

線形系線形系線形系線形系でのでのでのでの Numerical Solver  Numerical Solver  Numerical Solver  Numerical Solver のののの使用使用使用使用    

電卓を使用して線形方程式系を解く方法は多数あります。 1 つは、Numerical 

Solver ‚Ï を使用する方法です。Numerical Solver の画面 (下記の左

側に表示) で、オプション [4. Solve lin sys..] を選択し、@@@OK@@@ を押します。次の

入力フォームが表示されます (右側)。 

    

線形系 AAAA⋅xxxx = bbbb を解くには、A: フィールドに、次の形式で行列 AAAA を入力しま
す。[[ a11, a12, … ], … […]]また、B: フィールドにベクトル bbbb を入力します。X: 
フ ィ ー ル ド が 強 調 表 示 さ れ て い る と き に 、 @SOLVE を 押 
します。解が得られた場合、解ベクトル xxxx が X: フィールドに表示されます。 
解はスタック レベル 1 にもコピーされます。以下にいくつか例を示します。 

線型方程式系 
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2x1 + 3x2 –  5x3 = 13, 

x1 – 3x2 + 8x3 = -13, 

2x1 – 2x2 + 4x3 = -6, 

は、次の条件の場合、行列方程式 AAAA⋅xxxx = bbbb として記述することができます。 

.

6

13

13

,,

422

831

532

3

2

1

















−

−=
















=

















−

−

−

= bxA and

x

x

x

 

この系に未知として同じ数の方程式があり、正方系として参照される。一般

的に、系には固有の解が必要です。その解は、3 つの方程式で表される 

座標系 (x1、x2、x3) の 3 平面の交差点となります。 

行列 AAAA を入力するには、A: フィールドを選択しているときに Writer while を

アクティブにします。以下の画面は、行列 AAAA の入力に使用した Matrix 

Writer、および行列 AAAA を入力 (Matrix Writer で ` を押す) 後の 

Numerical Solver の入力フォームを示しています。 

    

˜ を押して、B: フィールドを選択します。ベクトル b は、一組の括弧で囲 

まれた行ベクトルとして入力できます。つまり、[13,-13,-6] @@@OK@@@ 。 

行列 A とベクトル b を入力後、X フィールドが強調表示されている 

状態で、@SOLVE! を押すと、この方程式系を解くことができます。 
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得られた解は次のとおりです。 

 

逆行列逆行列逆行列逆行列のののの解解解解    

AAAA が正方行列である系 AAAA⋅xxxx = bbbb の解は、 

xxxx = AAAA-1⋅ bbbb です。前述の例では、電卓を使用して次のような解が得られます 

(まず。行列 A とベクトル b をもう一度入力します)。 

 

行列行列行列行列のののの「「「「除算除算除算除算」」」」によるによるによるによる解解解解    

除算演算は行列には定義されていませんが、電卓の / キーを使用 

して、ベクトル bbbb を行列 AAAA で「除算」して、行列方程式 AAAA⋅xxxx = b b b b の xxxx の解を

求めることができます。前述の例の bbbb を  AAAA で「除算」するための 

手順を以下に示します。 

手順は以下のスクリーン ショットに示されています (行列 AAAA とベクトル bbbb を

もう一度入力します)。 
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参照 
行列の作成、行列の演算、および線形代数での行列の応用についての詳

細は、電卓のユーザーズガイドの第 10 章および第 11 章を参照 

してください。 
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第 10 章  
グラフィック 
この章では、電卓のグラフィック機能の一部を紹介します。ここでは、デカル

ト座標と極座標による関数のグラフィック、パラメータ プロット、円錐曲線の 

グラフィック、バー プロット、散布図、および高速 3D プロットについて 

説明します。 

電卓のグラフ オプション 
電卓で使用可能なグラフィック形式のリストにアクセスするには、„ô 

(D) の順にキーを押してください。RPN モードを使用している場合、 

いずれかのグラフ機能をアクティブにするには、これら 2 つのキーを同時に 

押す必要があります。2D/3D 機能をアクティブにすると、電卓に [PLOT 

SETUP] ウィンドウが表示されます。このウィンドウには、次に示すような 

[TYPE] フィールドが表示されます。 

 

ほとんどの場合、[TYPE] フィールドのすぐ前に、[Function] オプションが 

強調表示されて表示されます。これは、電卓のデフォルトのグラフ タイプで

す。使用可能なグラフ タイプのリストを表示するには、 @CHOOS という 

ラベルのソフト メニュー キーを押します。このキーを押すと、次の 

オプションを含むプルダウン メニューが表示されます。すべてのオプション 

を表示するには、上矢印キーと下矢印キーを使用します。 
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y = f(x) という形式の式のプロット 

例として、次の関数をプロットします。 

)
2

exp(
2

1
)(

2x
xf −=

π  

• 最初に、„ô を押して、プロット設定環境を入力します。 

タイプとして [関数] オプションが選択されていること、および独立変数 

(INDEP) として「X」が選択されていることを確認します。L@@@OK@@@ を押

して、通常の電卓表示に戻ります。[PLOT SET UP] ウィンドウは、 

次のようになります。 

 

• „ñ を押して、プロット環境を入力します。RPN モードの場合は、 

これらのキーを同時に押します。@ADD を押して、Equation Writer に移動

します。方程式 Y1 (X) = の右辺を入力するように求める 

プロンプトが表示されます。プロットする関数を入力します。Equation 

Writer に、次のように表示されます。 
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• ` を押して、[PLOT - FUNCTION] ウィンドウに戻ります。式「Y1(X) = 

EXP(-X^2/2)/√(2*π)」が強調表示されます。L@@@OK@@@ を押して、通常の 

電卓表示に戻ります。 

• „ò を入力して、PLOT WINDOW 環境を入力します。RPN モードの 

場合は、これらのキーを同時に押します。H-VIEW に -4 ～ 4 までの 

範囲の値を使用し、@AUTO を押して V-VIEW を自動的に生成します。 

[PLOT WINDOW] 画面は次のようになります。 

 

• グラフをプロットする： @ERASE  @DRAW (電卓がグラフの作成を終了するまで 

待ちます) 

• ラベルを表示する： @EDIT L @LABEL @MENU 

• 最初のグラフィック メニューを復元する：LL@)PICT 

• 曲線をトレースする： @TRACE @@X,Y@@ 。次に、右矢印キーと左矢印キー 

(š™) を使用して、曲線を動かします。トレースした点の座標が 

画面下部に表示されます。x = 1.05 であること、および y = 0.0231 であ

ることを確認します。また、x = -1.48 であること、および y = 0.134 である

ことを確認します。次の画像は、トレーシング モードでのグラフ 

を示しています。 

 

• メニューを復元しプロット ウィンドウ環境に戻るには、L@CANCL を押し

ます。L@@@OK@ を押して、通常の表示に戻ります。 
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関数の値の表を生成する 
„õ(E) キーと „ö(F) キーを押すと (RPN モードの 
場合は同時に押します)、関数の値の表を生成することができます。たとえ
ば、関数 Y(X) = X/ (X+10) の表を -5 < X < 5 の範囲で生成するには、 
次の手順に従います。 

• 前述のとおり、関数 f(x) の値を生成します。このとき、x の値は -5 から 
5 までとし、0.5 ずつ増やすものとします。最初に、„ô を押して [プ
ロット設定] 画面を表示し、グラフ タイプが [[[[FUNCTIONFUNCTIONFUNCTIONFUNCTION]]]] に設定 
されていることを確認します。RPN モードでは、これらのキーを同時に押 
します。 [Type] オプションの前のフィールドが強調表示されます。 
このフィールドが [[[[FUNCTIONFUNCTIONFUNCTIONFUNCTION]]]] に設定されていない場合は、ソフト キー 
@CHOOS を押して [[[[FUNCTIONFUNCTIONFUNCTIONFUNCTION]]]] オプションを選択し、@@@OK@@@ を押します。 

• 次 に 、˜ を 押 し て  [EQ] オ プ シ ョ ン の 前 に あ る フ ィ ー ル ド を 
強調表示し、関数式「X/(X+10)」を入力します。` を押します。 

• [プロット設定] 画面への変更を受け入れるには、L@@@OK@@@ を押します。 
通常の電卓表示に戻ります。 

• 次に、„õ (つまりソフトキー E) を押して、[Table Set-up] 画面にア
ク セ ス し ま す 。 RPN モ ー ド の 場 合 は 、 こ れ ら の キ ー を 同 時 に 押 
します。この画面では、開始値 (Start) および増加値 (Step) を選択 
することができます。次のように入力します。5\ @@@OK@@@ 0.5  

@@@OK@@@  0.5@@@OK@@@ (つまり、ズーム比 = 0.5)必要な場合は、[Small 
Font] オプションの前にチェックマークが表示されるまで、ソフト メニュー キ
ー  を切 り替え ます。 次 に、 @@@OK@@@ を 押します 。こ うすると、 
通常の電卓表示に戻ります。 

• 表を表示するには、„ö (つまり、ソフト メニュー キー F) を押し
ま す 。 RPN モ ー ド の 場 合 は 、 こ れ ら の キ ー を 同 時 に 押 し ま す 。 
こうすると、x の値 (-5, -4.5…)、およびそれに対応する f(x) の値の 
表が生成されます。f(x) の値は、デフォルトでは Y1 として表示 
されます。上矢印キーおよび下矢印キーを使用して、表の中を移動する
ことができます。ここでは、独立変数 x の終了値を指定しませんでした。 
このため、表は、あらかじめ指定した x の最大値 (つまり x = 5) を超え
て作成されます。 

表が表示されている間に使用可能なオプションは @ZOOM、@@BIG@、および @DEFN 
です。 

• @DEFN を選択すると、独立変数の定義が表示されます。 

• @@BIG@   キ ー を 使 用 す る と 、 表 内 の フ ォ ン ト の 大 小 を 変 更 
することができます。試してみてください。 

• @ZOOM キーを押すと、[In]、[Out]、[Decimal]、[Integer]、および [Trig] の 
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オプションを含むメニューが表示されます。次の練習を行ってください。 
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• [In] オプションを強調表示して @@@OK@@@ を押します。x の増加値が 0.5 

ではなく 0.25 になるように、表が拡張されます。電卓によって、 

元の増加値 0.5 にズーム比 0.5 が乗算され、新しい増加値 0.25 が

生成されます。このため、表の x 値の解を増やす場合には、 

[zoom in] オプションを使用すると便利です。 

• ズーム比 0.5 を追加して解を増やすには、@ZOOM を押し、[In] オプション

をもう一度選択して @@@OK@@@ を押します。これで、x の増加値が 0.0125 に

なります。 

• 以前の x 増加値を復元するには、 @ZOOM —@@@OK@@@ を押して、 

[Un-zoom] オプションを選択します。x の増加値が 0.25 に増えます。 

• 元の x 増加値 (0.5) を復元するには、[un-zoom] をもう一度実行す

るか、@ZOOM  ˜@@@OK@@@ を押して [zoom out] オプションを使用します。 

• @ZOOM の [10 進数] オプションを選択すると、x の増加値が 0.10 にな

ります。 

• @ZOOM の [整数] オプションを選択すると、x の増加値が 1 になります。 

• [三角] オプションを選択すると、増加値が π の端数に関連して生成 

されます。このため、このオプションは、三角関数の表を生成する場

合に便利です。  

• 通常の電卓表示に戻るには ` を押します。 

高速 3D プロット 
高速 3D プロットは、z = f(x,y) の形式の方程式で表される 3 次元の表面を

視覚化する際に使用されます。たとえば、z = f(x,y) = x2+y2 を視覚化する場

合は、次の手順に従います。 

• „ô を押して (RPN モードの場合は同時に押します)、[PLOT 

SETUP] ウィンドウにアクセスします。 

• [TYPE] を [Fast3D] に変更します。( @CHOOS、[Fast3D]、@@OK@@の順) 

• ˜ を押して「X^2+Y^2」と入力し、@@@OK@@@ を押します。 

• Indep: 変 数として「X」が 、また Depnd: 変数とし て「Y」が選択 

されていることを確認します。 

• L@@@OK@@@ を押して、通常の電卓表示に戻ります。 

• „ò を押して (RPN モードの場合は同時に押します)、[PLOT 

WINDOW] 画面にアクセスします。 
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• 次のデフォルトのプロット ウィンドウの範囲を維持します。 

X-Left: -1 X-Right: 1 

Y-Near: -1 Y-Far: 1 

Z-Low: -1 Z-High: 1 

Step Indep: 10  Depnd: 8 

 

注注注注：：：：Step Indep: 値と Depnd: 値は、プロット内で使用されるグリッド線の 

数を示しています。これらの値が大きくなるほど、グラフの生成時間が長 

くなります。ただし、グラフィック生成のための時間は比較的高速です。

当分の間は、Step データのデフォルト値である 10 と 8 を使用します。 

• @ERASE  @DRAW を押して、3 次元の表面を描画します。この結果、表面が 

ワイヤフレームで描画され、参照座標系が画面の左下隅に表示されま

す。矢印キー (š™—˜) を使用して、表面の方向を変更 

することができます。参照座標系の方向は、表面の方向に応じて変更 

されます。表面の方向を変更してみてください。次に、グラフの表示例を 

2 つ示します。 

 

• 演算が終了したら、@EXIT を押します。 

• @CANCL を押して、[PLOT WINDOW] 環境に戻ります。 

• Step のデータを次のように変更します。Step Indep: 20 
Depnd:16 

• @ERASE  @DRAW を押して、表面プロットを表示します。次に、サンプルを示 

します。 
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• 演算が終了したら、@EXIT を押します。 

• @CANCL を押して、[PLOT WINDOW] に戻ります。 

• $ または L@@@OK@@@ を押して、通常の電卓表示に戻ります。 

また、表面 z = f(x,y) = sin (x2+y2) の高速 3D プロットも試してみてください。 

• „ô を押して (RPN モードの場合は同時に押します)、[PLOT 

SETUP] ウィンドウにアクセスします。 

• ˜ を押して「SIN(X^2+Y^2)」と入力し、@@@OK@@@ を押します。 

• @ERASE @DRAW を押して、傾きフィールドプロットを描画します。@EXIT @EDIT 

L @)LABEL   @MENU を押して、メニューを除いた識別ラベル付きの 

プロットを表示します。 

• LL@)PICT を押して、[EDIT] 環境を終了します。 

• @CANCL を押して、[PLOT WINDOW] 環境に戻ります。次に、$ または 

L@@@OK@@@ を押して、通常の電卓表示に戻ります。 

参照 
グラフィックの詳細については、電卓のユーザーズガイドの第 12 章および 

第 22 章を参照してください。 
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第 11 章  
微積分応用 
この章では、電卓の機能を上限/下限、導関数、べき級数などの微積分に

関する演算に応用する方法について説明します。 

CALC (微積分) のメニュー 
こ の 章 で 示 さ れ て い る 関 数 の 多 く は 、 電 卓 の  CALC メ ニ ュ ー に 含 

まれています。このメニューを表示するには „Ö を続けて押します。 

このキー入力は、4 に関連付けられています。 

 

このメニューにある最初の 4 つのオプションは、実際にはサブメニュー 

であり、(1) 導関数と整数、(2) 上限/下限とべき級数、(3) 微分方程式、 

(4) グラフィックに適用されます。この章では、エントリ (1) と (2) の関数 

について説明します。関数 DERVX と INTVX については、11-3 ページで 

説明します。 

上限/下限と導関数 
微分学は、関数の導関数 (変更率) とその数学的分析への応用に関 

するものです。関数の導関数は、関数の差異の上限/加減として定義されま

す。これは、独立変数の増加値は 0 である傾向があるためです。また、 

上限/下限は、関数の連続性を確認する際にも使用されます。 

関数 lim 

電卓では、関数の上限/下限を計算する関数 lim を使用できます。この関数 

は、関数を示す式、および上限/下限を計算する値を入力値として使用しま

す。関数 lim を使用するには、コマンド カタログ (‚N~„l)、 

または CALC メニューのオプション [2. 上限/下限とべき級数] を使用します 

(上図参照)。 
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ALG モードでは、関数 lim は lim(f(x),x=a) として入力され、 

上限/下限 )(lim xf
ax→ を計算します。RPN モードでは、関数を入力してから

式「x=a」を 入力し、最後に関数 lim を指定します。次に、ALG モードでの例

を示 します。ここでは、一部の上限/下限が無限および片側極限に設定さ

れています。無限の記号は 0 キー (つまり „è) に関連付 

けられています。 

 
 

 

片側極限を計算するには、変数の値に +0 または -0 を追加します。「+0」は

、右側からの限度を意味します。また、「–0」は左側からの限度を意味します

。たとえば、x が左側から 1 に近づいた場合の限度 1−x  は、次のキー入

力で確認することができます (ALG モードの場合)。 

‚N~„l˜$OK$  R!ÜX- 

1™@íX@Å1+0` 

次のような結果になります。 
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関数関数関数関数 DERIV  DERIV  DERIV  DERIV およびおよびおよびおよび DERVX DERVX DERVX DERVX    

関数 DERIV は、独立変数に関する導関数を取得する際に使用します。関数 
DERVX は、CAS のデフォルト変数 VX (通常は「X」) に関する導関数 
を取得する際に使用します。関数 DERVX は、CALC メニューから直接使用 
できます。また、これら両方の関数は、CALCL メニュー („Ö) 内の 
[DERIV&INTEG] サブメニューから使用できます。 

関数 DERIV には 関数say f(t) および独立変数 say と t が必要です。関数 
DERVX には、VX の関数のみが必要です。次に、ALG モードでの例を示 
します。RPN モードでは、関数を適用する前に、引数を入力する必要 
があることに注意してください。  

 

原始関数と積分 
関数 f(x) の原始関数は関数 F(x) です。つまり、f(x) = dF/dx となります。 
原始関数を示す方法は、次に示すような不定積分のみです。 

CxFdxxf +=∫ )()(
 

f(x) = dF/dx のとき、かつそのときに限り、C は定数になります。 

関数関数関数関数 INT INT INT INT、、、、INTVXINTVXINTVXINTVX、、、、RISCHRISCHRISCHRISCH、、、、SIGMA SIGMA SIGMA SIGMA およおよおよおよびびびび SIGMAVX SIGMAVX SIGMAVX SIGMAVX    

電卓では、関数の原始関数を計算する関数 INT、INTVX、RISCH、SIGMA、 
および SIGMAVX を使用できます。関数 INT、RISCH、および SIGMA は、任
意の変数の関数とともに使用できます。一方、関数 INTVX と SIGMAVX で
は 、 CAS 変 数  VX ( 通 常 は 「 x 」 ) の 関 数 が 使 用 さ れ ま す 。 
このため、関数 INT および RISCH には、積分する関数の式だけでなく、 
独立変数名も必要です。また、関数 INT には、原始関数が評価される x の
値も必要です。関数 INTVX と SIGMAVX には、VX について積分する 
関数の式のみが必要です。関数 INTVX、RISCH、SIGMA、および SIGMAVX 
は、CALC メニューの [DERIV&INTEG] から使用できます。また、INT は、コマ
ン ド  カ タ ロ グ か ら 使 用 で き ま す 。 次 に 、 ALG モ ー ド で の 例 を 示 
します。これらをアクティブにするには、関数名を入力します。 
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関数 SIGMAVX と SIGMA は、前述のような階乗 (!) 関数などの整数関数 

を含む被積分関数で使用することを目的として提供されています。この結果

は、いわゆる不連続導関数、つまり整数値にのみ定義された導関数です。 

定積分定積分定積分定積分    

関数の定積分では、結果として得られる原始関数は、間隔 (a,b) の上限お

よび下限で評価され、評価された値は減算されます。記号的には、

),()()( aFbFdxxf
b

a
−=∫ f(x) = dF/dx になります。 

CAS の PREVAL(f(x),a,b) 関数では、CAS 変数 VX である x とともに  

f(b)-f(a) を返すことにより、このような計算を簡素化することができます。 
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無限級数 
関数 f(x) は、テイラー級数を使用することによって、x=x0 の点を軸に 

無限級数に拡張することができます。 

∑
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−⋅=
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n

n

o

o

n

xx
n

xf
xf
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つまり、f(n)(x) は x について f(x) の n 番目の導関数を示しています  

(f(0)(x) = f(x))。 

値 x0 = 0 の場合、級数は マクローリン級数と呼ばれます。 

関数関数関数関数 TAYLR TAYLR TAYLR TAYLR、、、、TAYLR0TAYLR0TAYLR0TAYLR0、、、、およびおよびおよびおよび SERIES SERIES SERIES SERIES    

関数 TAYLR、TAYLR0、および SERIES は、残余を含むテイラー級数 
とともに、テイラー多項式を生成する際にも使用されます。これらの関数は、
この章の前半で説明したように、CALC メニューの [上限/下限とべき級数] 
から使用できます。 

関数 TAYLOR0 は、デフォルトの独立変数 VX (通常は「X」) の式のマクロー
リン級数 (X = 0) を拡張します。拡張時には、4 番目の相対乗が使用されます
。つまり、拡張時の最も高い乗数と最も低い乗数の差は 4 です。次の例を参
照してください。 

 

関数 TAYLR は、ユーザによって指定された順序 k の点 x = a について、 

変数 x の関数のテイラー級数を拡張します。このため、関数の形式は 

TAYLR(f(x-a),x,k) のようになります。例、 
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関数 SERIES は、テイラー多項式を生成する際に、拡張する関数 f(x)、 

変数名 (マクローリン級数の場合) またはテイラー級数の拡張点を示す 

「変数 = 値」という形式の式、および生成する級数の順番を引数として 

使用します。関数 SERIES は、4 つのアイテムを含むリストおよび h = x - a 

の式を出力アイテムとして返します。これは、関数呼び出しの 2 番目の 

引数が「x=a」である場合、つまり増加値 h の式である場合です。最初の 

出力オブジェクトとして返されるリストには、次のアイテムが含まれます。 

1. 関数の各頂点の双方向限度。つまり )(lim xf
ax→

 

2. 関数 near x = a の同等値。 

3. テイラー多項式の式。 

4. 残余または剰余の順番。 

比較的大きなデータが出力されるため、この関数は RPN モードで実行 

することをお勧めします。たとえば、次のスクリーンショットは、前述の 

TAYLR 関数を使用する前と後の RPN スタックを示しています。 

 

 

 

この例を生成するためのキー入力は次のとおりです。 

~!s`!ì2/-

S~!s`6!Ö˜$OK$  ˜˜˜˜$OK$   

参照 
微積分演算の定義と応用の詳細については、電卓のユーザーズガイドの

第 13 章で説明しています。 
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第 12 章  
多変量微積分応用 
多変量微積分は、2 つ以上の変数の関数に関連します。この章では、 

多変量微積分の基本概念である偏導関数と多重積分について説明します。 

偏導関数 
多変量関数の偏導関数をすばやく計算するには、対象の変数に関する通

常の導関数のルールを使用し、その他の変数は定数として扱います。例、 

( ) ( ) )sin()cos(),cos()cos( yxyx
y

yyx
x

−=
∂
∂

=
∂
∂

 

電卓では、このマニュアルの第 11 章で詳しく説明している導関数 DERVX、 

DERIV、および ∂ を使用して、偏導関数を計算することができます。DERVX 

では、CAS のデフォルト変数である VX (通常は「X」) が使用されます。 

次に、一次偏導関数の例を示します。最初の 2 つの例で使用されている 

関数は f(x,y) = x cos(y) および g(x,y,z) = (x2+y2)1/2sin(z) です。 
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ALG モードで関数 f(x,y) と g(x,y,z) を定義するには、次の式を使用します。 

DEF(f(x,y)=x*COS(y)) `        DEF(g(x,y,z)=√(x^2+y^2)*SIN(z) ` 

導関数の記号を入力するには ‚¿ を使用します。たとえば、ALG モー

ドの画面では、導関数 )),(( yxf
x∂
∂

は ∂x(f(x,y)) ` と入力します。 

多重積分 
x-y 面の領域 R 上にある関数 f(x,y) の二重積分は、物理的には、領域 R 

の上の表面 f(x,y) に含まれる固体の体積であると理解することができます。 

領域 R は R = {a<x<b, f(x)<y<g(x)} または R = {c<y<d, r(y)<x<s(y)} と表現す

ることができます。つまり、二重積分は次のように記述することができます。 

∫ ∫∫ ∫∫∫ φ=φ=φ
d

c

)y(s

)y(r

b

a

)x(g

)x(f
R

dydx)y,x(dydx)y,x(dA)y,x(

 

二重積分は電卓で簡単に計算することができます。次に示すように、二重

積分は Equation Writer で構築することができます (ユーザーズガイドの第 

2 章の例を参照)。この二重積分は、式全体を選択し、関数 @EVAL を使用 

することによって、Equation Writer で直接計算することができます。 

結果はゼロ 3/2 です。 

 

参照 
多変量微積分演算とその応用の詳細については、電卓のユーザーズガイド

の第 14 章で説明しています。 
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第 13 章  
ベクトル解析の応用 
この章では、ベクトル解析の計算操作に使用する関数 HESS、DIV、および 

CURL の使用方法について説明します。 

Del 演算子 
「del」または「nabla」演算子と呼ばれる次の演算子は、ベクトルベースの演

算子であり、次のようなスカラー関数またはベクトル関数に適用することが

できます。 

[ ] [ ] [ ] [ ]
z

k
y

j
x

i
∂
∂

⋅+
∂
∂

⋅+
∂
∂

⋅=∇
 

スカラー関数に適用する場合、関数の勾配を取得できます。また、ベクトル

関数に適用する場合、その関数の発散および回転を取得できます。勾配と

発散を組み合わせることにより、スカラー関数のラプラシアンが生成 

されます。 

勾配 
スカラー関数 φ(x,y,z) の勾配は、gradφ =∇φ で定義されたベクトル関数です

。関数 HESS を使用して、関数のグラジアンを取得することができます。関

数は、n 独立変数 φ(x1, x2, …,xn) の関数と関数 [‘x1’ ‘x2’…’xn’] のベクトルを

入力値として取ります。関数は、関数 HHHH = [hij] = [∂φ/∂xi∂xj] のヘッシアン行

列、n 変数についての関数の勾配 (gradgradgradgrad f = [ ∂φ/∂x1  ∂φ/∂x2 … ∂φ/∂xn])、

および変数のリスト [‘x1’, ‘x2’,…,’xn’] を返します。RPN モードのほうが関数

を簡単に視覚化することができます。関数 φ(X,Y,Z) = X2 + XY + XZ につい

て考えてみます。次の例では、関数 HESS をこのスカラー場に適用します。 

 

このため、勾配は [2X+Y+Z, X, X] になります。 

または、次に示すように、関数 DERIV を使用します。 
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発散 
ベ ク ト ル 関 数  FFFF(x,y,z) = f(x,y,z)i i i i + g(x,y,z)j j j j +h(x,y,z)k k k k の 発 散 は 、 

関数で微分演算子の「ドット積」を取ることによって定義されます。つまり、

FdivF •∇= のようになります。関数 DIV を使用して、ベクトル場の発散 

を計 算 する こと がで き ま す。た とえ ば 、ALG モ ー ドで は、 FFFF(X,Y,Z) = 

[XY,X2+Y2+Z2,YZ] の 発 散 は 次 の よ う に 計 算 さ れ ま す 。 

DIV([X*Y,X^2+Y^2+Z^2,Y*Z],[X,Y,Z]) 

 

回転 
ベクトル場 FFFF(x,y,z) = f(x,y,z)iiii+g(x,y,z)jjjj+h(x,y,z)k k k k の回転は、ベクトル場で 

微分演算子の「クロス積」を取ることによって定義されます。つまり、

FF ×∇=curl のようになります。関数 CURL を使用して、ベクトル場の 

回転を計算することができます。たとえば、関数 FFFF(X,Y,Z) = [XY,X2+Y2+Z2,YZ] 

の回転は次のように計算されます。CURL([X*Y,X^2+Y^2+Z^2,Y*Z],[X,Y,Z]) 

 

参照 
ベクトル解析の応用の詳細については、電卓のユーザーズガイドの第 15 

章を参照してください。 
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第 14 章  
微分方程式 
この章では、電卓の関数を使用して常微分方程式 (ODE) を解く方法 

について、例を挙げて説明します。微分方程式は、独立変数の導関数を含

む方程式です。ほとんどの場合、微分方程式を満たす依存関数を探します。 

CALC/DIFF メニュー 
CALC („Ö) メニュー内の [DIFFERENTIAL EQNS] サブメニューには、

微分方程式を解くための関数が用意されています。次にメニューを示します

。ここでは、システム フラグ 117 が CHOOSE ボックスに設定されています。 

    

次に、これらの関数について簡単に説明します。それぞれの関数について
は、この章の後半で詳しく説明します。 

DESOLVE: 微分方程式 SOLVEr が微分方程式を解きます (可能な場

合)。 

ILAP: 逆ラプラス変換、L-1[F(s)] = f(t) 

LAP: ラプラス変換、L[f(t)]=F(s) 

LDEC: 線形微分方程式コマンド 

線形方程式と非線形方程式の解 
従属変数とその適当な導関数すべてが一次方程式の一部である場合、そ
の方程式は 線形方程式 と呼ばれます。それ以外の場合、その方程式は非
線形と呼ばれます。 
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関数関数関数関数 LDEC LDEC LDEC LDEC    

電卓には、関数 LDEC (線形微分方程式コマンド) が用意されています。 
この関数を使用して、一定係数を含む任意の順序の線形 ODE の一般解 
を、それが同次であるかどうかに関係なく見つけることができます。この機
能を使用する場合、次の 2 つの項目を入力する必要があります。 

• ODE の右側 

• ODE の特性方程式 

これらは両方とも、電卓の CAS (通常は X) のデフォルトの独立変数 

について入力する必要があります。関数の出力は、ODE の一般解です。 

次に、RPN モードでの例を示します。 

例 1 – 同次 ODE を解く 

d3y/dx3-4⋅(d2y/dx2)-11⋅(dy/dx)+30⋅y = 0 

次のように入力します。 

0 ` 'X^3-4*X^2-11*X+30'` LDEC µ 

解は次のようになります。図は EQW スクリーンショットをまとめたものです。 

 

 

cC0、cC1、および cC2 は積分の定数です。この結果は次の式と同じです。 

y = K1⋅e–
3x + K2⋅e

5x + K3⋅e
2x 

例 2 – 関数 LDEC を使用して、非同次 ODE を解く 

d3y/dx3-4⋅(d2y/dx2)-11⋅(dy/dx)+30⋅y = x2 

次のように入力します。 

'X^2' ` 'X^3-4*X^2-11*X+30'` LDEC µ 

解は次の通りです。 

 

 

これは次の式と同じです。 

y = K1⋅e–
3x + K2⋅e

5x + K3⋅e
2x + (450⋅x2 +330⋅x +241)/13500 
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関数関数関数関数 DESOLVE DESOLVE DESOLVE DESOLVE    

電卓には、特定のタイプの微分方程式を解くための関数 DESOLVE (微分

方程式 SOLVEr) が用意されています。この関数には、微分方程式 

と未知の関数を入力値として指定する必要があります。この関数は、可能

であれば方程式の解を返します。また、微分方程式だけを指定する代わり

に、微分方程式と初期条件を含むベクトルを DESOLVE の入力値として 

指定することができます。 関数 DESOLVE は、[CALC/DIFF] メニューから 

使用できます。次に、RPN モードでの DESOLVE の応用例を示します。 

例 1 – 一次 ODE を解く 

dy/dx + x2⋅y(x) = 5 

電卓で、次の式を入力します。 

'd1y(x)+x^2*y(x)=5' ` 'y(x)' ` DESOLVE 

次のような解が提供されます。 

{‘y(x) = (5*INT(EXP(xt^3/3),xt,x)+cC0)*1/EXP(x^3/3)}’ } 
この式は、次のように簡約されます。 

( ).)3/exp()3/exp(5)( 0
33 Cdxxxxy +⋅⋅−⋅= ∫  

変数変数変数変数 ODETYPE ODETYPE ODETYPE ODETYPE    

ソフト メニュー キーに @ODETY (ODETYPE) という新しい変数が追加 

されています。この変数は、DESOL 関数を呼び出したことによって生成 

され、DESOLVE の入力値として使用された ODE のタイプを示す文字列を 

保持しています。文字列「1st order linear」を取得するには @ODETY を

押します。 

例 2 – 初期条件を含む方程式を解く次の式を解きます。 

d2y/dt2 + 5y = 2 cos(t/2) 

次のような初期条件があります。 

y(0) = 1.2, y’(0) = -0.5 

電卓で、次の式を入力します。 

[‘d1d1y(t)+5*y(t) = 2*COS(t/2)’ ‘y(0) = 6/5’ ‘d1y(0) = -1/2’] ` 

‘y(t)’ ` 

DESOLVE 

初期条件が厳密式に変更されていることに注意してください。つまり、「

y(0)=1.2」ではなく「y(0) = 6/5」が、「d1y(0) = -0.5」ではなく「d1y(0) = -1/2」
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が使用されています。このような厳密式に変更することにより、解を簡単に

求めることができます。 

注注注注 ：：：：10 進値の分数式を取得するには、関数 �Q を使用します  

(第 5 章を参照)。 

µµ を押して、結 果 を簡約します。この結 果 を表示するには、 

˜ @EDIT を使用します。 

 

つまり、次のようになります。 

‘y(t) = -((19*√5*SIN(√5*t)-(148*COS(√5*t)+80*COS(t/2)))/190)’ 

こ の 場 合 、``J@ODETY を 押 す と 、 ODE タ イ プ を 示 す 文 字 列 
「Linear w/ cst coeff」が表示されます。 

ラプラス変換 
関数 f(t) のラプラス変換によって、イメージ領域内に関数 F(s) が生成 
されます。この関数を使用すると、f(t) を含む線形微分方程式を代数法で解 
くことができます。この応用に必要なステップは次の 3 つです。 

1. ラプラス変換を使用して、f(t) を含む線形 ODE を代数方程式に変換します。  

2. イメージ領域内で、未知の F(s) が代数操作によって解かれます。 

3. 逆ラ プ ラス 変 換を 使用 し て、 ステッ プ 2 で 検出 さ れた像 関 数を 
微分方程式 f(t) の解に変換します。 

電卓電卓電卓電卓でのでのでのでのラプラスラプラスラプラスラプラス変換変換変換変換とととと逆逆逆逆ラプラスラプラスラプラスラプラス変換変換変換変換    

電卓には、関数 f(VX) のラプラス変換と逆ラプラス変換を計算するための 
関数 LAP と ILAP が用意されています。この関数の VX は、CAS のデフォ
ルトの独立変数 (通常は X) です。電卓では、変換または逆変換が X の関
数として返されます。関数 LAP および ILAP は、[CALC/DIFF] メニューから
使 用 で き ま す 。 次 の 例 は 、 RPN モ ー ド で の 変 換 を 示 し て い ま す 。 
ただし、ALG モードにも簡単に変換することができます。 

例 1 – ラプラス変換の定義を取得する場合、RPN モードでは ‘f(X)’` 
LAP を、ALG モードでは LAP(F(X)) を使用します。電卓によって、RPN 
モードでは左、ALG モードでは右のような結果が返されます。 
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これらの式を、前述のラプラス変換の定義で使用した式 (下記) と比較します。  

 { } ∫ 
∞ 

− ⋅ = = 
0 , ) ( ) ( ) ( dt e t f s F t f L st 

 

Equation Writer 画面の CAS のデフォルト変数 X がこの定義の変数 

に置き換わっています。このため、関数 LAP を使用する場合は、f(X) のラ

プラス変換である X の関数に戻されます。 

例 2 – F(s) = sin(s) の逆ラプラス変換を決定します。次の式を使用します。 

‘1/(X+1)^2’`ILAP 

電卓によって、結果「X⋅e-X」が返されます。これは、L -1{1/(s+1)2} = x⋅e-x とい

う意味です。 

フーリエ級数 

複素フーリエ級数は、次の式で定義されます。 

∑
+∞

−∞=

⋅=
n

n
T

tin
ctf ),

2
exp()(

π

 

ここで、 

∫ ∞−−−∞=⋅⋅
⋅⋅⋅

⋅=
T

n
ndtt

T

ni
tf

T
c

0
.,...2,1,0,1,2,...,,)

2
exp()(

1 π

 

関数関数関数関数 FOURIER FOURIER FOURIER FOURIER    

関数 FOURIER は、複素形式のフーリエ級数によって提供される関数 f(t) 

の係数 cn と n の値を提供します。関数 FOURIER を呼び出す前に、T 周期

関 数 の 周 期  (T) の 値 を  CAS 変 数  PERIOD に 格 納 す る 必 要 

があります。関数 FOURIER は、CALC メニュー („Ö) 内の [DERIV] 

サブメニューから使用できます。 
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二次関数二次関数二次関数二次関数ののののフーリエフーリエフーリエフーリエ級数級数級数級数    

関数 g(t)  = (t-1)2+(t-1) の係数 c0、c1 、および c2 を決定します。 

ここでは、周期 T は 2 です。 

最初に、電卓で ALG モードを使用して、関数 f(t) および g(t) を定義 

します。 

 

次に、[HOME] 下の [CASDIR] サブディレクトリに移動し、変数 PERIOD の

値を変更します。たとえば、次のようになります。 

„(hold) §`J@)CASDI `2K@PERIOD  ` 

 

関数 f と g を定義したサブディレクトリに戻り、係数を計算します。 

演 習 を 行 う 前 に 、 CAS を  Complex モ ー ド に 設 定 し て く だ さ い  

(第 2 章を参照)。関数 COLLECT は、ALG メニュー (‚×) から使用で

きます。 
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このため、           c0 = 1/3, c1 = (π i+2)/π2, c2 = (π i+1)/(2π2) となります。 

3 つの要素を含むフーリエ級数は、次のように記述されます。 

g(t) ≈ Re[(1/3) + (π i+2)/π2⋅exp(i⋅π t)+ (πÞi+1)/(2π2)⋅exp(2⋅i⋅π t)] 

参照 
微分方程式の追加定義、応用、および演習、ラプラス変換の使用方法、フ

ーリエ級数と変換、さらに数値法と図式解法の詳細については、電卓のユ

ーザーズガイドの第 16 章を参照してください。 





 

ページ 15-1 

第 15 章  
確率分布 
この章では、事前定義された確立分布の電卓での応用例を示しています。 

MTH/PROBABILITY.. サブメニュー - パート 1 
[MTH/PROBABILITY..] サブメニューにアクセスするには、„´ を続 

け て押 しま す 。シス テム フラ グ 117 が CHOOSE ボッ クス に 設 定 

されている場合、[確率..] メニューから次の関数を使用できます。 

    

このセクションでは、関数 COMB、PERM、! (階乗)、および RAND について 

説明します。 

階乗階乗階乗階乗、、、、組組組組みみみみ合合合合わせわせわせわせ、、、、およびおよびおよびおよび順列順列順列順列    

整 数  n の 階 乗 は 、 n! = n⋅ (n-1)⋅ (n-2) … 3⋅2⋅1 の よ う に 定 義 

されます。定義上は、0! = 1 です。 

階乗は、順列の数およびオブジェクトの組み合わせを計算する際に使用さ

れます。たとえば、n の明白なオブジェクトに含まれる r 個のオブジェクトの 

順列数は次のようになります。 

)!/(!)1)...(1)(1( rnnrnnnnrn P −=+−−−=
 

また、n オブジェクトから一度に r 個を取り出すときの組み合わせの数は次 

のようになります。 

)!(!

!

!

)1)...(2)(1(

rnr

n

r

rnnnn

r

n

−
=

+−−−
=









 

組み合わせ、順列、階乗を計算するには、[MTH/PROBABILITY.. ] サブメニ

ューから関数 COMB、PERM、! を使用します。次に、これらの関数 

の操作について説明します。 

• COMB(n,r):n アイテムから一度に r 個を取り出すときの組み合わせの 
数を計算します。 
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• PERM(n,r):n アイテムから一度に r 個を取り出すときの順列の数を計算 

します。 

• n!:正整数の階乗です。非整数の場合、x! はΓ(x+1) を返します。Γ(x) はガ

ンマ関数です (第 3 章を参照)。階乗の記号 (!) は、 ~‚2 と入力

しても指定することができます。 

これらの関数の応用例については、次の図を参照してください。 

 

乱数乱数乱数乱数    

電卓には乱数生成器が用意されており、0 ～ 1 までの一様分布された 

実乱数を返します。乱数を生成するには、[MTH/PROBABILITY] サブメニュ

ー か ら 関 数  RAND を 使 用 し ま す 。 次 の 画 面 は 、 RAND を 使 用 

して生成されたいくつかの乱数を示しています。注：実際の電卓で生成され

る乱数はこの画面の乱数とは異なります。 

 

電卓で生成される乱数の詳細については、ユーザーズガイドの第 17 章を 

参照してください。特に、ユーザーズガイドの第 17 章では、関数 RDZ を使

用して乱数のリストを再生成する方法について詳しく説明しています。 
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MTH/PROB サブメニュー - パート 2 
このセクションでは、統計的推論に関連する問題に一般に使用される 4 つの

連続確率分布 (正規分布、学生の t 分布、カイ二乗分布 (χ2)、F 分布) につい

て説明します。これらの分布の確率を評価するため、電卓には関数 NDIST、

UTPN、UTPT、UTPC、および UTPF が用意されています。これらの 

関数は、この章の前半で紹介した [MTH/PROBABILITY] メニューから使用 

できます。これらの関数を表示するには、[MTH] メニュー „´をアクティ

ブにし、[PROBABILITY] オプションを選択します。 

    

正規分布正規分布正規分布正規分布    

関数 NDIST と UTPN は、平均 µ および分散 σ2 を含む正規分布 

に関連しています。 

正規分布の f(x) の確率密度関数 (pdf) の値を計算するには、関数 

NDIST(µ, σ2, x) を使用します。たとえば、正規分布では、NDIST(1.0, 0.5, 

2.0) = 0.20755374 になります。この関数は、正規分布 pdf をプロット 

する際に便利です。 

また、電卓には、正規分布の上側確率を計算する関数 UTPN も用意 

されています。つまり、UTPN(µ, σ2, x) = P(X>x) = 1 - P(X<x) となり、P() は

確率を表しています。たとえば、正規分布では、µ = 1.0 の場合 σ2 = 0.5, 

UTPN (1.0, 0.5, 0.75) = 0.638163 となります。 

学生学生学生学生のののの T  T  T  T 分布分布分布分布    

学生の t 分布 (t 分布) のパラメータは ν のみであり、これは分布の 

自由度として知られています。電卓には、t 分布の上側 (累積) 分布関数の 

値を得るための関数 UTPT が用意されています。この関数では、パラメータ 

ν と t の値を指定します。つまり、UTPT(ν,t) = P(T>t) = 1-P(T<t) となります

。たとえば、UTPT(5,2.5) = 2.7245…E-2 のようになります。 
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カイカイカイカイ二乗分布二乗分布二乗分布二乗分布    

カイ二乗分布 (χ2) のパラメータは ν のみであり、これは分布の自由度 

として知られています。電卓には、χ2 分布の上側 (累積) 分布関数の値を得 

るための関数 UTPC が用意されています。この関数では、x の値と 

パラメータ ν を指定します。このため、この関数の定義は、UTPC(ν,x) = 

P(X>x) = 1 - P(X<x) となります。たとえば、UTPC(5, 2.5) = 0.776495 のよう

になります。… 

F F F F 分布分布分布分布    

F 分布には、分子の自由度を表す νN と分母の自由度を表す νD の 2 つの

パラメータがあります。電卓には、F 分布の上側 (累積) 分布関数の値を 

得るための関数 UTPF が用意されています。この関数では、パラメータ νN と 

νD 、 お よ び  F の 値 を 指 定 し ま す 。 こ の た め 、 こ の 関 数 の 定 義 は 

UTPF(νN,νD,F) = P(ℑ>F) = 1 - P(ℑ<F) となります。たとえば、UTPF(10,5, 2.5) 

= 0.1618347 のようになります。… 

参照 
確率分布と確率の応用の詳細については、電卓のユーザーズガイドの第 

17 章を参照してください。
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第 16 章  
統計のアプリケーション 
電卓には、あらかじめプログラムされた次のような統計機能が用意されてい

ます。この機能にアクセスするには、‚Ù (5 キー) を続けて押 

します。 

 

データの入力 
上記リストの番号 1、2、および 4 のアプリケーションを実行するには、 

データ を 行 列 ΣDAT の 列とし て 使用 可 能 にす る 必 要が あ りま す。 

データを使用可能にする 1 つの方法として、Matrix Writer („²) を使

用してデータを列で入力し、関数 STOΣ を使用して行列を ΣDAT に格納す

るというものがあります。 

たとえば、Matrix Writer を使用して次のデータを入力し (このガイドの第 8 

章または第 9 章を参照)、データを ΣDAT に格納するとします。 

2.1  1.2   3.1  4.5   2.3   1.1  2.3   1.5   1.6   2.2   1.2   2.5. 

次のような画面が表示されます。 

    

ソフト メニュー キーに変数 @£DAT が表示されていることに注意してください。 

統 計 デ ー タ を 簡 単 に 入 力 す る に は 、
Single-var や Frequencies、または Summary stats など
の統計アプリケーションを起動して (前述の最初のスクリーンショットを参照)
、 #EDIT を押します。これで、Matrix Writer が起動します。データを前述同
様に入力します。この場合、Matrix Writer を終了すると、入力したデータが
自動的に ΣDAT. に保存されます。 
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1 変数の統計の計算 
列ベクトルを ΣDAT に入力したら、‚Ù @@@OK@@ を押して [1[1[1[1. Single. Single. Single. Single----var..var..var..var..] ] ] ] 

を選択します。次の入力フォームが表示されます。 

 

フォームに ΣDAT 内のデータが表示され、列 1 が選択されていることが 

示されます。これは、現在の ΣDAT 内の唯一の列です。矢印キーを使用 

してフォーム内を移動し、  ソフト メニュー キーを押して、この 

プログラムの出力基準 (平均、標準偏差、分散、データ点の合計数、 

最大値、または最小値) を選択します。用意ができたら @@@OK@@ を押します。 

電卓の画面に、選択した値が適切なラベルとともに表示されます。例： 

    

サンプルと母集団 
前項で使用した、プログラム済みの 1 変数の統計機能を有限母集団に 

適用するには、[SINGLE-VARIABLE STATISTICS] 画面で [TYPE: 

Population] を選択します。主な相違点は、分散の分母で (n-1) ではなく 

n を使用して計算された分散の値と標準偏差の値にあります。ここでは、 

前述の例で @CHOOS ソフト メニュー キーを使用して [Type] に [population] を

選択し、再計算します。 
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頻度分布の取得 
[STAT] メニューのアプリケーション [2. [2. [2. [2. FrequenciesFrequenciesFrequenciesFrequencies..]..]..]..] を使用して、一連の 

データの頻度分布を取得することができます。データは、変数 ΣDAT に保

存されている列ベクトルの形式で示す必要があります。開始するには、

‚Ù˜@@@OK@@@ を押してください。この結果、入力フォームには以下の 

フィールドが表示されます。 

ΣDAT:DAT:DAT:DAT: 該当該当該当該当データデータデータデータをををを含含含含むむむむ行列行列行列行列。。。。 

Col:Col:Col:Col: 調査中の ΣDAT の列。 

XXXX----Min:Min:Min:Min: 頻度分布で使用される最小クラス境界  

(デフォルト = -6.5)。 

Bin Bin Bin Bin 数数数数：：：： 頻度分布で使用されるクラスの数 (デフォルト = 13)。 

Bin Bin Bin Bin 幅幅幅幅：：：： 頻度分布内の各クラスの均一幅 (デフォルト = 1)。    

一連の n データ値 {x1, x2, …, xn} を任意の順番で指定すると、各クラスに 

対応する頻度または値の数を計算して、データを複数のクラスや BIN にグ

ル ー プ 化 す る こ と が で き ま す 。 [STAT] メ ニ ュ ー の ア プ リ ケ ー シ ョ ン  

[2. [2. [2. [2. FrequenciesFrequenciesFrequenciesFrequencies..]..]..]..] を指定すると、この頻度の計算が行われ、最小クラス境界 

を下回る値、および最大クラス境界を上回る値 (外れ値) が監視されます。 

たとえば、コマンド RANM({200,1}) を使用して比較的大きなデータセット  

(200 ポイント程度) を生成し、関数 STOΣ を使用して結果を変数 ΣDAT に

保存するとします (前述の例を参照)。次に、‚Ù@@@OK@@@ を使用して、1 

変数の情報を取得します。結果は、次のようになります。 
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この情報によって、データの範囲が -9 ～ 9 であることが示されます。 

頻度分布を生成するには、間隔 (-8, 8) を使用して、データを幅が 2 で

ある 8 つの BIN に分割します。 

• ‚Ù˜ @@@OK@@@ を使用して、プログラム [2. [2. [2. [2. FrequenciesFrequenciesFrequenciesFrequencies..]..]..]..] を選択し

ます。データはすでに ΣDAT に読み込まれています。ΣDAT には 1 つの

列しかないため、オプション [Col] には値 1 が表示されています。  

• [X-Min] を -8 に、[Bin Count] を 8 に、[Bin Width] を 2 に変更して 

@@@OK@@@ を押します。 

RPN モードを使用している場合、結果はスタックに表示されます。このとき、 

列ベクトルはスタック レベル 2 に、2 つのコンポーネントの行ベクトルは 

スタック レベル 1 に表示されます。スタック レベル 1 のベクトルは、 

頻度の計算時に使用された間隔の外側にある外れ値の数を示しています。

この場合は、値 [14. 8.] が取得されます。これは、ΣDAT ベクトルに、-8 より

も小さな値が 14 個、および 8 よりも大きな値が 8 個あることを示 

しています。 

• ƒ を押して、スタックから外れ値のベクトルを削除します。残りの結果 

が、データの頻度数です。 

この頻度分布の BIN は、-8 ～ -6、-6 ～ -4、...、4 ～ 6、および 6 ～ 8 で

す。つまり、この場合は 8 個の BIN のスタック内の列ベクトルに頻度が含 

まれており、次のようになります。 

23, 22, 22, 17, 26, 15, 20, 33. 

これは、BIN [-8,-6] には 23 個、[-6,-4] には 22 個、[-4,-2] には 22 個、 

[-2,0] には 17 個、[0,2] には 26 個、[2,4] には 15 個、[4,6] には  

20 個、[6,8] には 33 個の値がそれぞれ含まれていることを示しています。 

また、これらすべての値に、前述の外れ値 (14 および 8) を加算して、 

サンプル内の合計要素数が 200 であることを確認できます。 
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データを関数 y = f(x) に適合させる 
[STAT] メ ニ ュ ー の オ プ シ ョ ン 番 号  3 に 示 さ れ て い る プ ロ グ ラ ム  

[3. [3. [3. [3. Fit dataFit dataFit dataFit data..]..]..]..] を使用して、ΣDAT 行列の列に保存されているデータ セット 

(x, y) に線形関数、対数関数、指数関数、およびべき関数を適合させること

ができます。このアプリケーションを使用するには、ΣDAT 変数に 2 つ以上

の列が必要です。 

たとえば、以下の表に示されているデータに直線関係を適合させるとします。 

x y 

0 0.5 

1 2.3 

2 3.6 

3 6.7 

4 7.2 

5 11 

• 最初に、Matrix Writer を使用して 2 つの列のデータを変数 ΣDAT に入

力し、関数 STOΣ を使用します。 

• プログラム [3. [3. [3. [3. Fit dataFit dataFit dataFit data..] ..] ..] ..] にアクセスするには、‚Ù˜˜@@@OK@@@ 

キーを続けて入力します。入力フォームには、読み込み済みの現在の 

ΣDAT が表示されます。必要に応じて、設定画面を、以下に示すような 

線形適合のパラメータに変更します。 

 

• データ適合を取得するには、@@OK@@ を押します。次に、ここで使用したデー 

タセットについての、このプログラムによる出力を示します。この出力に

は、次の 3 つの行が含まれています (RPN モードの場合)。 

  3: '0.195238095238 + 2.00857242857*X' 

  2: Correlation:0.983781424465 

  1: Covariance:7.03 
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レベル 3 は、方程式の形式を示しています。レベル 2 にはサンプルの 

相関係数が、レベル 1 には x-y の共分散が示されています。これらの 

パラメータの定義については、ユーザーズガイドの第 18 章を参照 

してください。 

電卓のデータ適合機能の詳細については、ユーザーズガイドの第 18 章を 

参照してください。 

追加要約統計量の取得 
[STAT] メニューのアプリケーション [4. [4. [4. [4. Summary statsSummary statsSummary statsSummary stats..] ..] ..] ..] は、一部の 

要約統計量の計算に便利です。開始するには ‚Ù をもう一度押し、 

下矢印キー ˜ を使用して 4 番目のオプションに移動し、@@@OK@@@ を押 

します。この結果、入力フォームには以下のフィールドが表示されます。 

ΣDAT:DAT:DAT:DAT: 該当データを含む行列。 

XXXX----Co:Co:Co:Co:、、、、YYYY----Col:Col:Col:Col: これらのオプションは、行列 ΣDAT に 3 つ以上の列がある 

場合にのみ適用されます。デフォルトでは、x 列は列 1、 

y 列は列 2 です。1 つの列しかない場合は、XXXX----Col: 1Col: 1Col: 1Col: 1 と設

定します。 

____ΣX _  X _  X _  X _  ΣYYYY…………:::: このプログラムの結果として選択可能な要約統計量。適切

なフィールドが選択されているときに、  を使用 

してそのフィールドを確認します。 

これらの要約統計量の多くを使用して、関数 y = f(x) によって関連付 

けることができる 2 つの変数 (x, y) の統計を計算することができます。 

このため、このプログラムは、[3. [3. [3. [3. Fit dataFit dataFit dataFit data..]..]..]..] の付随プログラムであると考 

えることができます。    

たとえば、現在 ΣDAT にある x-y データについて、すべての要約統計量を 

取得するとします。 

• [[[[summary statssummary statssummary statssummary stats............]]]] オプションにアクセスするには、次のキーを使用 

します。‚Ù˜˜˜@@@OK@@@ 

• x データおよび y データに対応する列番号を選択します。つまり、X-Col: 

1、および Y-Col: 2 とします。 

•  キーを使用して、_ΣX、_ΣY などの出力に関するオプション 

をすべて選択します。 
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• @@@OK@@@ を押すと、次のような結果が取得されます。 

 

信頼区間 
アプリケーション [6. [6. [6. [6. Conf IntervalConf IntervalConf IntervalConf Interval]]]] にアクセスするには、‚Ù—@@@OK@@@ 

を使用します。このアプリケーションには次のオプションがあります。 

 

これらのオプションは、次のように解釈されます。 

1. Z-INT:1 µ.: 既知の母分散、または大きなサンプルの場合は未知の 

母分散を含む、母平均 µ の 1 つのサンプル信頼区間。 

2. Z-INT: µ1−µ2.: いずれかの既知の母分散、または大きなサンプルの場合 

は未知の母分散を含む、母平均 µ1- µ2 の差異の信頼区間。 

3. Z-INT: 1 p.: 大きなサンプルの場合は未知の母分散を含む、割合 P の 1 

つのサンプル信頼区間。 
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4. Z-INT: p1− p2.: 大きなサンプルの場合は未知の母分散を含む、2 つの

割合 p1-p2 の差異の信頼区間。 

5. T-INT:1 µ.: 小さなサンプルの場合は未知の母分散を含む、母平均 µ の 

1 つのサンプル信頼区間。 

6. T-INT: µ1−µ2.: 小さなサンプルの場合は未知の母分散を含む、母平均 

µ1− µ2 の差異の信頼区間。 

例 1 – 60 個のエレメントを含むサンプルで、サンプルの平均値が x = 23.3 

であることが示されており、その標準偏差が s = 5.2 である場合について、 

母集団の平均の中央信頼区間を決定します。α は 0.05 です。信頼レベル 

は C = 1-α = 0.95 です。 

@@@OK@@@ を押して、前の図のメニューの最初の項目を選択します。次に示 

すように、必要な値を入力フォームに入力します。 

 

@HELP を押すと、電卓で生成された乱数の観点から信頼区間の意味について 

説明する画面が表示されます。結果の画面を下にスクロールするには、下

矢印キー ˜ を使用します。ヘルプ画面での作業を終了したら、@@@OK@@@ を押

します。こうすると、上記の画面に戻ります。 

信頼区間を計算するには @@@OK@@@ を押します。次のような画面が電卓に 

表示されます。 

 

@GRAPH を押すと、信頼区間の情報がグラフで表示されます。 



 

ページ 16-9 

 

このグラフには、標準正規分布 pdf (確率密度関数)、臨界点 ±zα/2 の場所、 

平均値 (23.3)、および対応する区間の極限 (21.98424 と 24.61576) が表示

されます。 @TEXT を押すと前の結果画面に戻ります。 @@@OK@@@ を押すと、 

信頼区間環境を終了します。結果が電卓の画面に表示されます。 

信頼区間のその他の計算例については、電卓のユーザーズガイドの第 18 

章を参照してください。 

仮説検証 
仮説は、母集団についての、たとえばその意味などについての申告です。

仮説の受け入れは、母集団から取られたサンプルにおける統計的検証に

基づいて行われます。結果としてのアクションおよび意思決定は仮説検証と

呼ばれます。 

電 卓 で は 、 仮 説 検 証 を ア プ リ ケ ー シ ョ ン  [5. 仮 説 検 証 ..] で 行 

うことができます。このアプリケーションにアクセスするには ‚Ù—

—@@@OK@@@ を押します。 

前述の信頼区間の計算と同様に、このプログラムにも以下の 6 つの 

オプションがあります。 

 

これらのオプションは、信頼区間のアプリケーションと場合と同様に解釈 

されます。 

1. Z-Test:1 µ.: 既知の母分散、または大きなサンプルの場合は未知の 

母分散を含む、母平均 µ の 1 つのサンプル仮説検証。 
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2. Z-Test: µ1−µ2.: いずれかの既知の母分散、または大きなサンプルの 

場合は未知の母分散を含む、母平均 µ1− µ2 の差異の仮説検証。 

3. Z-Test: 1 p.: 大きなサンプルの場合は未知の母分散を含む、割合 p の 

1 つのサンプル仮説検証。 

4. Z-Test: p1− p2.: 大きなサンプルの場合は未知の母分散を含む、2 つの

割合 p1-p2 の差異の仮説検証。 

5. T-Test:1 µ.: 小さなサンプルの場合は未知の母分散を含む、母平均 µ 

の 1 つのサンプル仮説検証。 

6. T-Test: µ1−µ2.: 小さなサンプルの場合は未知の母分散を含む、母平均 

µ1− µ2 の差異の仮説検証。 

例  1 – µ0 = 150 、σ = 10 、 x = 158 、 n = 50 、 α = 0.05 の 場 合 

について、別の仮説 H1: µ ≠ µ0 に対して仮説 H0: µ = µ0 をテストします。 

‚Ù——@@@OK@@@ を押して、電卓の信頼区間機能にアクセスします。 

@@@OK@@@ を押して、オプション [1. Z-Test: 1 µ] を選択します。 

次のデータを入力して@@@OK@@@ を押します。 

 

他の仮説を選択するように求められます。 

 

[µ ≠ 150.] を選択して @@@OK@@@ を押します。次のような結果が表示されます。 
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次に、H1: µ ≠ 150 に対して H0: µ = 150 を却下します。テスト z 値は  

z0 = 5.656854 です。P 値は 1.54×10-8 です。臨界 x の範囲 {147.2 152.8} 

に対応する臨界値は ±zα/2 = ±1.959964 です。 

この情報のグラフを表示するには、ソフト メニュー キー @GRAPH を押します。 

 

参照 
概念の定義や高度な統計アプリケーションを含む、統計分析の詳細につい

ては、ユーザーズガイドの第 18 章で説明しています。 
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第 17 章  
異なる進法の数値 
10 進記数法 (10 進法、0 ～ 9 までの数字を使用) の他に、2 進記数法  

(2 進法、0 と 1 の数字を使用)、8 進記数法 (8 進法、0 ～ 7 までの数字を

使 用 ) 、 ま た は  16 進 記 数 法  (16 進 法 、 0 ～  9 の 数 字 お よ び  

A ～ F までのアルファベットを使用) を使用することができます。10 進法の 

整数 321 の意味は 3x102+2x101+1x100 です。同様に、2 進法の数値 

100110 の意味は次のようになります。 

1x25 + 0x24 + 0x23 + 1x22 + 1x21 + 0x20 = 32+0+0+4+2+0 = 38 

BASE メニュー 
[BASE] メニューにアクセスするには ‚ã (3 キー) を使用します。 

システム フラグ 117 が CHOOSE ボックスに設定されている場合 (このガイ

ドの第 1 章を参照)、次の項目を使用できます。 

    

システム フラグ 117 が SOFT メニューに設定されている場合、[BASE] メニ

ューには次の項目が表示されます。 

 

この図は、[BASE] メニュー内の [LOGIC]、 [BIT]、 [BYTE] の各項目 

そのものがサブメニューであることを示しています。これらのメニューについ

ては、電卓のユーザーズガイドの第 19 章で詳しく説明しています。 
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非 10 進数の記述 
電卓で 10 進法以外の数値 (2 進整数) を記述する際には、数値の前に # 記

号 („â) を付加します。2 進整数に使用する現在の進法を選択 

するには、[BASE] メニューで [HEX (adecimal)]、[DEC (imal)]、[OCT (al)]、[BIN 

(ary)] のいずれかを選択します。たとえば、  を選択した場合、2 進整数

は #53 や #A5B などの 16 進数になります。別の進法を選択すると、 

数値は新しい進法に自動的に変換されます。 

特定の記数法で数値を記述するには、数値の前に # を、数値の後に 

h (16 進法)、d (10 進法)、o (8 進法)、b (2 進法) のいずれかを配置します

。 

HEX DEC 

 

OCT BIN 

 

参照 
別の進法の数値の詳細については、電卓のユーザーズガイドの第 19 章を

参照してください。 
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第 18 章  
SD カードの使用 
電卓にはメモリ カード スロットがあります。このスロットに SD フラッシュ カ
ードを挿入して、電卓オブジェクトをバックアップしたり、他のソースからオブ
ジェクトをダウンロードすることができます。電卓では、 SD カードは、ポー 
ト番号 3 として表示されます。 

SD カードの挿入と取り外し 
SD カード スロットは、電卓の下端、数字キーの直下にあります。SD カード
は、裏向きに挿入する必要があります。ほとんどのカードの上部には、注意
事項を記したラベルが貼られています。キーボードを上向きにして HP 50g 
を 持 っ て い る 場 合 、 SD カ ー ド の こ の 面 を 下 に し て 挿 入 す る 必 要 
があります。カードのほぼすべての部分が抵抗なしにスロットに入ります。
完全に挿入するには、カードを少し押す必要があります。完全に挿入した場
合、カードとケースはほぼ完全に重なり、カードの上端部分だけが見えるよ
うになります。 

SD カードを取り外すには、HP 50g の電源をオフにして、カードの見 
えている部分を少し押し込みます。こうすると、カードがスロットから少し飛
び出します。これで、電卓からカードを簡単に取り外すことができます。  

SD カードの初期化 
ほとんどの SD カードはすでに初期化されています。ただし、HP 50g と互換
性 が な い フ ァ イ ル  シ ス テ ム に カ ー ド が 初 期 化 
されていることがあります。HP 50g では、FAT16 または FAT 32 フォーマッ
トのカードのみを使用できます。 

SD カードは PC または電卓でフォーマットすることができます。電卓 
でカードをフォーマットする場合は (手順については下記を参照)、電卓に 
新品または新品に近い電池が装着されていることを確認してください。 

注注注注 ：：：： SD カ ー ド を フ ォ ー マ ッ ト す る と 、 そ の カ ー ド に 保 存 

されているすべてのデータが削除されます。 

1. 前のセクションの説明に従って、SD カードをカード スロットに挿入 
します。 

2. ‡ キーを押しながら D キーを押します。D キーを離してから 
‡ キーを離します。いくつかのオプションを含むシステム メニューが 
表示されます。 
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3. 9、2、1 の順に押します。フォーマット処理が開始されます。 

4. フォーマットが終了すると、HP 50g に「FORMAT FINISH PRESS ENTER 

TO EXIT (フォーマットが終了しました。終了するには [ENTER] を押 

してください。)」というメッセージが表示されます。` を 2 回押して、シス

テム メニューに戻ります。システム メニューを終了するには、$ キーを

押しながら C キーを押して離し、最後に $ キーを離します。 

これで、SD カードを使用する準備ができました。カードは FAT32 フォー 

マットにフォーマットされています。 

SD カードのオブジェクトにアクセスする 
SD カードのオブジェクトにアクセスする方法は、オブジェクトがポート 0、1、

または 2 にある場合と同様です。ただし、LIB 関数 (@á) を使用して

いる場合、ポート 3 はメニューに表示されません。SD ファイルを管理できる

のは、ファイラまたはファイル マネージャ (!¡) だけです。ファイラを開

始すると、次のようなツリー ビューが表示されます。 

 

SD カードではファイルのロング名がサポートされていますが、ファイラ 

ではこれらの名前は 8.3 フォーマットで表示されます。つまり、名前は 8 文

字に切り捨てられ、3 文字の拡張子が接尾辞として追加されます。 

それが PC オブジェクトでない限り、または不明なタイプのオブジェクト 

でない限り、各オブジェクトのタイプも表示されます(この場合、オブジェクト

のタイプは文字列として表示されます)。 

ファイル マネージャを操作する方法のほかに、STO および RCL を使用して

、 SD カ ー ド に オ ブ ジ ェ ク ト を 保 存 し た り 、 SD カ ー ド か ら 

オブジェクトを呼び出すことができます。 
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SD カードへのオブジェクトの保存 

オブジェクトを保存するには、関数 STO を次の手順に従って使用します。 

• Algebraic モードの場合： 

オブジェクトを入力して K を押します。次に、ポート 3 (:3:VAR1 など) 

を使用して、保存されたオブジェクトの名前を入力し、` を押します。 

• RPN モードでは： 

オブジェクトを入力し、ポート 3 (:3:VAR1 など) を使用して、 

保存されたオブジェクトの名前を入力し、K を押します。 

SD カードに保存したオブジェクトの名前が 8 文字よりも長い場合、 

ファイラーのポート 3 にはその名前が 8.3 DOS フォーマットで表示 

されることに注意してください。 

3D カードからのオブジェクトの呼び出し 
3D カードから画面にオブジェクトを呼び出すには、関数 RCL を次の手順 

に従って使用します。 

• Algebraic モードの場合： 

„© を押し、ポート 3 (:3:VAR1) を使用して、保存されたオブジ

ェクトの名前を入力し、` を押します。 

• RPN モードの場合： 

ポート 3 (:3:VAR1 など) を使用して、保存されたオブジェクトの 

名前を入力し、„© を押します。 

RCL コマンドを使用すると、コマンドでパスを指定して、変数を呼び出 

すことができます。たとえば、RPN モードでは :3: {path}`RCL と指

定します。DOS ドライブと同様に、パスは、ディレクトリ ツリー内の変数 

の位置を指定する一連のディレクトリ名です。ただし、バックアップ オブジェク

ト内に格納された一部の変数は、パスを指定しても呼び出せません。 この場

合、ディレクトリなどの完全なバックアップ オブジェクトを呼び出し、 

その後、画面上の個々の変数にアクセスする必要があります。 

ロング名を持つオブジェクトの場合、RCL コマンドの発行時に、オブジェクト 

の完全な名前を指定することも、8.3 フォーマットに切り捨てられた名前を 

指定することもできます。 
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3D カードからのオブジェクトの削除 
3D カードから画面にオブジェクトを削除するには、関数 PURGE を次の 

手順に従って使用します。 

• Algebraic モードの場合： 

I @PURGE を押し、ポート 3 (:3:VAR1 など) を使用して、 

保存されたオブジェクトの名前を入力し、` を押します。 

• RPN モードの場合： 

ポート 3 (:3:VAR1 など) を使用して、保存されたオブジェクトの 

名前を入力し、I @PURGE を押します。 

ロング名を持 つオ ブジェ クトの場合、 PURGE コマ ンドの発行時 に、 

オブジェクトの完全な名前を指定することも、8.3 フォーマットに切り捨 

てられた名前を指定することもできます。 
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再フォーマットによる 3D カードからの全オブジ

ェクトの削除 
SD カードからすべてのオブジェクトを削除するには、カードを再フォーマット

します。SD カードを挿入すると、ファイル マネージャのメニュー項目に @FORMA 

が表示されます。このオプションを選択すると、カード全体が再フォーマットさ

れます。この処理によって、カードにある全オブジェクトが削除されます。 

SD カードのディレクトリの指定 
SD カードのディレクトリでは、オブジェクトを保存、呼び出し、評価および 

削除することができます。SD カードのルート レベルにあるオブジェクト 

を操作するには、³ キーを使用します。ただし、サブディレクトリにある 

オブジェクトを操作するには、ディレクトリ パスを含む名前を …Õ キー

で囲む必要があります。 

たとえば、PROG1 という名前のオブジェクトを SD カードの PROGS という

名前のディレクトリに保存するとします。このオブジェクトがスタックの第 1 レ

ベルにある場合は、次のキーを押します。 

!ê3™…Õ~~progs…/ 

prog1`K 

これで、スタックにあったオブジェクトが、SD カードの PROGS という名前の 

ディレクトリに PROG1 という名前で保存されます。 

注注注注：：：：PROGS が存在しない場合、このディレクトリが自動的に作成 

されます。 

入れ子になったサブディレクトリは、必要な数だけ指定することができます。

たとえば、3 番目のレベルのサブディレクトリにあるオブジェクトを参照 

するには、次の構文を指定します。 

:3:”DIR1/DIR2/DIR3/NAME” 

~…/ を押すと、フォワード スラッシュ文字を入力することができます。 

 





 

ページ 19-1 

第 19 章  
方程式ライブラリ 
方程式ライブラリは、単純な理工学上の問題を解くための方程式とコマンドの
コレクションです。ライブラリには 300 を超える方程式が含まれています。これ
らの方程式は技術的な主題別に 15 個のグループに分類されており、そのグ
ループには 100 を超える問題のタイトルが含まれています。問題の各タイト
ルには、その種類の問題を解くための方程式が 1 つ以上含まれています。 

注注注注：：：：この章の例では、演算モードは RPN であり、フラグ -117 が設定 され
ていることを前提としています。フラグ -117 は、Numeric Solver を使用して
方程式ライブラリの方程式を解く際には、必ず設定する必要があります。 

例例例例：：：：Projectile Motion の方程式セットについて考えてみます。 

ステップ 1： 表示を小数点以下 2 桁 に固定し、方程式ライブラリ アプリケーシ
ョ ン を 開 き ま す 。 SI# お よ び  #UNIT# に 小 さ な 四 角 が 
表示されていない場合は、対応する各メニュー キーを一度押し 
ます。 

 H˜~f™2` 

G—`#EQLIB #EQNLI   

 
ステップ 2： [Motion] 主題領域を選択し、そのカタログを開きます。 

 ~m˜` 

 
ステップ 3： [Projectile Motion] を選択し、問題の内容を説明する図を表示 

します。 
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 ˜˜#PIC# 

 
ステップ 4： [Projectile Motion] セットに 5 つの方程式が表示されます。 

これら 5 つの方程式を交互に使用して、不足している変数を 

求めます (次の例を参照)。 

 #EQN#  #NXEQ#  #NXEQ#  #NXEQ#  #NXEQ# 

 

ステップ 5： 方程式セットで使用される変数について考えてみます。 

 #VARS# 

必要に応じて、——および

˜ を使用します。 

 
次に、この方程式セットを使用して、次の例の問題を解きます。 

例例例例：：：： 平均的なプロのゴールキーパーは、ダウンフィールドで、サッカ
ー ボールを 50 度の仰角 (O) で 65 メートル (距離：R) パントで
きると予測しました。平均的なゴールキーパーは、どのくらいの
速 度  (v0) で ボ ー ル を 蹴 る で し ょ う か 。 蹴 ら れ た 
ボールの中間地点の高さはどのくらいでしょうか。ゴールキー
パーが同じ速度でボールを蹴るとき、仰角が 30 度の場合で 
はボールはどのくらいの距離を飛ぶでしょうか。ここでは、ボー
ルにかかる抵抗の影響は無視するものとします。 

ステップ 1： 問題を解いていきます。 
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 #SOLV# 

 

ステップ 2： 既知の値を入力し、変数に対応するソフト メニュー キーを押し 

ま す 。 x0 お よ び  y0 は  0 で あ る と 仮 定 し ま す 。 

値の保存時には、メニューのラベルが黒になることに注意してく

ださい。最初に表示されている変数を表示するには、L を押

す必要があります。 

 0 *!!!!!!X0!!!!!+ 0 *!!!!!!Y0!!!!!+ 50 *!!!!!!Ô0!!!!!+ 
L65*!!!!!!R!!!!!+ 

 

ステップ 3： 速度 (v0) を求めます。変数を求めるには、! !を押して 

変数のメニュー キーを押します。 

 !*!!!!!!V0!!!!!+ 

 

ステップ 4： 範 囲  R を 呼 び 出 し て  2 で 除 算 し 、 中 間 地 点 

の距離を求めます。次に、その値を x 座標として入力します。 

右シフト バージョンの変数メニュー キーを押すと、その 

値がスタックに呼び出されることに注意してください。メニュー ラ

ベルの R の横にある小さな四角は、そのメニューが前回 

の計算で使用されたことを示しています。 

 @ ##R#-   
2/LL*!!!!!!X!!!!!+ 
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ステップ 5： 高さ (y) を求めます。電卓では、指定された変数を求め 

るために必要な場合、他の変数の値が自動的に検出されるこ

とに注意してください。この場合は、小さな四角で表されます。 

 ! *!!!!!!Y!!!!!+ 
 

ステップ 6： 仰角の新しい値 (30 度) を入力し、前回計算された初期速度 

(vo) を保存して R を求めます。 

 30 ##¢0#-  
™L *!!!!!!V0!!!!!+ 

! *!!!!!!!!R!!!!!!!+ 
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参照 
方程式ライブラリの詳細については、電卓のユーザーズガイドの第 27 章を

参照してください。 
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限定保証規定 
HP 50g  グラフ電卓、保証期間：12 か月 

1. HP は、お客様が HP から購入された HP ハードウェア製品、付属品、 

およびサプライ品について、上記の保証期間中、材質および製造過程で

の問題がないことを保証します。HP は、保証期間中に欠陥品である旨 

の連絡を受けた場合、自社の判断に基づいて欠陥品を修理または交換

します。交換用の製品は、新品もしくは新品に近い製品とします。 

2. HP は、お客様が HP から購入されたHP ソフトウェア製品につい 

て、上記の保証期間中、正しくインストールし使用している場合に限り、

品質および製造過程での問題により、プログラム命令の正常な実行が

妨げられないことを保証します。HP は、保証期間中に欠陥品である旨

の連絡を受けた場合、自社の判断に基づいて、このような欠陥によりプ

ログラム命令を正常に実行できないソフトウェア メディアを交換します。 

3.  HP は、この製品の動作に中断が生じないこと、またはエラーがないこと 

を保証しません。HP は、保証対象の欠陥品を妥当な期間内に適切に 

修理または交換できない場合、お客様から購入証明付きで当該製品が

遅滞なく返却されれば、製品の購入代金を払い戻します。 

4.  HP 製品には、新品と同等の性能を有する再生部品、または付帯的に使 

用されていた部品が含まれている可能性があります。 

5. 上記の保証は、(a) 誤った、または不適切な保守やキャリブレーション、(b) 

HP 以外のソフトウェア製品、インタフェース、部品、またはサプライ品、(c) 

当社が認めていない改造または誤使用、(d) 製品の公表された動 作仕様 

範囲外の操作、(e) 不適切な場所での準備や保守から生じた欠陥につい 

ては適用されません。 

6. 書面または口頭にかかわらず、当社は本製品に関して上記以外の 

明示的保証または条件提示は一切行いません。地域の法律で認められ

る範囲内において、商品性、許容品質、特定用途としての適合性に対す

るすべての暗示的保証は、上記に明示された保証期間に限定されます。

国、州、または地域によっては、暗示的保証期間に対する制限を認めて

いない場合もあるため、上記の制限事項または免責事項が適用されな

いことがあります。本保証規定は、お客様に特定の法律上の権利を与え

るものです。また、お客様は、他の権利を有する場合もありますが、その

権利は国、州、または地域によって異なります。 
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7. 地域の法律で認められる範囲内において、本保証に記載された 

救済措置が唯一の排他的な救済措置となります。上記を除き、HP また

はそのサプライヤは、データの損失もしくは直接的、特殊、偶発的、結果

的  ( 利 益 の 損 失 を 含 む ) ま た は そ の 他 の 損 害 に つ き 、 

契約、不法行為その他いかなる理由によってでも、責任を負いません。

国、州、または地域によっては、偶発的または結果的損害に対する免責

または制限を認めていない場合もあるため、上記の制限事項または免

責事項が適用されないことがあります。 

8. HP 製品およびサービスに関する保証は、当該製品およびサービスに 

付帯している明示的保証規定に記載されている事項に限定されます。

本保証規定に含まれている技術的または編集上の誤り、もしくは欠落に

ついて、HP は責任を負いません。 

オーストラリアおよびニュージーランドでは、法律で許可される範囲を除き、

本保証規定の条項によって、本製品の販売に対して適用される義務的な法

的権利を排除、制限、変更することはできません。この保証の条件は、これ

らの法的権利に加えて適用されます。 
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サービス 

ヨーロッパヨーロッパヨーロッパヨーロッパ    国国国国：：：：    電話番号電話番号電話番号電話番号    

 オーストリア +43-1-3602771203 

 ベルギー +32-2-7126219 

 デンマーク +45-8-2332844 

 東ヨーロッパ諸国 +420-5-41422523 

 フィンランド +358-9-640009 

 フランス +33-1-49939006 

 ドイツ +49-69-95307103 

 ギリシャ +420-5-41422523 

 オランダ +31-2-06545301 

 イタリア +39-02-75419782 

 ノルウェー +47-63849309 

 ポルトガル +351-229570200 

 スペイン +34-915-642095 

 スウェーデン +46-851992065 

  +41-1-4395358 (ドイツ語) 

 スイス +41-22-8278780 (フランス語) 

 
 +39-02-75419782  

(イタリア語) 

 トルコ +420-5-41422523 

 イギリス +44-207-4580161 

 チェコ共和国 +420-5-41422523 

 南アフリカ +27-11-2376200 

 ルクセンブルク +32-2-7126219 

 その他のヨーロッパ諸国 +420-5-41422523 

アジアアジアアジアアジア太平洋太平洋太平洋太平洋    国国国国：：：：    電話番号電話番号電話番号電話番号    

 オーストラリア +61-3-9841-5211 
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 シンガポール +61-3-9841-5211 

南南南南アメリカアメリカアメリカアメリカ 国国国国：：：：    電話番号電話番号電話番号電話番号    

 アルゼンチン 0-810-555-5520 

 

ブラジル サンパウロ 3747-7799、その

他地域  

0-800-157751 

 

メキシコ メキシコシティ  

5258-9922、その他地域  

01-800-472-6684 

 ベネズエラ 0800-4746-8368 

 チリ 800-360999 

 コロンビア 9-800-114726 

 ペルー 0-800-10111 

 中央アメリカおよびカリブ 1-800-711-2884 

 グァテマラ 1-800-999-5105 

 プエルトリコ 1-877-232-0589 

 コスタリカ 0-800-011-0524 

 

北北北北アメリカアメリカアメリカアメリカ    国国国国：：：：    電話番号電話番号電話番号電話番号    

 アメリカ 1800-HP INVENT 

 

カナダ (905) 206-4663  

(800- HP INVENT) 

 ROTC = その他地域 

最新のサービスとサポートに関する情報については、

http://www.hp.com/support をご覧ください。 
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規制情報 
Federal Communications Commission Notice 

This equipment has been tested and found to comply with the limits for a 
Class B digital device, pursuant to Part 15 of the FCC Rules. These limits 
are designed to provide reasonable protection against harmful 
interference in a residential installation. This equipment generates, uses, 
and can radiate radio frequency energy and, if not installed and used in 
accordance with the instructions, may cause harmful interference to radio 
communications. However, there is no guarantee that interference will not 
occur in a particular installation. If this equipment does cause harmful 
interference to radio or television reception, which can be determined by 
turning the equipment off and on, the user is encouraged to try to correct 
the interference by one or more of the following measures: 

• Reorient or relocate the receiving antenna. 

• Increase the separation between the equipment and the receiver. 

• Connect the equipment into an outlet on a circuit different from that 
to which the receiver is connected. 

• Consult the dealer or an experienced radio or television technician 
for help. 

 
Modifications 

The FCC requires the user to be notified that any changes or modifications 
made to this device that are not expressly approved by Hewlett-Packard 
Company may void the user’s authority to operate the equipment. 

 
Cables 

Connections to this device must be made with shielded cables with 
metallic RFI/EMI connector hoods to maintain compliance with FCC 
rules and regulations. 

 
Declaration of Conformity 
for Products Marked with FCC Logo, 
United States Only 

This device complies with Part 15 of the FCC Rules. Operation is subject 
to the following two conditions: (1) this device may not cause harmful 
interference, and (2) this device must accept any interference received, 
including interference that may cause undesired operation. 
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If you have questions about the product that are not related to this 
declaration, write to 
Hewlett-Packard Company 
P. O. Box 692000, Mail Stop 530113 
Houston, TX 77269-2000 
For questions regarding this FCC declaration, write to 
Hewlett-Packard Company 
P. O. Box 692000, Mail Stop 510101 
Houston, TX 77269-2000 
or call HP at 281-514-3333 
To identify your product, refer to the part, series, or model number 
located on the product. 
 

Canadian Notice 

This Class B digital apparatus meets all requirements of the Canadian 
Interference-Causing Equipment Regulations. 
 
Avis Canadien 

Cet appareil numérique de la classe B respecte toutes les  
exigences du Règlement sur le matériel brouilleur du Canada. 

European Union Regulatory Notice 

This product complies with the following EU Directives: 

• Low Voltage Directive 73/23/EEC 

• EMC Directive 89/336/EEC 

Compliance with these directives implies conformity to applicable 
harmonized European standards (European Norms) which are listed on 
the EU Declaration of Conformity issued by Hewlett-Packard for this 
product or product family. 

This compliance is indicated by the following conformity marking placed 
on the product: 

 
This marking is valid for non-Telecom prodcts 
and EU harmonized Telecom products (e.g. 

Bluetooth). 

Hewlett-Packard GmbH, HQ-TRE, Herrenberger Strasse 140, 71034 
Boeblingen, Germany 
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Japanese Notice 

 

Korean Notice 

 

Disposal of Waste Equipment by Users in 
Private Household in the European Union 

This symbol on the product or on its packaging indicates 
that this product must not be disposed of with your other 
household waste. Instead, it is your responsibility to dispose 
of your waste equipment by handing it over to a 
designated collection point for the recycling of waste 

electrical and electronic equipment. The separate collection and 
recycling of your waste equipment at the time of disposal will help to 
conserve natural resources and ensure that it is recycled in a manner 
that protects human health and the environment. For more information 
about where you can drop off your waste equipment for recycling, 
please contact your local city office, your household waste disposal 
service or the shop where you purchased the product. 

 

Perchlorate Material - special handling may apply 
 
This calculator's Memory Backup battery may contain perchlorate and 
may require special handling when recycled or disposed in California. 


